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第１日 12月２日 火 午前10時 

本会議（開会） 
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令和７年第６回高山村議会12月定例会会議録（第１号） 

 

令和７年12月２日（火曜日） 

                                  

高山村告示第56号 

 令和７年12月２日、高山村議会12月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和７年11月７日 

                 高山村長 藤 沢 敏 和 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 議案第55号 令和６年度村単高山村公民館長寿命化改修工事変更請負契約について 

日程第５ 議案第56号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 

日程第６ 議案第57号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する 

           条例 

日程第７ 議案第58号 高山村火入れに関する条例の一部を改正する条例 

日程第８ 議案第59号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第４号） 

日程第９ 議案第60号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号） 

日程第10 議案第61号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第11 議案第62号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第12 議案第63号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第13 雁田山採石調査特別委員会の設置について 

日程第14 雁田山採石調査特別委員会委員の選任について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 議案第55号～議案第63号 

５ 雁田山採石調査特別委員会の設置について 

６ 雁田山採石調査特別委員会委員の選任について 
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──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 藤 沢 和 人 議員       ２番 篠 原 尚 光 議員 

３番 沖 島 祥 介 議員       ４番 勝 山 正 弘 議員 

５番 滝 澤   聖 議員       ６番 黒 岩 清 道 議員 

７番 湯 本 辰 雄 議員       ８番 西 原 澄 夫 議員 

９番 山 嵜 秀 治 議員       10番 髙 井 央 葉 議員 

11番 梨 本   進 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 山 﨑 久 志 

住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠  健康福祉課長 黒 岩   慎 

産業振興課長 山 㟢 隆 広  建設水道課長 山 嵜 賢 一 

定住支援室長 鈴 木 靖 孝  
教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生 

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時04分  開 会 

○議 長（梨本 進議員） 

 ただいまから令和７年第６回高山村議会12月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。 

 高山村議会12月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和７年第６回高山村議会12月定例会を招集申し上げましたところ、議員各位には大変

お忙しいところを御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして厚く御礼申し上げます。 
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 日頃は議会活動を通じまして、村政発展のために多大な御尽力を賜っておりますことに、心から

敬意と感謝を申し上げます。 

 さて、私は昨年11月に村長に就任させていただいて、１年が経過をいたしました。この間、村民

の皆様の幸せと村政発展のために、無我夢中で村政運営に努めることができましたことは、議員各

位を始め村民の皆様や村の役職員等、多くの皆様の御指導と御支援、御協力のたまものと深く感謝

を申し上げます。 

 さて、今年の秋は、村内で多彩なイベントが多く開催され、中でも、去る11月２日にＹＯＵ游ラ

ンドで開催いたしました「信州高山食の祭典」には、村内の事業者や村民の皆さんが中心となって、

24店舗の皆さんに出店していただきました。当日は、爽やかな秋晴れの下、村内外から4,200人を

超す皆さんにお越しをいただき、高山村が誇る特産品のりんごやぶどうを始めワインやそばの提供

など、高山村の食の魅力を広く県内外の皆さんに知っていただくことができました。 

 ただ一つ残念なことは、シャトルバスの待ち時間や出店された店舗の早々の品切れなどにより、

参加者の皆さんに大変御迷惑をおかけしたことから、次年度に向けてしっかりと検証した上で、さ

らに魅力ある食の祭典にしてまいりたいと考えております。 

 政府は去る11月21日の臨時閣議で、物価高対策や経済安全保障強化に取り組む、総合経済対策を

決定し、減税分などを加えた規模は21.3兆円としております。主に物価高対応として、子ども１人

当たり２万円の給付や、電気・ガス料金補助で一般家庭の負担を7,000円程度軽減するというもの

であります。 

 また、政府は食料品高騰への対応として、自治体が地域の実情に応じて使える重点支援地方交付

金を拡充したことから、今後は国が示す推奨メニューなどを参考に、効果の上がる事業を選定して

まいりたいと考えております。 

 国内経済につきましては、本年11月に内閣府が発表した月例経済報告によりますと、景気は米国

の通商政策による影響が自動車産業を中心に見られるものの、緩やかに回復しているとした上で、

７月から９月期の国内総生産、いわゆるＧＤＰの実質成長率が前期比で0.4％減、年率換算にしま

すと1.8％の減となり、再びマイナス成長に転じたと言われております。 

 一方、県内の景気につきましては足踏み状態にあるとし、今後は米国の通商政策による影響や個

人消費に影響を与える実質賃金の伸びが安定的にプラスで推移していくかどうかを注視する必要が

あるとしており、一日も早い景気回復を願うものであります。 

 環境省は先月12月までに、全国で相次ぐ熊の被害を受け、これまでに13件の死亡事故を公表し、

過去最悪と報じております。また、熊による被害は過去最多を記録し、４月から９月までの上半期

だけで出没件数が２万件を超え、人身被害も増加しており、特に市街地や住宅地での被害が全体の

７割以上を占めていると言われております。 

 一方、本村におきましては、11月末時点で熊による人身被害はありませんが、りんごやワイン用
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ぶどうなど、一部の農地で農作物被害が発生しております。また、熊の目撃情報は前年の46件に比

べて、今年は８件多い54件で、捕獲頭数は前年の４頭に比べて、今年は約３倍に当たる13頭であり

ます。 

 このように被害が増加している背景には、猛暑や台風の影響などによりドングリなどの餌が不作

となり、熊が冬眠前に餌を求めて人里に近づいていると専門家は指摘しております。このため、い

ましばらくの間は、関係団体などと連携を図りながら、熊への警戒を怠らないよう対応に努めてま

いりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、今定例会に提案いたします議案は、条例改正案や補正予算案など全部で９件でございます。

十分御審議をいただき議決を賜りますようお願い申し上げまして、議会招集の御挨拶といたします。

よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配りました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、４番 勝山正弘議員、５番 滝澤 聖議

員及び６番 黒岩清道議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から12月12日までの11日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は本日から12月12日までの11日間に決定しました。 
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──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに受理した陳情は、お手元に配りました請願・陳情付託表のとおり所管の常任委員会に

付託しましたので、報告します。 

 それぞれの委員長から、前臨時会から今定例会までの間に行った所管事務の調査について報告が

あり、別紙のとおりお手元に配りましたので、報告します。 

 監査委員から、10月分の例月出納検査及び11月に執行した定期監査についての報告があり、別紙

のとおりお手元に配りましたので、報告します。 

 前臨時会会議後に、議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので、報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

請 願 ・ 陳 情 付 託 表 

請     願 ・ 陳     情 付 託 委 員 会 

陳情第６号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％ 

      以上の引き上げを求める陳情書 

福 祉 産 建 

常 任 委 員 会 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 議案第55号 

～  

日程第12 議案第63号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第４ 議案第55号 令和６年度村単高山村公民館長寿命化改修工事変更請負契約についてか

ら日程第12 議案第63号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）までの９件を一括

議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高山村議会12月定例会の提案説明を申し上げます。 

 議案第55号から議案第63号までの９件につきまして、一括して御説明を申し上げます。 

 議案第55号 令和６年度村単高山村公民館長寿命化改修工事変更請負契約について申し上げます。 

 本案は、令和６年11月８日に契約し、令和７年度に繰り越した高山村公民館長寿命化改修工事に
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おいて、電気設備や給排水設備の改修などの増工に伴い、変更請負契約を締結したいので、地方自

治法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第56号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について申し

上げます。 

 本案は、令和６年６月に子ども・子育て支援法が改正され、保育所などに通っていない生後６か

月から満３歳未満の子どもを対象に、保護者の就労要件にかかわらず利用時間単位等で柔軟に利用

できる「こども誰でも通園制度」が本年４月に制度化され、令和８年４月から実施することに伴い、

内閣府令で定める乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準に従い、または参酌し、条例を

制定するものであります。 

 議案第57号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例につ

いて申し上げます。 

 本案は、本年10月に児童福祉法が改正され、保育所等の職員による虐待に関する通報義務等を創

設するとともに、地域限定保育士制度の一般制度化などを規定するため、関係条例の一部を改正す

るものであります。 

 議案第58号 高山村火入れに関する条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、林野火災を予防するため、林野火災に関する注意報及び警報が発せられた際、火入れ中

止の制限を規定するため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第59号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ１億289万1,000円を追加し、当初予算からの累計額を55億

6,856万9,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、総務費では、総務管理費の財産管理費で議場の空調設備を整備するため

の設計委託料や、企画費で村制施行70周年記念事業の一環として、本村を訪れる観光客などの皆さ

んに分かりやすい統一デザインを施した案内看板を整備するほか、基金費では、高山村土地開発公

社の清算に伴う残余財産収入を土地開発基金に積み立てるなど6,665万8,000円追加、徴税費では、

定額減税不足額給付金など1,229万4,000円を追加する一方、選挙費では、参議院議員通常選挙及び

村議会議員一般選挙の額の確定に伴い1,315万6,000円減額、民生費では、社会福祉費の障害者福祉

費で透析患者などの自立支援医療給付費など521万5,000円追加、児童福祉費の保育所運営費では、

村外施設利用者の増加に伴う保育所運営委託料など729万7,000円追加、衛生費では、保健衛生費の

予防費で帯状疱疹予防接種者の増加に伴う委託料のほか、公園費でＹＯＵ游ランドの施設管理経費

など844万円追加、農林水産業費では、林業費の林業振興費でナラ枯れの燻蒸駆除対象面積の拡大

に伴う委託料など224万8,000円追加、土木費では、道路橋梁費の道路維持費で紫25号線及び中原８

号線の舗装修繕に係る事業量の増加や、道路新設改良費で荒井原赤和線の土留め崩落対象事業量の

増加に伴う工事請負費など1,210万7,000円追加、住宅費では、空き家の購入や改修などの事業補助
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金に不足が生じることから200万円追加、消防費では、消防団員の退職報償費の額の確定に伴い321

万1,000円減額、教育費では、小学校費の学校管理費で電気料や修繕などの管理経費、362万5,000

円を追加いたしました。 

 歳入補正の主なものは、地方交付税の普通交付税で1,263万4,000円追加、国庫支出金で物価高騰

対応重点支援地方創生臨時交付金や空き家対策総合支援事業補助金などで1,594万6,000円追加、県

支出金で森林病害虫等防除事業補助金など152万1,000円追加、財産収入で高山村土地開発公社清算

残余財産収入3,938万4,000円追加、繰入金でふるさと創生基金繰入金や子育て応援基金繰入金

2,130万7,000円追加、村債で緊急自然災害防止対策事業債1,180万円を追加するものであります。 

 議案第60号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ288万円を追加し、当初予算からの累計額を8,009万3,000円

とするものであります。 

 主な歳出補正は、帯状疱疹に係るワクチン接種者が見込みよりも増加したことに伴い、医薬材料

費に288万円を追加し、歳入では、診療収入で36万3,000円追加、繰越金で令和６年度決算の確定に

伴い251万7,000円を追加いたしました。 

 議案第61号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ52万3,000円を追加し、当初予算からの累計額を８億3,692万

5,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、総務費の総務管理費で介護情報基盤の構築と介護保険関連業務のデジタル化に

伴う電算委託料52万3,000円を追加し、歳入では、国庫支出金の国庫補助金で26万1,000円追加、繰

入金で一般会計からの繰入金26万2,000円を追加いたしました。 

 議案第62号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、収益的支出の水道事業費用として上水道クラウド監視システム保守点検委託料

に40万7,000円を追加し、累計額を１億2,977万6,000円とし、資本的支出では、堀之内地区消火栓

移設工事請負費で231万円を追加し、累計額を１億2,675万4,000円とし、資本的収入では、一般会

計からの繰入金231万円を追加し、累計額を6,170万9,000円とするものであります。 

 議案第63号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、資本的支出で、下水道統合に伴うマンホールポンプ制御盤設置箇所の測量業務

委託料や水位計更新工事請負費に105万6,000円を追加し、累計額を３億3,412万8,000円とするもの

であります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき議決を賜りますようお願い申し上げ、

提案理由の説明といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 しばらく休憩します。 
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午前10時24分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時27分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 これから議案第55号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第55号 令和６年度村単高山村公民館長寿命化改修工事変更請負契約についてを

採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手多数です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第56号から議案第63号までの８件について、一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第56号から議案第63号の８件については、お手元に配りまし

た議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 異議なしと認めます。 

 議案第56号から議案第63号の８件については、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託する

ことに決定しました。 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

議案第56号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定 

      める条例 

議案第57号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の 

      整備に関する条例 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

議案第58号 高山村火入れに関する条例の一部を改正する条例 
福 祉 産 建 

常 任 委 員 会 

議案第59号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第４号） 

議案第60号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号） 

議案第61号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第62号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号） 

議案第63号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号） 

予 算 決 算 

常 任 委 員 会 

 

○議 長（梨本 進議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第56号から議案第63号の８件については、会議規

則第45条第１項の規定によって、12月９日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと

思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第56号から議案第63号の８件については、12月９日までに審査を終了するよう期限をつける

ことに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第13 雁田山採石調査特別委員会の設置について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第13 雁田山採石調査特別委員会の設置についてを議題とします。 
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 お諮りします。 

 本件については、雁田山の採石事業の安全な運営と緑化の推進を図るため、10人の委員をもって

構成する雁田山採石調査特別委員会を設置し、これに付託の上、調査及び審査をすることにしたい

と思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、10人の委員をもって構成する雁田山採石調査特別委員会を設置することに決定

しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第14 雁田山採石調査特別委員会委員の選任について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第14 雁田山採石調査特別委員会の委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 雁田山採石調査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、

お手元に配りました名簿のとおり指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 雁田山採石調査特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しま

した。 

「雁田山採石調査特別委員会」構成名簿 

職     名 氏     名 

委     員 藤 沢 和 人 

〃 篠 原 尚 光 

〃 沖 島 祥 介 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 黒 岩 清 道 

〃 湯 本 辰 雄 
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〃 西 原 澄 夫 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 髙 井 央 葉 

 

○議 長（梨本 進議員） 

 雁田山採石調査特別委員会委員を選任しましたので、委員会条例第７条の規定により、委員長及

び副委員長の互選を本日の会議終了後、本議場で行ってください。 

 互選に関する職務は、年長の委員、山嵜秀治議員とします。 

 なお、委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を報告願います。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 明日は休会とします。 

 来る４日は午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前10時32分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年12月２日 

                 高山村議会議長  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  勝 山 正 弘 

 

                 署 名 議 員  滝 澤   聖 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 
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令和７年第６回高山村議会12月定例会一般質問目次 

 

令和７年12月４日（木曜日） 

 

７番 湯本辰雄議員 ………………………………………………………………………………………16 

   公共施設のトイレについて 

   高校生への入学及び通学における支援について 

 

３番 沖島祥介議員 ………………………………………………………………………………………24 

   防犯カメラ導入について 

   山田牧場整備事業について 

   「志賀高原ユネスコエコパーク」と「日本で最も美しい村」連合について 

 

２番 篠原尚光議員 ………………………………………………………………………………………41 

   荒廃している未利用の農地を宅地転用することについて 

 

10番 髙井央葉議員 ………………………………………………………………………………………44 

   高山村の子ども達が心身共に安定して生活を送るために 

 

４番 勝山正弘議員 ………………………………………………………………………………………53 

   山田牧場の観光案内について 

   村制施行70周年記念事業について 
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令和７年第６回高山村議会12月定例会会議録（第２号） 

 

令和７年12月４日（木曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    質 問 し た 者 

７番 湯 本 辰 雄 議員       ３番 沖 島 祥 介 議員 

２番 篠 原 尚 光 議員       10番 髙 井 央 葉 議員 

４番 勝 山 正 弘 議員 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 藤 沢 和 人 議員       ２番 篠 原 尚 光 議員 

３番 沖 島 祥 介 議員       ４番 勝 山 正 弘 議員 

５番 滝 澤   聖 議員       ６番 黒 岩 清 道 議員 

７番 湯 本 辰 雄 議員       ８番 西 原 澄 夫 議員 

９番 山 嵜 秀 治 議員       10番 髙 井 央 葉 議員 

11番 梨 本   進 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  代表監査委員 宮 本 孝 雄 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 山 嵜 賢 一  定住支援室長 鈴 木 靖 孝 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
堀   一 生    
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──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（梨本 進議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 雁田山採石調査特別委員会の委員長から、委員長及び副委員長の互選の結果について報告があり、

別紙のとおり構成名簿をお手元に配りましたので報告します。 

 テレビ中継のほかに、質問者のカメラ撮影を許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

「雁田山採石調査特別委員会」構成名簿 

職     名 氏     名 

委  員  長 沖 島 祥 介 

副 委 員 長 藤 沢 和 人 

委     員 篠 原 尚 光 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 黒 岩 清 道 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 西 原 澄 夫 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 髙 井 央 葉 

 

──────────────────────────────────── 
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日程第１ 一般質問 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────７番 湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 おはようございます。 

 通告に従いまして質問いたします。 

 初めに、公共建物のトイレについてお聞きします。 

 11月11日の信毎記事によりますと、駅や空港などのトイレの数が、女性用が少ないと報じており

ます。日本トイレ協会主催のシンポジウムの記事でありますが、女性用トイレだけに行列ができる

問題を議論した。そこでは男性用のトイレが女性用の1.7倍だったとの発表があった。研究者から

は、これは実態と合わず、行列の解消には設備の導入や改修に際し、ジェンダー平等の視点が必要

だと強調した。しかし、直接的な利益を生まないトイレへの投資は理解されにくい場合がある。今

後、国交省でも協議会を発足させて女性用トイレの行列について研究する旨の記事でありました。 

 私は、大便器の設置については個室型となりますし、面積が広くなるので建物の建設当初から設

計の中に位置づけなければ、なかなかたくさんのトイレを建設することが難しいところがあったの

ではないかというふうに想像いたします。しかし、公的な施設にあって、女性用のトイレが少ない

ということは早期に是正しなければならないものと考えております。 

 さて、本村では大きな集会やイベントが毎年多数開催されるということではありませんが、それ

でも公民館の３階ホールは年に数回は集会また文化祭などが開催されております。しかし、この公

民館の３階ホールには、男女とも２つ分しかトイレは設置しておりません。現在も休憩時間には込

み合っているようにも見えますが、どうでしょうか。昭和年代に建設された本村の他の公共施設に

ついても、トイレ設置のこの考え方は先ほどの研究会の報告と変わりなく、全国と同様の考え方だ

ったのではないかと、私には感じられます。 

 そこで、本村の災害時の指定避難所でもあります、小中学校また、そのほか主な施設について、

状況について質問いたします。 

 １つ、指定避難所に当たる高山小学校、高山中学校、保健福祉センター、北部のトレセン、ふる

さとセンター、そのほか役場と公民館について、各施設の大・小便器の数を教えていただきたいと

思います。 

 ２つ、このトイレに関して、今まで女性から苦情があったかどうか、もしあればその内容をお聞

きします。 

 ３番目、この男女数の大きな改善計画がもしあれば、その有無を教えてください。 
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 ４番目、村民運動会やイベントにおける簡易トイレも含めて男女別の設置数ですね、規模により

ますけれども、その計画がありましたら報告をお願いします。 

 以上、答弁をお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 公共施設のトイレについて、お答えいたします。 

 本年11月11日付の信濃毎日新聞の記事によりますと、「第41回全国トイレシンポジウム2025」が

東京都内で開催され、鉄道、空港、高速道路、道の駅などの交通インフラにおけるトイレが果たす

役割や、最新の取組の紹介のほか、女性用トイレだけに行列ができる問題などが議論されたことを

受け、国土交通省では本年11月６日に、第１回「トイレ設置数の基準と適用のあり方に関する協議

会」を開催し、本年度中に適正な男女比などを含む設置指針を作成することが報じられております。 

 そこで、本村における避難所等のトイレの大・小便器の数についてのお尋ねでありますが、村内

14か所ある指定避難所の中で、主要となる避難所のうち、主なものについて申し上げますと、小学

校では男性用トイレの中に小便器と大便器を合わせて50基設置されており、女性用トイレと多目的

トイレを合わせた大便器は37基整備されております。 

 一方、中学校では男性用トイレ内に小便器と大便器を合わせて46基設置されており、女性用トイ

レと多目的トイレを合わせた大便器は34基整備されております。 

 なお、保健福祉総合センターを始め、北部トレーニングセンターや、ふるさとセンターのほか、

公共施設として役場庁舎や公民館を合わせますと、男性用トイレの中にある大・小便器は61基で、

女性用トイレと多目的トイレを合わせた大便器は42基設置されております。 

 次に、トイレに関し女性からの苦情の有無及びその内容についてのお尋ねでありますが、これま

でに公共施設におけるトイレについて、女性からの苦情は承っておりませんので、よろしくお願い

申し上げます。 

 次に、男女トイレの便器数の改善についてのお尋ねでありますが、村では今のところ、公共施設

のトイレについて、男女トイレの便器数を変更するような改善計画の予定はございませんが、洋式

化や経年劣化に伴う便器の交換等は随時行っているところであります。 

 次に、村民体育祭等における簡易トイレの男女別の設置基準のお尋ねでございますが、イベント

等におけるトイレの設置数につきましては、経験則に基づきトイレの必要数を算出しておりますこ

とから、特段基準は設けておりませんが、内閣府で定めている避難所におけるトイレの確保・管理

ガイドラインを参考に算定してみますと、今回の村民体育祭におきましては、参加人数が約1,000

人と見込まれておりますことから、避難所の基準となる50人当たり便器１基を目安に換算すると、

単純に20基必要ということになります。 
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 そのようなことから、既存施設である中学校プールにあるトイレは10基で、中学校体育館には11

基備えてあり、グラウンド南側には仮設トイレ６基を設置して、目安の必要数以上となる計27基を

設置して対応することとしたところであり、今回、特に長い行列ができていないことから、次回以

降も同様に扱ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 ありがとうございます。それでは、再質問いたします。 

 今、避難所の小中学校についての報告がありましたけれども、例えば、ふるさとセンターとか北

部トレセンも避難所になっておりますが、ここはどのように考えているんですか。簡易トイレの設

置など考えているんでしょうか、お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 避難所のトイレの設置につきまして、仮設トイレを設置するのかということでございますが、村

内に指定避難所を指定する場合に、一旦は既存施設での対応となろうかと思いますけれども、長期

化等を考えますとやはり何らかのトイレの設置というものも考えていかなければいけないのかな、

そんなふうには考えております。 

 現時点で、いつ幾日、何基にという、そういう形での考えではございませんので、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 再々質問いたします。 

 先ほど小中学校のことについての総数の報告はいただきました。しかし、例えば実際に避難され

た場合、多くは体育館にという形になりますので、校舎全体を避難所に充てるかどうかという問題

もあるかというふうに思うんです。その場合のこの簡易トイレなどの設置ということは、想定はさ

れているんでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 小学校のトイレの関係につきましては、男性用のトイレで小便器が27、大便器が23、計50となっ

ております。女性用のトイレについては、大便器が31、多目的トイレに６ということでございまし
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て、あくまでも既存の施設を利用するという考え方が、まずスタートとしてございます。あくまで

も緊急時の対応とすれば、このような中での対応をお願いしたいと思っております。 

 しかしながら、先ほども申し上げましたとおり長期化ということを考えますと、避難する人数ま

たは村内の状況等にもよりまして、そのときの判断になろうかと思いますけれども、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 それでは、変わりまして、11月に行われた食の祭典がありまして、村長の開会の挨拶の中で、

4,200人が来場されたというふうに聞いております。そうしますと、ＹＯＵ游ランドにおいてのト

イレ関係の施設はどうだったのかというふうに思いますので、この場合の簡易トイレも設置された

というふうに思ってはおりますが、このあたりの状況はどうだったでしょうか、お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時13分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時14分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 再開いたします。 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 11月に開催されました食の祭典でのトイレの利用の件についてどうかということでございますが、

大きなトラブルはなく、やはり皆様方に御協力いただく中で、御利用いただいたのかなというふう

に考えております。当日も仮設のトイレを設置しながら既存のトイレも複数ございますので、そこ

の御利用をしていただいたのかなというふうに考えております。よろしくお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 それでは、もう一度再質問いたしますが、また改めて公民館のトイレの話なんですが、先ほど言

いましたように３階にホールがありまして、男女２つ分しかないということですが、今回のこの公

民館の改装、改築に当たりまして、トイレの関係は検討されたのかしらということをお聞きしたい

んですが、これもそういうことでお願いしますが。 

○議 長（梨本 進議員） 
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 暫時休憩します。 

午前10時15分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時16分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 再開いたします。 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長)（堀 一生） 

 ただいまの御質問にお答えをさせていただきます。 

 今回の公民館改修に伴うトイレの改修につきましては、今、お話のありました３階の部分につい

ては既存のとおりでございまして、図書室が入る１階とその上の階の部分についての改修はさせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 以上でトイレ関係の質問を終わらせていただきたいと思います。ぜひ国の方針に合った、またジ

ェンダー平等といいますか、もしこれがいろんな様々な建物を改築というようなことがありました

ら、このトイレ関係もぜひ検討していただきたいというふうに思います。 

 次に、質問に移ります。 

 高校生への入学及び通学における支援について質問いたします。 

 毎年、高山中学校を卒業後、ほとんどの皆さんは高校に進学いたします。３月議会において本村

の高校生は194人が村外に通学しているとの答弁もありました。今年度どのようになったか分かり

ませんが。 

 さて、高校に入学するときには多額の出費が必要とされています。高校入学における一時的に必

要なお金は、制服代、タブレット端末機、体操着、クラブ活動費、その他様々な教材費や、人によ

っては自転車など、およそ10万とか、それ以上出費があると聞いております。また、制服が自由化

されている高校であっても、制服に準ずる服装を用意されている方もいらっしゃいます。 

 ところで、現在、公立高校の授業料は免除されておりますが、来年度からは私立高校の授業料の

免除の方針も聞いています。しかし、高校生活にはそのほかにも学校徴収金もあります。このよう

に、高校生になりますとお金もそれなりにかかります。 

 さて、本村では須坂駅までのバスの定期代には70パーセントの助成がありますが、長野市や中野

市までの電車代への補助金はありません。私は、新たに高校に進学し、これからの未来に挑戦する
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若者に少しでも安心して勉学に励める環境をさらに整えてあげるということも必要ではないかと考

えます。 

 そこで、質問をいたします。 

 高校新入生に10万円程度の入学祝い金の支給を求めます。 

 ２番、長野市また中野方面への電車通学費への補助また自転車通学、また保護者の送迎者にも相

応の助成をお願いしたいと思いますが、答弁を求めます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高校生への入学及び通学における支援についてお答えいたします。 

 国では高校生の学びを支え、家庭の教育費負担を軽減するため、高等学校等就学支援金を創設し

910万円未満の世帯年収に対し、授業料の支援を行っております。この授業料の支援につきまして

は、これまで世帯年収額の制限が設けられておりましたが、本年度からは所得制限が撤廃され、国

公私立共通のいわゆる基準額となる年額11万8,800円を、高校生等臨時支援金として授業料を実質

無料化しております。さらに、令和８年度からは私立高校等の基準額を上回る授業料分についても、

支援金が引き上げられる予定とされております。 

 そのような中で、本村では第一義的に地域公共交通の維持存続や利用促進を図る観点から、高校

生のいる家庭への経済的な負担軽減も考慮した上で、須坂駅と高山村を結ぶ山田温泉線のバスを利

用した場合、定期券の購入費用にかかる７割の補助を行っております。さらに、本年度からは高校

生が利用する定期券以外の「ＫＵＲＵＲＵカード」に、年間１万ポイントを村単で付与しておりま

すことから、不定期にバスを利用する高校生にとっても、大きな通学支援になっているものと思っ

ております。 

 そこで、高校新入生に10万円の入学祝い金を支給することについてでありますが、現在、村では

出産祝い金を始め、小中学校入学前に入学応援給付金のほか、学校給食費の完全無償化や高校生の

通学バス定期券補助など、子育て世代に対する支援は、近隣実際と比べましてもかなり手厚く行っ

ているものと思っております。さらに、先ほども述べましたが、国や県では高校へ通学する生徒が

いる全ての家庭に対して授業料の負担軽減を図っており、今後、国においては物価高対応子育て応

援手当の支給に向けて検討されております。 

 そのようなことから、今後も国や県の動向を注視するとともに、学校または生徒によっては入学

時の必要経費にばらつきがあると伺っておりますことや、仕事を持ちながら通学している生徒など、

進路も様々でありますことから、議員御提言の祝い金につきましては、今後どのような公費負担の

在り方が望ましいかなども含め、さらに研究する必要があるものと考えておりますので、よろしく

お願い申し上げます。 
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 次に、電車通学費用及び自転車通学や保護者の送迎通学者への助成についてでありますが、高校

生への入学祝い金の御質問と同様に、村が公費負担するためには公正かつ適切なものでなければな

らないものと考えております。このため、先ほども述べましたが長電バス山田温泉線のバス通学定

期購入費用の助成につきましては、第一義的に地域公共交通の維持存続や利用促進を図るための施

策として行っておりますので、現時点で電車通学費用や保護者の送迎並びに自転車通学費用に対す

る助成は考えておりませんので、よろしくお願い申し上げます。 

 なお、自転車通学につきましては、利用者の安全第一を考え、ヘルメット購入費用にかかる助成

を行っておりますので、ぜひ有効に御活用いただきますようお願い申し上げまして答弁といたしま

す。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 初めの10万円の入学祝い金との関係ですが、高校生になりますとそれなりに、先ほども言いまし

たが経費もかかるということもあります。もう一つは、３年間、残念ながら働かないで学校に学ん

でいただくということもあります。残念ということじゃない……、両親のおかげで勉強をしていた

だくということもあります。それで、もう一つは３年間、高山村にはいていただくという問題にも

なるかと思うんですね。 

 ですので、様々な支援はしているという今の村長の答弁ではありましたけれども、やっぱり高山

村から、将来、村を背負っていただいたり、また日本の国を背負っていただく若者へ、入学してお

祝いということで、ぜひ改めて10万円程度のお祝いをしていただければというふうに思いますが、

ぜひ検討もしていただきたいとは思いますが、どうでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高校生の入学祝い金ということでございます。 

 先ほども答弁を申し上げたんですけれども、この高校の場合は義務教育とちょっと異なって、い

わゆる学校あるいは生徒によって、入学時の必要経費というのはまさにばらつきがあるというのが

実態かと思っております。先ほど議員お話しのように、いわゆる制服のある学校もあれば、私服の

学校もあるということで、その辺のバランスといいますか、そういったことをどう考えていくかと。 

 そしてまた、中には仕事をしながら通っておられる方もおられるということで、本当にやっぱり

高校の場合にはこの進路というのは様々でありますので、小中学校への入学祝い金といいますか、

支援金とはちょっと異なるかなというような感じがしておりまして、これをどういうふうに公費負
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担していけばいいのかということは、やはり今後の研究課題といいますか、もう少し中身をしっか

り精査した上でないと、なかなか一概に10万円という話にはならないかなというふうに思っており

ますので、その辺、御理解いただきたいと思っております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問いたします。 

 もう一つの質問をさせていただいたものですが、電車通学者への助成ということなんですが、山

ノ内町でも、やはり公共交通を守るという意味も含めて、高校３年生までバスや電車も含めて定期

代の20パーセント程度を補助しているというふうに聞きました。 

 本村でもバスについては70パーセントの助成はしているということなんですが、長電、電車につ

いても地域の公共交通機関でもあるというふうにも思いますが、たとえ長野電鉄は民間企業ではあ

りますけれども、県内の地域公共交通を存続していただいている会社でもありますので、このあた

りも支援するという意味も含めたりしながら、高校生の支援ということも、電車代の支援というこ

とも考えていただきたいと思うんですが、どうでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ただいま議員のほうから、他の自治体は電車も補助をしているというお話がございました。その

実際の実態が、うちのように基本的にバスと電車があるのか、ちょっとよく分かりませんけれども、

とにかくうちの場合には、この基幹バスをいかに存続させるかということがまず第一にあるわけで

ございまして、できるだけ、いわゆる授業の時間とかいろいろ我々も調査をしておりますけれども、

バスに乗っていただければ大体近隣の長野市までは電車も含めて間に合うということでございまし

て、まずはバスを存続させるということが、第一に考えておりまして、やはりその辺は御理解をい

ただきたいというふうに思っておりますし、電車につきましては、今後どのような、先ほども申し

上げましたように、いわゆる高校生に対する公費負担というのはどういうふうにしていけばいいか

というのは、ちょっとまだ私の中ではまとまり切れておりませんので、その辺も含めて、今後研究

していく必要があるかなと、そんなふうに思っておりますので、とにかくできるだけ多くの皆さん

にバスを利用していただきたいと、それをお願いして答弁といたします。 

○７番（湯本辰雄議員） 

 以上で質問を終わります。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で、湯本辰雄議員の質問を終わります。 
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─────３番 沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 通告に従いまして３問質問します。 

 １番目、防犯カメラ導入について質問します。 

 近年、防犯カメラは、防犯、安全機能だけにとどまらずＡＩ分析、観光統計、交通などの防災支

援機能及び環境生活支援機能など、地域の安全と活性化を両立する多機能型へと進化しております。

そこで、できれば本村においても行方不明者の早期発見だけにとどまらず、観光動向の把握、防災、

環境対策など様々な課題を解決できる多機能型の防犯カメラの導入を提案します。 

 もちろん、設置に当たっては、個人情報保護や地域の理解など、しっかりとした事前準備が必要

ですが、安心・安全な村として防犯カメラの主要箇所の設置を望みます。 

 １番目、現在の本村において防犯カメラの設置状況をお尋ねします。 

 主要幹線道路、観光拠点、集落の入り口、防災拠点など何か所あるでしょうか。また、多機能型

の防犯カメラの設置はあるでしょうか。 

 ２番目、本村の観光客統計は県の統計調査に基づいているんでしょうか。村独自で様々な統計を

分析することが必要かと思われます。いかがでしょうか。 

 ３番目、行方不明者捜索支援、防犯抑止機能、観光客滞在時間の分析などの機能、交通の機能、

交通量、積雪などの路面状況の把握機能、熊など野生動物検知機能など、様々な分野において役立

つと思われます。村民の安心と持続可能な地域社会の発展を両立する観点から、段階的な導入、実

証を進めてみてはいかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 防犯カメラの導入についてお答えいたします。 

 防犯カメラは、犯罪の多様化や防犯意識の高まりを背景に普及してきており、犯罪抑止や迅速な

捜査、地域社会の安心感向上といった効果があり、安全で安心して暮らせる地域づくりに監視の面

で大きな役割を果たしております。 

 特に最近では、議員御指摘のように、防犯カメラは解像度の向上やＡＩ、ＩｏＴといった最先端

技術との融合により、情報を可視化し、その機能と利便性が進化してきております。その一方で、

防犯カメラで撮影される映像は、個人情報に該当し個人情報保護法の適用対象となるため、取扱い

には細心の注意が求められ、個人のプライバシー保護と防犯カメラの設置により得られた情報の利

活用とのバランスが重要課題となっており、適切な運用が求められております。 

 そこで、まず初めに防犯カメラの設置状況についてのお尋ねでございますが、これまでに村が設

置した防犯カメラは、防犯上の理由や通学路における児童・生徒の安全確保などを目的に、幹線道
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路で４か所、観光拠点や防災拠点で16か所など合わせて20基を設置しております。いずれも多機能

型の防犯カメラを設置しているところはございません。 

 次に、観光客は県の統計調査に基づくものなのかとのお尋ねでありますが、村では平成21年度に

官公庁が作成した「観光入込客統計に関する共通基準」及び県が作成した「長野県観光地利用者調

査・観光地点等入込客数調査実施要領」に基づき、村内の観光客の利用を調査しております。この

ため、観光動向を把握し観光振興を図るため、県の調査によるもののほか、多様な情報を収集し分

析することは大変有効であると考えております。 

 次に、多機能型防犯カメラの導入・実証を進めることについてでありますが、これまでの防犯カ

メラは映像記録装置として、録画と確認することが主流でしたが、ＡＩ技術を駆使した多機能型防

犯カメラは、高度な性能やセキュリティ技術を搭載したシステムで、膨大な映像データの分析や災

害・犯罪等の予見など、地域全体の安全性向上に寄与することが期待できます。 

 しかしながら、ＡＩ機能つきの防犯カメラは一般的な録画機能のみのカメラと比べて、高額でク

ラウド利用料などの運用コストも必要となりますので、設置に当たっては費用対効果をしっかりと

検証しなければならないものと考えております。 

 なお、本村における最近の熊の出没状況や積雪による道路の寸断など、そうした防災面に対応す

るため、幹線道路に多機能型防犯カメラを導入、設置することは有効と思われますので、今後関係

者の意見を伺い研究してまいりたいと考えております。 

 したがいまして、安全で安心な村づくりや持続可能な地域社会の実現に向けて、多機能型防犯カ

メラの有用性を検証するとともに、村民の皆さん一人ひとりの防犯意識の醸成や地域住民の参加に

よる見守りが重要であると考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 再質問します。 

 １番目、防犯カメラは今どこにあるでしょうかとお伺いしたところ、主要幹線道路４か所と観光

拠点16か所という答弁でしたが、現在それは何のために使われているのかをちょっとお伺いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 再質問にお答えいたします。 

 まず、幹線道路４か所、こちらは先ほど申しました通学路でありますので、児童・生徒の安全確

保が大きな目的となっております。また、不法投棄に対します監視という点でも１か所設置をして

いるものがございます。 
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 また、観光拠点、防災拠点でおきますけれども、ＹＯＵ游ランド、スパイン、大湯、蕨温泉にお

きましては、観光客の防犯的な部分ですね。そうしたところが大きな目的となっております。また、

防災拠点におきましては、役場を始め高井グラウンドに設置しておりますけれども、特に高井グラ

ウンドは今年度窃盗事件がございましたので、そうした防犯的な意味も込めまして設置したものが

主な目的ということで、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 今回のこの質問に当たって、ある消防団員の方から行方不明者の捜査があったときに、どこから

捜せばいいか、その手がかりがない。ぜひそういったところに防犯カメラがあれば、そこに映って

いれば、ここから捜せばいいんじゃないかとか、そういうことができるんじゃないかというような

ことで聞いてほしいということで、今回、私、質問しているわけなんですが、実際そういった行方

不明者が出た場合に、現在のこの設置で可能なんでしょうか。捜すことができるんでしょうか。で

きないと思うんですが、その辺いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 質問にお答えいたします。 

 データは基本的には全ての箇所で保存をしておりますので、保存期限等々の部分もあるかと思い

ますけれども、そうしたところをデータを分析といいますか、解析する中で行方不明等にも活躍で

きる部分があるのではないかと思われます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 先ほどの答弁で、できれば多機能型が私はいいと言ったんですが、まずは、防犯という形で防犯

カメラがあれば、そういう捜索者なりできるので、ぜひお願いしたいというのが、まず一番最初に

申し上げたいところなんですが、その辺の検討は今後どうでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 お答えいたします。 

 最初の答弁の中で申し上げましたけれども、防犯カメラ設置に当たっての設置の防犯面での効果

という有用性とともに、配慮しなければならない個人のプライバシーというところがございます。 
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 ただ、先ほどの一つ前の質問でもございましたけれども、行方不明等々で効果があるものと考え

ておりますので、あまり多くつけることが、監視というところで、この高山村に沿うものなのかと

いうことも含めて、トータルで総合的にそのあたりは判断して、設置していくべきところは設置し

ていくというようなことを考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 ぜひそういう拠点にはお願いしたいということと、あと値段にもよるんでしょうけれども、先ほ

ども言いましたが観光客の動向とか、例えば今日も雪が降りましたけれども、積雪の状況とか、い

ろんな課にまたがるような情報が入るかと思うんですよ。それで、それなりの、国・県とかそうい

う補助金もこのカメラに対して私はありじゃないかと思うんですね。捜査に対しての補助金とか、

例えば地方創生に対して観光客数の動向を調べるのならいいんじゃないかとか、そういういろんな

分野で探せば様々な助成金というんですか、補助の制度があるかと思うんですが、その辺を融合し

て、何かうまい具合に多機能型というか、できれば今後の役に立ちますので、その辺が、導入する

ような実験をしていくのはいかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 質問にお答えいたします。 

 従来型のカメラでいいますと、長野県警の補助金等々ございます。市町村も事業主体になり、一

市町村当たり25万円という補助があります。これは、今のところ従来型のものを恐らく想定してい

るものだと思うんですけれども、今、議員御提案のとおりいろんな補助金があるかと思います。包

括的に村のほうに交付されるというものもあるかと思いますので、そういったものも含めて総合的

に判断をしていくということで、今は御答弁させていただきたいと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 あと一つ、今この防犯カメラの管理をしている部門はどこなのか、ちょっとその辺をお伺いした

いと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 質問にお答えいたします。 
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 この防犯カメラの管理をしているところでございますけれども、設置した部署がそれぞれありま

すので、そちらのほうでそれぞれの管理をしているというところで、私のほうで把握をしておりま

す。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 今のカメラ等はそうかも分からないんですが、多機能型とかいろんな、今度情報が入った場合に、

やっぱり管理者を明確にすることが私は必要かと思うんです、今後。ですから、その辺をしっかり

と管理者を明確にして、その辺はきちっと情報がいかないとか、あるいは情報を集中してやってい

くということが私は必要かと思うんですが、その辺に対していかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────島田住民税務課長。 

○住民税務課長（会計管理者）（島田 誠） 

 質問にお答えいたします。 

 管理の面も含めて、トータルで最初からそういったものもしっかり、管理はどこの部署で行うか

というところも含めて、事業の導入等につきましては検討をしてまいりたいと考えております。よ

ろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 一番最初に申し上げましたが、必要最小限の防犯カメラを必ず設置していただきたいというのが

ありますので、またその後いろいろ検討していただければと思います。 

 ２番目の質問に入ります。山田牧場整備事業について質問します。 

 ９月８日に予算決算常任委員会で令和６年度事業現況調査を行いました。その中で山田牧場休憩

施設、山田牧場環状ハイキングコースの現地調査を行いましたが、現地を見まして、このままでは

集客が見込めないのではと私は感じました。村として現状のままでよいとお思いなのか、あるいは

何か対策を講じるのかお尋ねいたします。 

 １番目、山田牧場にぎわいの場（休憩施設）整備工事、山田牧場環状ハイキングコース整備工事

の当初の計画案の内容をいま一度伺います。 

 ２番目、整備事業が完成したことを、どのような媒体を通じて、村内住民の方々や観光客や来村

者向けに情報発信したのでしょうか、お尋ねします。 

 ３番目、ハイキングコースの入り口に、ハイキングコースを示した見やすい案内板が必要と思い
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すが、いかがでしょう。現在の小さな案内、笠岳へ約3,300メートルだけでは見過ごしてしまうの

ではないでしょうか。 

 ４番目、ハイキングコース沿いに、迷わないように、分かりやすい道路案内表示が必要と思いま

すが、いかがでしょうか。 

 ５番目、完成した休憩所は展望が決してよいとは言えません。今後、展望がよくなるような方策

はあるのでしょうか。 

 以上、質問します。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 山田牧場整備事業についてお答えいたします。 

 村固有の産業、自然、歴史、文化等の資源を活用し、村内外からの集客向上につながる拠点を村

内６か所に整備するとしたにぎわいの場構想につきましては、内山前村長の公約として、その実現

に向けて事業が進められてまいりました。 

 特に、山田牧場につきましては、宿泊施設やスキー場利用者の減少が著しく、早急に地域の活力

を取り戻すための対策が必要であると判断し、他の地区に先行して、令和６年度に休憩施設とトレ

ッキングコースを整備し、本年の春から利用を開始したところでございます。 

 休憩施設につきましては、比較的入り込み客の多い夏から秋にかけて利用が多く、トレッキング

コースにつきましては、「信州高山村古道復活みちおしえの会」が主催した紅葉トレッキングのコ

ースとして利用いただき、参加者からは眺望のよさやコースの形状などが好評であったと伺ってお

ります。 

 そこで、まず初めに、当初の計画案についてのお尋ねでありますが、本事業の実施に当たっては、

山田牧場区や関係団体の皆様と幾度となく会議を重ねるとともに、村議会議員を含む12名で構成す

る「にぎわいの場構想検討委員会」において計画を協議していただき、令和４年度に休憩施設、令

和５年度にトレッキングコースの詳細設計が完成しました。 

 その後、工事の施工段階において、休憩施設の設置位置やトレッキングコースの起点の変更など、

施設の機能自体に影響を及ぼさない軽微な変更は生じましたが、当初の計画に沿った施設整備がで

きたものと考えております。 

 次に、情報発信についてのお尋ねでありますが、村民の皆様には令和６年広報「たかやま」11月

号において整備事業の完成をお知らせするとともに、本格的な利用が始まった本年春には村ホーム

ページでお知らせをいたしました。 

 さらに、地域おこし協力隊員が作成した「山田牧場ガイドマップ」のほか、観光協会のＳＮＳや

時点修正を加えて12月下旬に完成予定の「信州高山村観光ガイドマップ」にも掲載する予定でおり
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ますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、コース入り口の案内板についてでありますが、利用者の方からも、コースの入り口や順路

などが分かる案内板が欲しいという声が寄せられております。このことから、現在設置してある案

内板に加え、視認性が高くコースの全体像が分かる案内板を令和８年春の利用開始までに設置し、

利用者の皆さんが分かりやすい案内に努めてまいります。 

 次に、順路案内表示についてでありますが、トレッキングコースは極力構造物を設置せず、山田

牧場の大自然を楽しんでいただくことをコンセプトに整備を実施いたしました。しかしながら、一

部順路が分かりにくいといった声が寄せられていることから、順路を明示する標識柱をコース内に

22か所設置することとしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、休憩施設の展望についてのお尋ねでありますが、休憩施設には山田牧場の案内板を施設内

に掲示し、訪れた皆さんへの無人案内所としての機能を持つほか、周辺を散策する際の休憩所とし

て利用していただくことを想定した施設でありますことから、整備の目的そのものは達成している

と思っておりますので、今後、展望がよくなるような事業を実施する予定はありませんので、御理

解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 ２番目の、ちょっと私も見落としちゃったのかも分からないんですけれども、何か案内が足らな

いのかなと私はちょっと感じておりまして、ホームページを見ましたところ、休憩所の写真があっ

たのと、ハイキングコースの途中の展望のところかな、その写真１枚だけで、こういうふうに行く

んだよみたいな道、順路というんですか、そういうものも何もなくて、ただ写真が休憩所にぽんと

あって、もう１個ハイキングコースの途中の展望所か何かの写真が１枚しかなくて、いま一歩力が

入っていないというか、もう少し、皆さんぜひ来てくださいということがあまり感じられなかった

んですが、その辺は今後直していただけるというか、もう少し集客しようというような意味合いを

持ったようなページにしてもらいたいなと私は思っているんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 トレッキングコースの情報の発信の仕方でありますけれども、まずはコースが完成をして御利用

いただきたいということで周知をさせていただきました。ホームページの内容をどうするかという

のは今後考えていきたいと思いますけれども、歩いていただくことで初めて自分の目に見えること

で感じていただける大自然の雄大さというのがあろうかと思いますので、そのためには当然誘客も

必要でありますので、その辺を含めて考えていきたいと思いますが、ぜひ歩いていただけるような
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形には持っていきたいと思っております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 この施設が一応計画どおり完成したというお話なんですが、地元の方、山田牧場の方とかは、皆

さん地元の方の反応というか、感想はどんなような形なのかちょっとお伺いしたいんですが。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 地元の方の反応については特別個々にお聞きをしておりませんけれども、整備前段階において、

私先ほど答弁で申し上げましたとおり、地元の御要望をいただいて事業化したものでありますので、

そのように特に個別には聞いておりませんが、しっかりできたものというふうに認識しております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 この両施設合わせて5,000万近くの予算で造っているんじゃないかと思うんですが、何かもう少

し、にぎわいの場構想なので、また地元の方も、うわあよかったねとか、そういう意見を聞くとい

うか、そういうのは場も設けながら、何か足りないところはありますかとか、もう少しこうすれば

人が来ますかねとか、そういう地元との会話というんですか、そういうことも必要なのかなと私は

思っているんですよね。ただ造ったから要望を聞いたから造って、はいできましたというんじゃな

くて何かもう少し、あっさりしないで、もうちょっと、何か手直しするところありますかとか、ど

うでしょうかとか、そういうことが私必要なんじゃないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 御意見、そのとおりだというふうに思っております。 

 特別、今までこの施設整備に関しての御意見をお伺いする場はつくっておりませんけれども、牧

場の方たちとは、区の皆さん、また奥山田温泉利用者の皆さんと定期的にいろいろ打合せをさせて

いただいております。また、そういった場でもしっかり御意見をお聞きして、いい方向に進むよう

にできたらと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 
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 山田牧場も冬はスキーでありますし、今後またいろいろ観光客が来ていただければありがたいん

ですが、スキーシーズン以外のときに、どうやって山田牧場に人を、観光客を呼んでいくのか。そ

の中で、やっぱり重要な形になるのかなと私は思っておりますし、そういった誘客をここで、ウイ

ンターシーズンじゃないときも人が来てくれる。また、そんなにハードな登山じゃなくて笠岳に行

けるよというような形をぜひ、ある程度の高齢の方でも、何歳ぐらいの方でも登れますよみたいな、

やっぱりそういう安心・安全なことも訴えながら、冬以外のシーズンに呼ぶような、せっかく造っ

たわけですから、そんなような営業というんですか、そんな形もぜひやって、先ほども言いました

けれども、いま一度、私ちょっとお願いしたいので、その辺いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 村でもまた、せっかく造った施設でありますので、大勢の皆さんに御利用いただきたいと思って

おりますし、今、観光協会でもＳＮＳを使って大分情報発信に力を入れていただいております。そ

の辺ともしっかり協力しながら進めていければと思っております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 それでは、今の御答弁のように、またぜひいろんな様々な媒体を使って、多くの方に来ていただ

けるような施設にしていただきたいと思います。 

 それでは、３番目行きます。 

○議 長（梨本 進議員） 

 沖島議員に申し上げます。 

 これより本休憩といたします。 

 ただいまから15分間休憩します。 

 午前11時15分に再開します。 

午前11時02分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時15分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

─────３番 沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 ３番目の質問をします。 



－33－ 

 「志賀高原ユネスコエコパーク」と「日本で最も美しい村」連合について質問します。 

 本村は「志賀高原ユネスコエコパーク」に登録され、また「日本で最も美しい村」連合にも加盟

しております。全国で日本のユネスコエコパークは10か所、また、全国で「日本で最も美しい村」

連合に加盟しているのは57町村、長野県は５町村です。全国で両方の組織に加盟するのは本村のみ

です。 

 そこで、県下でも他町村にない、この強みを生かした政策を継続していくことこそが、高山村が

持続可能な村となっていくのではないでしょうか。 

 そこで、以下の質問をします。 

 １番目、村内、村外に対して、認知度を高める方策として、ロゴの使用規程の範囲内で、あらゆ

る箇所にユネスコエコパーク、美しい村連合のロゴを使用すればいいかと思います。現在どこに使

用していますか。また観光名所に使用されていますか。 

 ２番目、村民に対しての広報が行き渡っていない気がします。様々な場面でＰＲする必要がある

と感じます。いかがでしょうか。 

 また、「日本で最も美しい村」連合では10月４日、連合の設立日ですが、この日を「美しい村の

日」ビューティフルデーという名称で、美しい村連合の原点である村をきれいにする活動や、村の

文化を継承する活動を行っています。本村でも行ってみてはいかがでしょうか。 

 ３番目、幹線道路に木が覆いかぶさっているところが多々あります。美しい村として見通しのよ

い道路整備が必要かと思います。いかがでしょうか。 

 ４番目、昨年「日本で最も美しい村」連合の再審査が行われ、本村はＢ評価でした。そのときに

指摘された課題や改善提案の進捗状況をお尋ねします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 「志賀高原ユネスコエコパーク」と「日本で最も美しい村」連合についてお答えいたします。 

 まず初めに、「日本で最も美しい村」連合は、小さくてもすばらしい地域資源を持つ町や村が、

自らの地域に誇りを持ち、住民によるまちづくり活動を展開することで、地域の活性化を図ること

を目的として、平成17年10月に北海道の美瑛町など７町村が設立したＮＰＯ法人であります。 

 この加盟条件としては、おおむね人口１万人以下で、景観や農林水産業、文化など、そこにしか

ない価値を持っていることや、その資源を生かす活動を行っていることなどとされております。 

 現在の加盟団体数は、本村を含む全国で57自治体で、本村は平成20年10月に景観条例を制定し、

地域ぐるみによる耕作放棄地対策や、桜、紅葉など、四季折々の雄大な自然環境の保全の取組など

が評価され、平成22年９月、同連盟に加盟させていただきました。 

 一方、ユネスコエコパークは、「人と自然の共生」という目的達成のために、国連教育科学文化
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機構いわゆるユネスコが認定、登録するもので、本年９月３日付でユネスコが発表した登録数は

142か国、784地域でございます。 

 このエコパークは、自然を厳格に保護しなければならない核心地域、教育や研修、レジャーとし

て活用することができる緩衝地域、居住地域で地域社会の発展、経済活動を行う移行地域の３つに

区分されております。 

 そのような中で、「志賀高原ユネスコエコパーク」は、昭和55年に本村を含む上信越高原国立公

園の一部エリアが登録され、平成26年６月に緩衝地域の拡張と新たに移行地域が追加されたことに

伴い、本村の全域が登録されました。 

 このように、高山村が「日本で最も美しい村」連合への加盟と、「志賀高原ユネスコエコパーク」

へ登録できましたことは、先人の皆さんから守り伝えられてきた伝統や文化が継承され、本村の特

性を生かした環境保全型農業の実践や、地域ぐるみによる耕作放棄地の再生に向けた取組、さらに

は、点在する桜の保護活動や沿道景観の維持保全、地区内の清掃美化活動など、多くの村民の皆様

の日頃からの活動によって、高山村ならではの地域資源が守られてきたことが評価されたものと認

識しております。 

 そこで、まず初めに「日本で最も美しい村」連合に加盟し、ユネスコエコパークに登録されてい

る村としての認知度を高めるためのロゴの使用についてのお尋ねでありますが、本村では村の魅力

をＰＲするために「日本で最も美しい村」連合やユネスコエコパークのロゴを、広報紙や観光パン

フレットを始め、村が作成する刊行物などに印刷しております。 

 中でも、「日本で最も美しい村」連合のロゴにつきましては、村の封筒や職員の名刺、公用車に

表示しております一方で、ユネスコエコパークのロゴにつきましては、ＪＡながの高山共撰所から

出荷されるりんご箱への表示や、信州たかやまワイナリーのワインラベルにも使用され、徐々に民

間事業者の活用も増えてきております。 

 なお、観光名所へのロゴの表示につきましては、これまであまり活用されてきておりませんでし

たが、本年度は村内各所に設置されている、老朽化した観光案内看板等に代わり、新たにロゴを加

えた農村景観にふさわしいデザインに改めるため、今定例会に予算を計上して審議していただくこ

ととしておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、「美しい村の日」ビューティフルデーにおける活動に関する御提言でありますが、村では

先ほど申し上げましたように、村が作成する刊行物や公用車への表示など、多くの皆さんに見てい

ただけるようＰＲしているところでありますが、議員御指摘のとおり、村民の皆様の認知度は低い

状況にあるものと感じております。 

 そのようなことから、「日本で最も美しい村」連合は、連合の設立日となる10月４日を「日本で

最も美しい村の日」と制定し、ビューティフルデーという名称の下に、設立日の前後１週間を活動

期間と定め、ごみ拾いと健康を兼ねたウオーキングイベントのほか、沿道や公園の清掃活動や地域
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の歴史文化に触れる活動として、写真や作品の展示会などを行っております。 

 このため、本村におきましては、毎年９月下旬に開催しているヒルクライムチャレンジ終了後に、

「日本で最も美しい村の日」ビューティフルデー活動として、村職員によるゆうゆう橋周辺の清掃

活動のほか、役場村民ホールに連合旗を掲げてきたところであります。 

 そうした中で、本村の豊かな自然環境や美しい農村景観を守り、後世につなげていくためには、

美しい村づくりの活動が必要でありますことから、連合の設立日である10月４日を「日本で最も美

しい村の日」と制定されておりますので、改めて村民の皆さんに広く周知させていただき、美しい

景観づくりの活動を盛り上げていけるよう呼びかけてまいりたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 次に、美しい村として、見通しのよい道路整備の必要性についてでありますが、村内の道路を整

備し、安全な交通の確保と沿道の景観を良好に保つことは、村民の皆様の生活環境の向上に加え、

村の魅力向上や観光振興のためにも大変重要であると認識しております。 

 このため、村道の道路パトロールの実施を始め、村内の主要道路となる県道を管理する須坂建設

事務所へは、沿道の草刈りや支障木の伐採など、沿道景観に配慮した道路管理を行っていただくよ

う幾度となく要望しております。 

 また、「日本で最も美しい村」連合に加盟し、全村がユネスコエコパークに登録されている村と

して、村の四季を感じられる道路空間を創出するためには、地区内の清掃美化活動や植栽など、村

民の皆様の協力が不可欠でありますことから、身の周りからできる活動を実践していただけるよう、

啓発活動とともに、機運の醸成に努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、「日本で最も美しい村」連合の再審査で指摘された事項等についてのお尋ねでありますが、

「日本で最も美しい村」連合では、団体の活動状況を定期的に確認するため、加盟後５年ごとに参

加資格を評価する再審査を実施しております。 

 このため、議員お話しのとおり、本村において２回目となる加盟10年目の再審査が令和５年11月

に行われ、その結果、総合評価で４段階のうち上から２番目のＢ評価により、引き続きの加盟を承

認されたところであります。 

 この審査に当たり、特に評価された点は、ワイナリーの開設や新規就農者など、新たな産業が育

成されていることや、移住・定住による積極的な支援の実施、村の広報紙や議会だより、ホームペ

ージ等を活用した連合の活動紹介や、役場村民ホールでの美しい村連合の展示等の積極的な広報活

動等が評価されておりますことから、これもひとえに、村民の皆様の日頃からの活動によるものと

感謝申し上げます。 

 その一方で、高山村ブランドの打ち出し方等、村のＰＲ戦略が弱いことや、観光客に対する事業

など、ツーリズムの取組として、村内の案内看板の設置数が少ないことや、お土産の品数が少ない

ことのほか、山林の活用方法などが指摘されております。 
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 そのようなことから、村では課題解決に向けて戦略的に村をＰＲするための連携活動として、観

光協会や商工会、農業者団体等の産業振興に関わる皆様との情報交換の機会を増やすほか、「日本

で最も美しい村」連合へ加盟し、ユネスコエコパークに全村が登録されている村を積極的にＰＲす

ることや、村内案内看板の統一デザイン化、広域観光や広報活動の有効な情報発信など、できるこ

とから着実に実践してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────３番 沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 再質問します。 

 私の質問の中の１番目で、ユネスコエコパークとか美しい村連合のロゴをどこに使用しています

か。観光名所に使用されているのか、そのお答えがなかったのでちょっとお伺いしたいんですが。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 再質問にお答えいたします。 

 エコパーク、「日本で最も美しい村」連合のロゴの関係でございますけれども、観光名所のほう

には大きく活用しておらずに、美しい村連合の表示につきましては、村内の入り口のチェーン着脱

所の看板に活用しているところでございます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 私がこれを聞いたのは、どういうことかというと、やっぱり目で見てロゴがあるということで、

観光名所なりあることによって、観光客が洗脳的にというかな、高山村は美しい村連合に入ってい

る村なんだということをＰＲするために、私はあらゆる場所に設置したほうがいいんじゃないかな

ということで私は質問しているわけで、ちょっと話は替わるかも分かりませんけれども、朝ドラの

音楽というのを初め聞いて、何かおかしいな、あまりいい歌じゃないなと思うんですが、毎日聞い

ていると、朝ドラ、何かその音楽非常によくなってくるんですね。そんなような形と一緒で、いつ

も目で見ていると、何かそれが、非常に私、その人にとって、あるいは観光客にしても、村の人に

とっても非常にいいことなので、やっぱり人が集まる観光客とかそういったところに、観光名所と

か桜の所とか、春だったら桜もありますし、そういった名所に、そういう看板をつけて表示するよ

うな形はどうかとは思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 
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○総務課長（山﨑久志） 

 ありがとうございます。 

 議員おっしゃるとおり、やはり目に見える環境を整備していくということは大変重要なことと私

も認識しております。その中で、再審査の中でも看板の統一化というようなところも御指摘してい

ただきましたもので、村内にある主要な看板を統一したデザインで、まさにこのロゴを活用して整

備をしてまいりたい、そんなふうに考えておりまして、また今定例会で補正予算の計上をさせてい

ただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 あと１番目で、答弁で、ユネスコエコパークのロゴはＪＡながのさんと、ワインの方で使われて

いるという答弁がありましたが、今後それを増やしていくお考えはあるのかということと、美しい

村連合は、それは使えないのか、ちょっとその辺をお伺いしたいんですが。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 質問にお答えいたします。 

 ロゴの関係でございますけれども、村のほうからも活用いただけるようＰＲ、周知等をさせてい

ただきたいというふうに考えております。ただ、この表示の使用する際の手続は踏んでいただくよ

うになろうかと思いますので、そのあたりも含めていろいろお話をさせていただきながら、ＰＲを

して広く使っていただけるように努めてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 いま一度聞きますが、このユネスコエコパークのマークは、ＪＡながのさんで使っているとおっ

しゃっていましたが、美しい村連合のロゴは使えないんでしょうか。ちょっとその辺をお伺いした

い。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 美しい村連合のロゴにつきましても、村と手続は踏んでいただいて、いろいろ御相談させていた

だきながら、活用について一緒に考えていければなというふうに思います。よろしくお願いいたし

ます。 
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○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 手続を踏めばいいということなので、ぜひあらゆる箇所で可能な限りやって、私、言いましたが、

全国でユネスコエコパークと美しい村連合が入っているのは高山村だけですから、やっぱりその特

徴を生かして、何かあらゆる場面で、そういうのをうまく利用して、規定の範囲内かと思うんです

が、申請すればいいものでしたら、ぜひそういうのをやって、あらゆる箇所にそれを使ったほうが

私は高山村にとってプラスじゃないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 議員おっしゃるとおりだと思います。私もいろいろ皆様方とお話をさせていただきながら、どう

していけばいいのか、また考えていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 あと、２番目の、美しい村の日ということで、ビューティフルデーということを今後呼びかけて

いくということでしたが、今、一斉清掃の日ってありますけれども、一斉清掃の日、美しい村の日、

ビューティフルデーとか、何かそういう具体的にやるような方策をお持ちなのか、ちょっとその辺

をお伺いしたいんですが。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 今現在も村内一斉清掃ということで、各地域でまた各団体で活動いただいております。本当に感

謝申し上げます。その活動を、一斉に日にちをまとめるとか、そういう考えは持ってございません。

やはり広くいつでもできる活動を実践していただくのが大事かなと思います。 

 そうはいいましても、美しい村連合に加盟している、この地域を守っていく、景観を保全してい

くんだという意識を持ち続けていただける、意識していただけるためには、村からのＰＲは必要か

なというふうに思いますので、少し強調するというんですか、美しい村の設立の日ということで何

かＰＲできる方法があれば、適宜してまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 
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 ３番目の質問で幹線道路に木が覆いかぶさっているところが多々あるということなんですが、そ

れは答弁では道路管理者に、建設事務所に言っているということなんですが、その中でも、私、常

日頃聞かれるのは、やはり覆いかぶさっているということが多いんですよね。 

 それで、木が覆いかぶさっているということは、見通しも悪いし、事故になるかも分からないと

いうこともありますので、あるいは、今、熊の出没もありますけれども、周りをある程度刈ってい

れば熊も出ないというような情報もありますので、やはり覆いかぶさっているのをやるというのは、

いろんな意味で交通対策とか、鳥獣対策とか、そういうことにもなりますので、道路管理者に任せ

ているというんじゃなくて、やっぱり村としてぜひやってほしい。もっと強く何かできないかなと

思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ありがとうございます。 

 最近、天候の関係もあるんですかね、本当に木なり草の伸びも早くて、大分伸びたなというふう

に感じる場面も時々見ます。その中で、道路の関係でありますと、県道、また村道ということで道

路管理者も違ってまいりますので、それぞれの中でできる対応を今、県においてはやっていただい

ている、また村においても実施をしているところでございます。その中で、そのタイミングで、い

つもやっていないのかというふうに見える場面がもしあるとすれば、そのタイミングも考えながら

実施することが必要かなというふうに思います。 

 その中で、村で強く何かできるかというところでございますが、村の職員が何かやるという景観

を保全するという行動はもちろんですけれども、ここに住んでいただいている皆様方の日々の生活

活動の中で、できるところからこの地域の環境を守っていく、高山村のために何ができるのかとい

うものも一緒にお考えいただけると大変ありがたいかなというふうに思います。 

 本当に一緒に協働の村づくりにつなげていただければありがたいかなと思っております。よろし

くお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 今、国では森林環境税というのが、個人住民税と合わせて１人1,000円取られています。その全

額が森林環境譲与税として村に入ってくると思うんです。この間、産業振興課長に聞いたら、村で

1,500万ぐらいじゃないかと。 

 また、県は県で森林づくり県民税、１人年額500円、それは村に多分、２、300万円とおっしゃっ

ていましたけれども、その辺のものをいろんな予算があって使えないでしょうけれども、そんなこ



－40－ 

とも利用しながら、高山村をきれいなまちにするんだというような形にできないでしょうかね。産

業振興課長のほうがいいのか、あれなんですが、ちょっとお願いしたいと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ありがとうございます。 

 そういう財源も活用しながら、何ができるのかというものを総務課としても考えてまいりたいと

思います。なお、森林環境税の関係につきまして、産業振興課長から答弁申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 森林の関係でありますけれども、県の森林づくり県民税、また国の森林環境税ということで、今、

議員さんおっしゃられたような交付金ですとか、補助を頂いて村でも森林整備を進めております。

ただ、森林自体はどこまで手をかけるかというところもありますけれども、なかなか頂いている財

源だけでは森林整備もままならないという現状もあります。 

 しかしながら、ライフラインを確保するための例えば支障木の伐採等に活用している事例は、他

市町村でもありますし、本村でも過去にやったことがありますので、また森林整備の全体的な計画

と併せる中で、こういった特定財源を利用できればと思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────沖島祥介議員。 

○３番（沖島祥介議員） 

 村長にお伺いします。 

 最後になりますが、４番目、日本で美しい村連合の再審査が行われましたが、村として今後、審

査に向けてどのように進めていくのか、また今後、このユネスコエコパークと美しい村連合に加盟

している本村において、高山村の財産としてやっていくおつもりなのか、その辺の意気込みという

んですかね、お気持ちをちょっとお聞かせ願えればと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 ありがとうございます。 

 このユネスコエコパーク、それから美しい村連合、まさに高山村だけしか、この両方を兼ねてい

ないということで、非常にまさに、この強みを、どう今後、生かしていけばいいのかということで
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ございます。 

 特に、やはりこの美しい村というのは、小さくても輝いていくんだというその下に、村も今まで

15年近く取り組んできているわけでございますが、やはりまだまだこの美しい村連合、それから、

ユネスコエコパーク、村民の皆さん、まだ認知度というか、理解がまだまだされていない。それは

結局、村のＰＲ不足ということにつながっていくのだろうと思います。 

 そんな中で、やはりこういった、ＰＲするにはもってこいの団体でありますので、やっぱりそこ

を大事にしていかなきゃいけないな。やっぱり最後はいろいろ資格審査というのがあって、何項目

もあったんですけれども、やはり最後は、私はこの美しい村の場合は村民の皆さんがどこまで積極

的といいますか、できることをやっていただけるか。例えば、沿道景観は特にそうなんですけれど

も、いわゆる道路に隣接している農地が仮にあったとするならば、当然農地はそれぞれ皆さん草刈

りしたりするんですね。すぐ隣の道路があっても、そこまでやっていただける方もいるんですけれ

ども、まだまだそういったことはできていないというようなことで、やはりこれからは、先ほども

道路の話がありました。県道あるいは村道、なかなか、県もそうなんですけれども、今年の状況を

見ていても非常に草が歩道まで伸びて、なかなかそれが除去されていない。私も非常に気になって

建設事務所とも話をしたんですけれども、何せ予算がないというようなお話もありまして、なかな

か予算がないという話になってしまいますと、それ以上突っ込めないなと思っているんですけれど

も、やはりそこは県のほうにもしっかり予算を組んでいただいて、高山村というのは、こういう村

なんだということをしっかりと理解していただく中で、村だけで全てやろうと思ってもなかなかで

きないので、やっぱり村も、そして県もあるいは村民の皆さんもみんなで力を出して、みんなで進

めていかなきゃいけないんじゃないかなと、そんなふうに思っておりますので、とにかくすばらし

い、これ２つともロゴなので、このロゴをしっかり生かして、これからの観光振興に努めていきた

い、そんなふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で沖島祥介議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午後１時より再開します。 

午前11時46分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

─────２番 篠原尚光議員。 

○２番（篠原尚光議員） 
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 通告に従って質問します。 

 荒廃している未利用地の農地を宅地転用にすることについて。 

 高山村では農産物が耕作されておらず、荒廃している農地が増えているように思えます。一方で、

新規転入者の受皿となる宅地が不足しているにもかかわらず、村内の空き家物件は限られている。

結果として、村に住みたい人が土地を見つけられず、転入のチャンスを逃しているのではないでし

ょうか。 

 そこで、人口増のため、荒廃し未利用となっている農地を村の支援により宅地化し、販売しやす

くなる取組を提案します。 

 質問は４点。 

 １、村内に点在する未利用地となっている荒廃農地を宅地とし、活用する取組について現状の認

識はいかがか。 

 ２、農地所有者が宅地転用をしやすくするため、行政による支援や制度、整備を検討する考えは

あるか。 

 ３、村主体または村がコーディネートする形で、農地の宅地化から販売までを一体的に支援する

仕組みで、空き農地バンクなどの創設について、村の見解を伺います。 

 ４、宅地造成による人口増加、税収増などの効果予測をどのように考えているか。 

 以上、答弁をお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 荒廃している未利用の農地を宅地転用することについてお答えをいたします。 

 村では毎年、農業委員会の御協力をいただいて農地パトロールを実施し、農地の耕作状況の把握

に努めております。 

 このため、この調査結果によりますと、令和６年度の遊休荒廃地は50.86ヘクタールで、令和５

年度の44.76ヘクタールと比較して、6.1ヘクタール増加しており、増加した農地の状況を見ますと、

高齢化の理由などから、草刈り等の保全管理作業が困難となり、遊休荒廃地化している状況が見受

けられます。 

 そこで、まず初めに、村内に点在する未利用となっている荒廃農地を宅地として活用する取組へ

の認識についてでありますが、農地パトロールによって、遊休荒廃地と確認した農地については所

有者から聞き取りを行って、利用意向を確認するとともに、耕作放棄地再生対策交付金事業を紹介

するなど、農地としての利用を促す施策を講じております。 

 一方、農地を宅地等へ転用する場合、農業振興地域の整備に関する法律や農地法の規定により制

限が設けられております。このため、一般的には、集落に隣接し、上下水道の接続が容易であるこ
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とや、既存宅地に隣接している場合など一定の要件を満たさなければ農地の転用が認められており

ません。そのようなことから、村といたしましては、まず、農地は農地として利用していただける

ような支援を講じて、次世代に引き継いでいく必要があるものと考えております。 

 次に、宅地転用のための支援や制度整備についてのお尋ねでございますが、農地の転用につきま

しては、農地法など関係法令の規定により制限が設けられており、村の裁量は一切認められており

ません。このため、村といたしましては、先ほど申し上げましたように、農業振興を図る対策を講

じるとともに、遊休荒廃地の解消に向けて、農業委員会や関係機関と連携を密にするなど、農地と

して利用していただくための支援を行うことが重要であると考えております。 

 次に、農地の宅地化から販売までを村が支援する取組の創設についてでありますが、先ほど申し

上げましたように、農地を宅地化するためには、農地法などの規定を遵守しなければならないこと

から、現状で農地を宅地化して販売する取組の創設は難しいものと考えております。 

 しかしながら、議員お話しのとおり、転入を希望される方などからは、村内で宅地を探しにくい

という声もありますことから、定住を進めるためには一定の宅地の確保が必要であると思っており

ますので、人口減少に歯止めをかけるためにも、住宅用地の確保に向けて、しっかりと取り組んで

まいりたいと考えております。 

 次に、宅地造成による人口増加や税収増などの効果予測についてでありますが、村内で宅地造成

を行って住宅が建築されますと、当然、居住される方がおられますので、主に人口減少対策と地域

活性化につながる効果が期待されます。 

 具体的には、その１つとして、人口増加によって、各地区の協働作業や消防団など地域活動の担

い手が確保され、地域コミュニティーの維持と活性化が期待されます。２つ目は、住宅の建設や人

口増加に伴い、固定資産税や個人住民税などの税収の増加が期待されます。３つ目は、村の歳入の

３割以上を占める普通交付税の算定に当たって、最も基本となる国勢調査人口に算入されますこと

から、人口増加は本村の財政基盤の安定につながるものと思っております。 

 したがいまして、村といたしましては、自然豊かで活力ある高山村であり続けるために、これか

らも農業を大切に守り育てるとともに、引き続き、人口減少に歯止めをかけるためにも、住宅用地

の確保を含め、誰もが「ずっと住みたい、また訪れたい」と思える、魅力ある村づくりに取り組ん

でまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────篠原尚光議員。 

○２番（篠原尚光議員） 

 再質問をお願いします。 

 住宅確保について具体的にはどのようなお考えがありますでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 
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─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 人口減少問題というのは村にとって一番喫緊の課題であるわけです。そのために、何をするかと

いうと、やはり受入れ体制を整えなければならない。そのために、いわゆる住宅用地を確保してい

かないと、なかなか人口増加には結びつかないと思っております。 

 そんな中で、まだ場所とかそういう具体的な話には、まだ一切そこまでは、お話しできる状況に

はありませんけれども、先ほど農地法の問題等もございますので、農地法で規制されている土地と

いうのは、なかなか住宅用地にはできないというのが現状でありますので、やはり既存の住宅地に

隣接しているような土地を、ある程度まとまった土地ですね、そういった土地を見つけながら、そ

ういった住宅用地の確保とともに人口に歯止めをかけていきたいと、そんなふうに思っております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────篠原尚光議員。 

○２番（篠原尚光議員） 

 再質問をお願いします。 

 次世代に引き継ぐ農業としまして、引継ぎ先はどのようにお考えでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 農業の担い手の関係でありますけれども、ちょうど昨年、地域計画という10年後の農業をどのよ

うにしていくかという計画を村でもつくりました。その際に、地域の皆さんとともにいろいろ話合

いをさせていただきました。ただ、絶対的に人数が足りないということは村でも認識をしておりま

す。現在、村では新規就農者に来ていただいて農業をやっていただいたり、また、これから来年度

の予算編成に向けては、村の農家の跡継ぎ、兼業農家の方たちもしっかり支援をして、村の農業を

盛り上げていきたい。それをもって次世代に引き継いでいきたいというふうに検討しておる最中で

ございますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で篠原尚光議員の質問を終わります。 

─────10番 髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 通告に従いまして、高山村の子ども達が心身ともに安定して生活を送るためにということで、質

問をいたします。 

 本年３月、「子ども真ん中 子育て応援 信州高山」を基本理念に掲げ、令和７年度から令和11

年度の５年間を計画年次とする「第三期高山村子ども・子育て支援事業計画」が策定されました。 
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 この計画の趣旨でも触れられているとおり、現在、子どもたちを取り巻く環境は、少子化や核家

族化、デジタル化、グローバル化、価値観の多様化などにより、急速かつ大きく変化するとともに、

さらに複雑化しており、社会全体として包括的に子どもを支える取組が必要であることは、私も痛

感しているところです。 

 今年３月にも相談体制については質問をしておりますが、その後も様々な方からお話を伺うなど

する中で、相談者は、相談ができてよかった。相談を受けていただく方も相談してもらえてよかっ

たと思える体制づくりは喫緊の課題であると痛感したところです。 

 そんな子どもたち、そして、その御家族も含めて、この大きく変化し複雑化する社会の中で、安

心して安定した生活を送るために、本村が考えられている具体的な包括的な取組と、子どもたちや

親が困ったときに確実な支援につなげていく相談体制について、以下の点について伺います。 

 １つ目に、本年３月の一般質問で、子育て等に関わる相談体制について質問いたしました。子育

てによる心の負担が軽減できるよう、体制の整備に取り組んでいくという答弁がありました。まだ

３月から１年たっていないところではありますけれども、この答弁に期待をした保護者の方もいら

っしゃったかと思います。今後、さらに複雑化する社会情勢の中で、親や子どもたちの負担が軽減

できるような相談体制として、どのような体制をお考えでしょうか。 

 ２つ目に、「第三期高山村子ども・子育て支援事業計画」にも、そして、３月の一般質問の答弁

でも子育てに関する包括的な取組の必要性が挙げられております。現在、本村で行っている包括的

な取組について伺います。 

 １、具体的にどういった取組がありますでしょうか。 

 ２、その取組に対する評価はどのように行っておりますでしょうか。 

 ３つ目に、本村は現在、子どもたちが通う場所としては、保育園１園、小学校１校、中学校１校

という状況であります。この状況を踏まえて幾つか質問をいたします。 

 １、保小中で連携して行っている施策はどういったものがありますでしょうか。 

 ２、乳児や保育園の段階で親が抱えている心配事について、相談する窓口はどのようになってい

ますでしょうか。また、乳児であれば入園の際、保育園からは入学の際には、どのようにつなげて

いますでしょうか。 

 ３、子どもたちの支援の体制について、特に村外にある支援学校とか、まなびの教室、ことばの

教室、また放課後デイサービスといったところにつなぐような体制はどのようになっていますか。

そして、その周知はどのようにされていますでしょうか。 

 ４つ目です。主に子どもたちの相談先としてスクールカウンセラーさんの存在があるかと思いま

す。 

 １、現在のスクールカウンセラーの状況について、年間の時間数などはどのようになっています

でしょうか。 
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 ２、子どもたちの環境の変化が激しい中で、小学校、中学校ともに年々カウンセリングが必要と

感じられる子どもたちが増えているとのお話を伺っております。我が家の子どもたちも話を聞いて

いただいているということもあって、保護者としては子育ての難しさを痛感するとともに、スクー

ルカウンセラーの先生を含め、関わっていただいている全ての先生方に感謝しているところです。 

 そういった中で、県からのカウンセラーさん一人では時間も限られてしまうこと、それから、定

期的に相談することがなかなかできていないという状況があるということも同時に伺っております。

子どもたちが定期的な相談を受けられる体制をつくる必要性があると思いますが、いかがでしょう

か。 

 ３、相談事というものは、その場で解決するものもありますが、やはり定期的に、そして長期に

付き合っていくというものも多く存在します。そういった中で、学校が替わる場合、例えば転校で

別の学校に行くとか、高山中学校以外の中学校に進学する、高校への進学など、学校が替わる際の

相談事等の連携は現在どのようにされていますでしょうか。 

 ５つ目です。現在、村では、乳幼児は健康福祉課、保育園からは教育委員会という体制になって

います。子育て支援センターの機能の充実を図られた中で、この通告書の中では「子ども家庭課」

という言葉にしてしまいましたけれども、国でも令和４年の児童福祉法改正などにより、自治体に

対して全ての子どもや妊産婦、子育て世帯への一体的な組織として相談支援を行う「こども家庭セ

ンター」の設置を求める、設置に努めることとしているように、一元化が求められているところで

す。設置に向けての考えについて答弁を求めます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長)（堀 一生） 

 高山村の子ども達が心身ともに安定した生活を送るための取組についてお答えいたします。 

 子どもたちを取り巻く環境は、急速な少子化と核家族化、デジタル化やグローバル化、価値観の

多様化など、昨今の社会的背景によって大きく変化してきております。 

 このため、村では子どもたちが日々生き生きと生活でき、健やかに成長していくため、本年度か

ら令和11年度までを計画期間とする「第三期高山村子ども・子育て支援事業計画」を策定し、計画

に沿って事業を実施しているところでございます。 

 そこで、まず初めに、親や子どもたちの負担が軽減できる相談体制についてでございますが、こ

のたびの計画では、子育て支援センターを相談体制の拠点として、妊産婦及び乳幼児の実情を把握

するとともに、乳幼児から高校生までの子育てに関する様々な相談に応じ、保健福祉機関や医療機

関、さらには、教育機関など相談内容に応じて関係機関との連絡調整を行い、個々に応じた相談体

制を整えております。 

 次に、包括的な取組についてでありますが、包括的な取組としましては、１つ目として乳幼児か
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ら高校生までの間を子ども期として捉えた支援体制、２つ目として、保健福祉分野と教育分野等を

含めた総合的な支援体制としております。 

 このため、「第三期子ども・子育て支援事業計画」では、電話や対面での相談、家庭訪問のほか、

親子の交流やサークル活動など、場所の提供やセミナー、講演会、さらには各機関でのチラシによ

る広報活動などを通じて、18歳までのお子さんが安心して家庭生活や学校等での集団生活を送るこ

とができるよう支援しているところでございます。 

 一方、取組の評価につきましては、各機関が行っておりますアンケート調査や各種会合等での話

合いで、保護者の皆さんの御意見などをお聞きしながら、できることから順次対応してまいりたい

と考えております。 

 次に、保育園や小、中学校との連携についてのお尋ねでありますが、まず、保育園におきまして

は、保護者がその園児に対し、子育てに対する不安や相談に対応するため、発達相談員や作業療法

士、療育コーディネーターなどの専門員のほか、村の保育士や保健師が関わり、その子どもに必要

な支援策などを協議しております。 

 そのようなことから、乳児や園児に対する相談窓口は、子育て支援センターや保育園、村保健師

など職員間で連携を図っておりますことから、どこに相談していただいても対応できる体制を整え

ております。 

 また、小学校へ入学する前には、個別支援が必要な情報はもちろんのこと、生活習慣や生活リズ

ムなど、そのお子さんの情報を教員と保育士で情報共有しております。 

 さらに、入学後も担任や支援員、村の保健師や子育て支援センター職員などが必要に応じて学校

や家庭と連絡を密にし、その子に合った支援に努めております。 

 一方、中学校へ入学する前には、小中連絡会や会合の場を設けるなどして、そのお子さんの情報

を先生方で共有しております。また、小中学校合同の職員会を年３回程度設け、子どもの様子やそ

の子に合った支援に対する話合いの場を設けております。 

 さらに、村外にある支援学校や各種教室、放課後デイサービスなどとは、学校での支援会議や、

その児童や生徒の家庭を含めて支援を行う、いわゆる「要対協個別支援会議」を通じて、教育委員

会と関係機関を交えて情報共有を行うなど、子ども・子育て支援に生かしております。 

 次に、スクールカウンセラーについてでありますが、スクールカウンセリングにつきましては、

県事業として、自治体の有する学校規模に応じてカウンセラーが配置されており、本村の場合、小

学校では51時間、中学校では54時間の計105時間が配分されております。 

 なお、近年では配分された時間では不十分なため、県に対して拡充を要請しておりますが、不足

時間を補うことは難しいとのことから、前年度は村の予算で中学校において６時間の追加カウンセ

リングを行ったところでございます。 

 また、転校時につきましては、それぞれの学校間で連携し引継ぎを行っておりますほか、高校へ
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進学する際は、合格発表後に必要事項を中学校と情報共有しております。 

 次に、「子ども家庭課」の設置についてでありますが、現在、新たに「こども家庭センター」の

設置について検討しておりますが、このセンターは子どもに関するあらゆる相談などをワンストッ

プで受け入れるための拠点と考えております。 

 このため、村の将来を担う子どもたちが日々生き生きと生活でき健やかに成長し、保育園から小、

中学校、さらには高校へ通うことができるよう、そのお子さんに寄り添った支援を行ってまいりた

いと考えております。 

 したがいまして、「子ども家庭課」の設置につきましては、現在のところ考えておりませんので、

よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 再質問お願いします。２つ目のことについて再質問をお願いします。 

 包括的な取組というところで、電話の相談、対面の相談、サークル等をやられているということ

です。広報活動もされているということですけれども、今まで子育て支援センターを使っていた世

代とかは、子育て支援センターでということで分かると思うんですけれども、18歳まで延びたとい

うところで、18歳、中学校、高校の子どもたちはどのようにしてこの情報を知ることができるよう

になっているか教えてください。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長)（堀 一生） 

 質問にお答えいたします。 

 高校生がどのように情報を得るかという御質問だったかと思いますけれども、今、村のホームペ

ージを介して集いの場という場を今年度から設けまして、そういったところで御参加していただく

よう呼びかけていただいているというところでございます。またあわせて、小中保育園の保護者の

皆さんも含めて、そこに集まっていただきながら、いろんなことを相談していただく体制を整えて

いるということで、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 ３つ目の件について再質問をお願いします。 

 保小中で専門の方とか、関わってくださる方とか、保育園でも支援センターでも入り口はあるん

だよということでした。ただ、相談をしてフィードバックをどのようにしているかということは、
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今、分かりますでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長)（堀 一生） 

 ただいまの質問の中で、フィードバックというところの意味合いがちょっと、どういうふうに捉

えたらいいかというのが分からないので、もう少し内容をお話ししていただければありがたいんで

すが、よろしいでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 相談をまずしますよね。例えば「元気っこ相談」みたいに、向こうのほうで子どもたちを見て、

この子はちょっと相談に行ったほうがいいんじゃないかと言われる場合は、そのまま親に連絡が来

るかと思うんですけれども、子どもがちょっと困っているというか、ちょっとこのことを相談した

いんだといったときに、どういったタイミングで親に、この間相談があったことはこういうふうに

なりましたというのは、どういった体制に今なっていますかということなんですけれども、よろし

いですか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長)（堀 一生） 

 質問にお答えをさせていただきます。 

 相談内容としますと、いろんなケースが想定されるわけなんですけれども、それぞれの相談内容

に応じたところで、所属している例えば保育園であれば園長等を含めた中で適切に対応して、相談

者にお話をお返しするというふうにさせていただいているところであります。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 そのように体制を整えていただいているということで、これも再質問ですけれども、相談をして、

いろんな相談員さんがいたりとか、その子に合った専門の方につないでいただいたりとか、園長先

生につないでいただいたりとかした中で、返ってくるのが、ちゃんと返ってきているのかなという

相談もあったりします。つながっていなくて、例えばこの先の質問にもつながりますけれども、さ

っきの支援体制のところにつながっていなかった人がいたということが今まであって、そういうの

のフィードバックというのが、どこでされているのか。相談をしました。でも、こうなりましたと
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いうのがないまま、どうなりましたかと、またこちらから言わなきゃいけない体制が、やっぱり今

までありました。そういうところを、今後どのように改善をされていくかというところを、どのよ

うにお考えでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長)（堀 一生） 

 今まで相談をしていただいた中で、フィードバックがない、つながっていないんじゃないかとい

うお話をいただきまして、大変申し訳ございません。 

 今後は、やっぱり村組織としてしっかり対応していかなくちゃいけないなというふうに考えてお

りますので、そういった相談の中には、これからの子どもさんの進路ですとか将来のことを見据え

ると、大事な相談であるというのがほとんどだと思いますので、その辺はしっかり対応していきた

いと、そのように考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 ４つ目の質問について再質問をお願いします。 

 スクールカウンセラーさんの状況、105時間ということで拡充もしていただいているところです。

ただ、それでも足りないという話がありますが、これはスクールカウンセラーさんではありません

けれども、昔、村の相談員さんという方がいて、そこにもやはり数多くの相談が寄せられていたと

いうことがあったかと思います。令和元年でそれがなくなっていて、違う形の支援員さんが入られ

ているということは、状況は理解しているところですけれども、別に村単で、村の単独の事業でス

クールカウンセラーさんを増やしていくような考え方はありますでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長)（堀 一生） 

 質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、先ほどの答弁でもありましたけれども、小中のスクールカウンセリングについては、県の

事業ということでございます。そんな中で、最近相談時間が増えているというようなことから、昨

年度は要望によりまして村の予算の中で対応させていただいております。人を増やすということに

なりますと、カウンセリングの方につきましては、資格が必要だということで、今なかなか人が集

まらない、来ていただけないというような状況があります。 

 それと、そんな中で今後の対応としましては、カウンセリングが必要なのか、まず相談で終わる

のかというところを整理しました中で、例えばですけど子育て支援センターの職員が月１回とか月
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何回といった、そういった相談の窓口を設けるなど考えていけばいいかなと思っております。その

中で、この相談については、カウンセラーの人につなげていったほうがいいんじゃないかというふ

うになった場合には、そんなふうに工夫をしていきたいなというふうに考えておりますが、よろし

くお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 再質問をお願いします。 

 今、言っていただいたように、いろんな工夫でやっていただけるということなんですけれども、

今、カウンセラーさんは県の事業ということでした。村としては、県の事業がなければやらないと

いうことはないですか。県があるからやっているだけということはありますか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 先ほど次長のほうで申しましたように、村でつけるということが非常に難しいかなというふうに

思っています。資格を持った専門的な方になりますので、その辺難しいかなというふうに思ってい

ますけれども、一人のカウンセラーさんが継続的にカウンセリングを小中学校で行っていただくの

に不足をしている、特に子どもとの相談で不足をしている部分については、前もって何時間と、な

かなか見通せないところがあるんですね。学校と相談をしていきたいと思いますけれども、なかな

か計画が立てづらいところございますけれども、学校のほうとしっかり相談をしまして、そんなふ

うに組んでいきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 再質問をお願いします。 

 学校と相談ということがありました。今、スクールカウンセラーの先生と話をするのに、子ども

から話をしたいんだという子も、もちろんつなげてはもらっているんですけれども、やはり子ども

から言うのはなかなか難しいところもあって、養護の先生のほうから見ていて、第三者という方に

相談をしたほうがいいんじゃないかなと、つなげていただいているところがあって、そうすると、

見ていてあの子もこの子もと思うんだけれども、なかなか時間が足りないというようなことがあり

ます。 

 学校と相談の中で、養護の先生たち、現場の先生たちの声、例えば先ほども保育園の先生とかと
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ありますけれども、その現場の先生たちの御意見って、どこかで吸い取るような対策になっていま

すでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 様々な相談で学校のほうと直に相談をしているところもありますので、養護の先生と直接相談を

したり、このカウンセリングの問題だけではありませんけれども、直に様々な通常相談、お話をし

たりしているところであります。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 直接相談をしていただけるということで、特に現場を知っている先生たちと、先ほどスクールカ

ウンセラーの先生が見つからないような話もありましたけれども、やはり現場で知っている人たち

同士のつながりの中で見つかることってあるというような話も聞きましたので、その辺もよく聞い

ていただいて、もしそれが、どういった予算でできるかは、ちょっといろいろありますでしょうけ

れども、できることがあればやっていただければありがたいなというふうに思っています。 

 ５つ目の再質問をお願いします。 

 「こども家庭センター」の設置について検討している段階だという御答弁をいただきました。本

当に喫緊で「こども家庭センター」がないと困るんじゃないかということをずっと思っているわけ

ですけれども、何が今、足りないから「こども家庭センター」が今できない状況だとお考えでしょ

うか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長)（堀 一生） 

 先ほどの答弁の中で、「こども家庭センター」の設置に向けて検討させていただいているという

ふうにお話をさせていただきました。この新しい事業を行うに当たりましては、人や場所、お金が

必要になってくるわけでございます。今回の国の制度にのっとった場合、例えば社会福祉士、保健

師などの専門職が必要になりまして、適正な人員配置ができるかどうか、そういったものと、あと

設置する場所、それとか運営していくための財源、これをどうするんだということがありまして、

これを現在検討しているということでおりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 
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○10番（髙井央葉議員） 

 再質問をお願いします。 

 検討を人も場所も財源もということがありますけれども、いつまでに同センターの設置をしよう

というような目標というようなものはありますでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長)（堀 一生） 

 現在のところ、いつからやるよとか、いつまでにやるよというところまでは具体的に詰めていな

い状況にございますので、御理解いただきますよう、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 先ほども申しましたが、喫緊の課題というところですので、目標が具体的にないとしても、でき

るだけ早く、特に子育てに関しては、毎回ここで申し上げておりますけれども、１年たつごとに子

どもたちの状況も保護者の状況も変わっていきますので、その辺、１年待ったら問題は別のところ

に移ってしまうとか、いろんなことがあります。考えてきたけれども、その課題解決では今度は違

うところに移ってしまって、また違うことを考えなきゃいけなくなるということがありますし、課

題解決、それは保護者に丸投げしているようなものになりますので、できるだけ早くやっていただ

きたいと思います。 

 先ほども申し上げましたように、相談を受けていただいている方の体制、こうしてほしいんだと

いう要望もたくさんあるように伺っています。相談を受けてくださっている皆さんの声もしっかり

受け止めていただいて、相談を受ける部分での充実を図るということが相談体制を整えることに確

実につながっていきますので、基本理念が、「子ども真ん中 子育て応援 信州高山」ということ

ですので、子ども真ん中は当然ですけれども、子育て応援といいますか、子育てに寄り添っていた

だけるような地域づくりを一緒に考えていただけることを要望して、私の質問を終わります。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で髙井央葉議員の質問を終わります。 

─────４番 勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 通告に従いまして質問のほうをいたしたいと思います。 

 まず、質問事項ですが、山田牧場の観光案内についてということでお伺いいたします。 

 令和６年度の事業で、前村長のにぎわいの場構想の一環で、山田牧場の休憩所とトレッキングコ
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ースが整備されております。高山村のホームページにおいても、観光というところで「山田牧場特

有の自然・景観の中で心身ともにリフレッシュできる場所になっています」といった文面と、休憩

所とトレッキングコースの写真が今掲載されています。 

 どうしてこの事業が最優先されたのかという点について、地域の人たちが本当に望んでいたのか

というところでは、ちょっと私の中ではまだ少し疑問が残っております。 

 特に、トレッキングコースは、スタート入り口の場所や駐車場の問題、費用等の設計変更を行っ

て完成した後、地元の声や利用者の声といったものがどうだったのかというのが疑問であります。 

 そこで、１番目の質問としまして、現在は熊の出没問題でトレッキングも困難になってきており

ます。秋の紅葉トレッキングで利用者の反応はどうだったのでしょうか。また、利用者の意見や反

響は確認していますでしょうか。答弁のほうをお願いします。 

 それと、村としては、この事業がこれで終了なのか、観光客からの目線で見ると、もう少し分か

りやすい丁寧な対応が必要だと感じております。案内板や全体の地図がなく、笠岳コースといった

小さい案内板があるのみで、やはり観光地といったところでは、大きな標柱ゲートとかトレッキン

グコースの全体図というのは必要に感じております。地域おこし協力隊や中学生の手作りのものが

あれば、さらに案内板等の効果があると思われますが、いかがでしょうか。 

 また、既存の山田牧場の公衆トイレも案内板表示がはっきり分かりません。これについてどう考

えておりますか。御答弁をお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 山田牧場の観光案内についてお答えいたします。 

 先ほど沖島議員へ答弁いたしました内容と重複する部分がございますが、よろしくお願い申し上

げます。 

 まず初めに、トレッキングコースの利用者の反応についてのお尋ねでありますが、去る10月18日

に、「信州高山村古道復活みちおしえの会」が主催した紅葉トレッキングの参加者からは、眺望の

よさやコースの形状などが好評であったと伺っております。 

 また、その他の利用者からは、コースの入り口や順路が分かりにくいといった声が役場に寄せら

れていますが、そのほかは特段御意見として把握しているものはございません。 

 次に、コースの案内板や公衆トイレの案内表示についてでありますが、本年春の運用開始後の利

用者の声を受け、令和８年春の利用開始までに、視認性が高く、コースの全体像が分かる案内板を

設置するほか、順路を明示する標識柱をコース内に22か所整備して、利用者に分かりやすい案内を

するため、既に業務を発注しております。 

 一方、公衆トイレの案内につきましては、令和６年度に更新した牧場入り口付近の案内看板や、
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休憩施設内に設置してある案内板に表示してあるほか、村や観光協会で作成したパンフレットにも

表示しておりますことから、現状においてトイレの案内は適切に行っているものと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 １番目の質問についてですが、再質問ということで、沖島議員のほうの質問にも重複しているわ

けですが、着手前は非常に打合せを地元と行ったと。ただ、完成してからは、今のお話のとおり、

古道の会、それと一部住民からも連絡いただいているということなんですが、これは完了したとい

うことで受け止めてよろしいのでしょうか。それとも、先ほど課長が説明されたとおり、来年の春

までに22か所の標柱と、あと案内板の検討を今しているということですが、これはもう完了したと

いうことであれば、予算というものはこれからということになると思うんですが、そこら辺がよく

分かりづらいんですが、説明願います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 本体の工事、トレッキングコースで申し上げますと、令和６年度に本体工事は既に完了しており

ます。しかしながら、先ほど申し上げておりますとおり、利用者の方から分かりづらいという声も

ございましたので、その改良を今年度行う予定で、来年の春、雪解けの運用までに整備をしたいと

いうことで、今、進めているところであります。 

 また、利用者の声や地元の声でありますけれども、私たちも事業を優先して、なかなか完成後、

声をお聞きする機会がありませんでしたので、先ほど沖島議員の答弁でも申し上げましたけれども、

牧場の区の皆さんや温泉利用者の皆さんが集まっていただく会議を定期的に開催している部分があ

りますので、そういった機会を捉えて、また地元の皆さんからも御意見をお聞きして、今後にまた

反映できればというふうに考えておりますので、お願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 今、私が質問した中で22本の標柱やら付随するもの、案内板を進めていますということでしたが、

それの予算はどうでしたかというのを聞いたんですが、お答え願います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 
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 予算につきましては、確かに、それそのもので予算を取っておるわけではありませんけれども、

総枠の予算の中で対応させていただいて、利用者の利便性の向上に努めたいという考えで事業を今

進めておりますので、お願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 今の件ですけれども、これは、本体工事は完了したけれども、事業全体はまだ完了していないと

いうことでよろしいんですか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 事業の完了をどこで捉えるかですけれども、造った施設ができたから終わりではなくて、今回は

少し丁寧な説明が必要じゃないかと、分かりづらいという声を受けたので、それに伴ってその対応

をさせていただいているということであります。どこを完成にするかというのは考え方、いろいろ

あろうかと思いますが、現在寄せられている声に対しては、今回の改修をもってしっかり対応がで

きるということで今進めておりますので、その点で考えますと今回の対応をもって完了ということ

を申し上げても差し支えはないのではないかなという認識でおります。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 どこをもって完了にするか云々と今お話がありましたけれども、工事自体が完了した時点で、通

常、事業が、これは5,000万ほど多額な費用をかけてやっているわけですが、これが完了したあか

しというところで、通常除幕式とかそういったものをやるかと思うんですが、その盛大なやつでな

くても、関係者に来ていただいて、オープンしますよとか、そういったものはやられたんですか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 今回の事業に関しては、特別そういったイベント等をやっておりません。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 費用が結構かかっている関係で、やはりきちんとここでやる、やらないというのもしっかりやる

必要性があるのではないかなと、村の側としては。当時の地元代表の区長さんとか設計施工業者、
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あとは村からの代表として、簡単なオープン式みたいなものは、やはりけじめとして必要だと思う

んですけれども、なし崩し的に、ただやりました、終わりました、広報で案内を出していますとい

うだけではやはりあまりよろしくないんじゃないかと思いますが、いかがでしょう。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 御指摘いただければ、まさにそのとおりだと思います。私、課長としてはしっかりコースを利用

していただくように周知をしていくことで、一旦けじめをつけたつもりでおりましたけれども、既

にこのコースや休憩施設については、運用が開始しております。今後、こういった整備をする事業

がありましたら、しっかりとその辺は参考にさせていただきたいと思っております。よろしくお願

いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 前職の課長のときに、これは本工事が終了したということです。この辺のつなぎというか、継続

の中での今の課長のほうはちょっと大変だなというところはありますので、ぜひきちんと進めてい

ただきたいと思います。 

 ２番目のところで、私ちょっと提案も含めてしているんですが、お金も結構かかるかとは思うん

ですね、これからやるとなると。その規模によってもですが、案内板とか入り口ゲート、そういっ

たところの、誰が見ても山田牧場に来たときに分かるような、トレッキングもそうですし、休憩所

もそうなんですが、今の状態では、休憩所のガイドのところにありますよとか、そういうレベルで

あって、実際に現場へ来た人が見て分かるような、そういった標柱、門柱でもいいですけれども、

それと大きな、擬木を使ったりすると結構お金かかりますけれども、案内板もちょっとした見栄え

もよくて記念撮影もできる程度、そういったところも考えて丁寧にアピールしていただきたいと思

っているんですが、いかがでしょう。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 ありがとうございます。 

 このトレッキングコースの整備に併せて、令和６年度の事業では、牧場の入り口付近に案内看板

がありますが、それもリニューアルをさせていただいて、そこには一旦表示はしてあります。あわ

せて、これから令和８年春に向けて整備していく中では、トレッキングコースの入り口付近、今、

確かに議員さんにも御覧いただいたとおり、擬木の柱といいますか、標柱が一つあるだけですので、
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あそこにコース全体像、ここから入っていくとコースの出口はここですよというようなものが、牧

場の配置と併せて分かるようなものをしっかりと整備をしていくということで、現在ある程度デザ

イン進んでおりますけれども、今いただいた御意見を参考に、より分かりやすいものを設置できる

ように準備を進めてまいりたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 あわせて、２番目のところでトイレの関係の案内板ということでお伺いしたんですが、そもそも

トイレの維持管理というのは、どこがやっているんですかね。役場の産業振興課の下でやっている

のか、観光協会でやっているのか、ヤマボクスノーパークでやっているのか、よく分からないんで

すが、ちょっと教えてください。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 山田牧場には、トワレッテマキバ、トワレッテヤマボクという、村が整備した公衆トイレが２か

所ございますけれども、設置はあくまで村でありますが、日常の掃除等の管理については山田牧場

区へ委託をして管理をしていただいているという状況でございます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 ということは、今のトイレの案内板に関しても村ということで解釈してよろしいんですね。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 トイレの案内板ですとか、区の牧場のエリアの案内板については、村が設置して村が管理してい

るものになっております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 11月に入って、私もまた現場のほうも行ってきたんですけれども、今までにあったキャンプ場の

入り口の近くのトイレは、今、冬季ということで閉鎖して、ほかのところに行ってくださいという、

バリケードがあって、Ａ４の紙に細い字でその文言が貼ってあるんですけれども、バリケードの中

に入ってみないと分からない程度の説明なんですよね。 
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 それで、そこにトイレがあるというのは、私たちは知っているんですけれども、観光客が来たと

きに、そこにトイレというのが分かりづらいんです。非常に分かりづらい。それで、今の使えるト

イレはスキー学校の隣でしたっけ、あそこにあるんですけれども、そこもトイレの表示が外から見

て出ていないんですよね。中に入って男子、女子の区別はあるんですけれども、外から見たときに、

ここがトイレだというのが分かりづらいんですよね。それどう思いますか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 トイレの関係は、実は議員さんから一般質問の御通告をいただいたときに、これは私の個人的な

感覚でありますけれども、私は公衆トイレの外壁にトイレと書いてあるのは、あまり一般的ではな

いのかなという認識を私は持っております。あまりトイレに「トイレ」という表示はないのかな。 

 そんな中で、先ほども答弁申し上げましたが、その案内看板ですとかパンフレット等に表示をし

ていることで、しっかりとトイレの案内はできているんじゃないかというふうに考えております。

そんなことで答弁を申し上げたとおりであります。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 観光客から見て、どう思うかというのを、やはり観光客からの目線で見ていただかないとまずい

なと。今、課長の個人的な意見は分かりましたけれども、ＷＣでもお手洗いでも何でもいいんです

けれども、来た人が分かるように設置していないと、今、設置されていないですからね、トイレの

案内板が。それがやはり問題であって、維持管理するのは地元の協力を得てやっていただいている

というのは分かるんですけれども、村としてできるところはもう少し丁寧に対応していただきたい

と。特に、行ったときに、休憩所も私また見させてもらったんですが、外部から、村外から来られ

た人がトイレだと思われていたらしくて、休憩所がですね。そこら辺も含めてそういったものが、

そんなに大きい費用をかけなくてもできるのであれば、やはりやっていただいたほうがいいかなと

思いますので、よろしくお願いします。 

 次、２番目の質問に入ります。 

 村制施行七十周年記念事業についてということであります。 

 昭和31年（1956年）に高井村と山田村の合併により村制が施行されて以来、令和８年（2026年）、

来年の９月30日で施行七十周年を迎えるとなっています。歴史的な節目ということで、記念事業を

計画しているということで発表されております。これは、令和８年10月11日に記念式典を行うほか、

令和９年まで各種記念事業を行うと表明されているんですが、この発表は広報８月号で発表されて

いますが、その後の発表がないんですが、予算とかも含めてどう考えているのか答弁願います。 
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○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 村制施行七十周年記念事業についてお答えいたします。 

 高山村は、昭和31年に高井村と山田村の合併により村制が施行して以来、令和８年９月30日で村

制施行七十周年を迎えます。 

 この歴史的な節目を迎えるに当たり、本年７月には村制施行七十周年記念事業の基本方針を定め、

村民の皆さんとともに、先人の努力や功績に感謝し、時代とともに変化してきた本村のこれまでの

あゆみや歴史・文化を知り、村への愛着と誇りを持ち、村内外へ村の魅力を発信する機会となるよ

う、事業等を計画し、来年10月11日に記念式典を開催することとしております。 

 そこで、記念事業をどのように進めているかとのお尋ねでありますが、記念事業の企画・立案に

当たっては、職員によるプロジェクトチームを設置し、記念式典やイベントの企画、村内外へのプ

ロモーション活動等について、具体的な内容の検討や費用に関する調査を行っております。 

 また、本年７月には、高山村区長会や高山村商工会、信州高山村観光協会等の村の関係団体の代

表者10名で構成する「村制施行七十周年記念事業検討委員会」を設置し、広い視点から記念事業の

内容に係る助言や意見等を伺いながら検討を進めているところであります。 

 このため、現時点において事業計画の詳細をお示しすることはできませんが、今後検討経過等に

ついて御報告させていただき、新年度予算編成に向けて準備を進めてまいりたいと考えております。 

 なお、記念事業を村内外に広く周知し、村民の皆様と共に記念事業を推進するため、キャッチフ

レーズの選定やフォトコンテスト、協賛事業の募集などを先行して実施させていただいております

ほか、村勢要覧や記念誌の作成など、本年度から実施したほうが効果的と考えられる事業につきま

しては、今定例会において関係費用を予算計上して審議していただくこととしておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 式典は、今、答弁があったようにしっかり行いたいということで、それぞれの記念事業のイベン

トもあるかと思うんですが、事業全体として、新しい七十周年に当たって、スタートの事業、それ

が何年間かかけて最終目標はここまでしたいとか、そういった大がかりなというか概要ですか、そ

こら辺は考えていないんですか。副村長がこの前の議会の中でも発表しますという話でしたので、

少し当てにはしていたんですが、そこら辺をどう考えられているのか、総務課長、お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 
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○総務課長（山﨑久志） 

 村制施行七十周年の基本方針を、本年７月にお示しさせていただきました目的と位置づけ、それ

が１つのスタートとなります。それを皆様方に御周知をさせていただき、現在、検討委員会で、さ

らに具体的に何が、どんな事業が、どのようなイベント等ができるのかというものを、御意見を頂

戴しながら、皆様方と、村民の皆様に一緒に盛り上がっていただけるように計画している最中でご

ざいます。 

 ですので、現時点で具体的に何が、その七十周年の事業が、何が一番のスタートなのかというと

ころ、そこも現在いろいろ調整また検討、御意見をいただいている最中でございますので、現時点

では何も申し上げられませんけれども、近いうちに来年度に、当然新年度予算には編成してまいり

ますので、そこにつながるようにお示しはしていきたい、そんなふうには考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 今、検討過程で制作中ということでありますけれども、それをいつ発表する予定でいるんですか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 いつ発表かということは、村民の皆さんに対してどこで周知していくのかというふうに捉えさせ

ていただくとすると、やはり一番大きなタイミングとすれば新年度予算編成に関わる、そういうタ

イミングが１つの発表の場になるのかなというふうには想像しています。 

 しかしながら、今定例会におきましても先行してやっていかなければいけないものもございます

ので、そのあたりのお話もしっかりとお伝えしなくちゃいけないのかなというふうに考えます。で

すので、進捗状況というんですか、そういう部分では、また議員の皆さんにもお話をさせていただ

く、そういう機会をつくっていただいて、お示しはしていきたい。また、村民の皆さんにはある程

度方向性がまとまったところでお示ししていく、そういうタイミングがいいのかなというふうには

考えておりますが、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 今の点については、来年度の予算も含めて盛り込んでいくということで解釈してよろしいんです

よね。それの予算も含めてというのをある程度、概要、骨子を決めておかないと非常に分かりづら

いんですが、費用的な面も大がかりで、この事業を進めていくのだと、何年間計画でとか、そうい
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う形になるものであるか。式典は分かりやすくて別にいいんですけれども、新たな事業として開発

行為もあったり、そういったものまで含めるのか、そこら辺のところは、予算と来年度のこの式典

までにきっちりできるもの、遅くも式典までにはそういったものが確立されていると思うんですけ

れども、そういう考えでよろしいんですね。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 この七十周年記念事業ということで、来年度がその節目の年になります。そこに向けて、村民の

皆さんとともにお祝い、みんなで盛り上げて、またその後、10年、20年目指す、100年というよう

なふうにつながっていくように、その機運を盛り上げる、そういう機会にできればな、なればなと

いうふうに願っております。 

 そういう意味で、七十周年記念事業、どんなことをやるのかというものを、また機会を捉えてお

示しはしていきたいというふうに思っております。七十周年が来年ですので、新年度、令和８年度

の当初予算には関係する費用は予算計上していくことになろうかと思いますが、そこへ向けて、今、

検討委員会でもいろんな事業の部分の検討をしたり、職員の中でも新年度に向けていろいろ検証を

しながら、現時点の事業とも検証しながら、今考えているところでございますので、またしかるべ

き機会でお示しできるようになるかと思います。よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 村長にお伺いしたいんですが、今の件で式典に、課長が言われているのは、式典の関係がメイン

でというふうにしか受け止められていないんですけれども、私のほうで考えているのは、式典は式

典でやって、そのほかに新しい事業として何か取り組んで、大きい事業として取り組んでいきたい

ということがあるのかなと思ったんですが、その点はどうなんでしょう。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 七十周年の記念事業をどうするかということでございます。 

 70年という、本当に10年単位といっても節目といいますか、大変大きな七十周年かなという感じ

をしておるんですけれども、その中で事業は基本的には単年度で終了するというのが基本でござい

ます。当然その式典を中心に、通年でやっている、例えばそれぞれの団体の事業とか、そこに冠を

つけてやる事業だとか、また、ちょっと私も話しているんですけれども、ＮＨＫというところと、

何か高山村でできる事業ということで、今検討していただいているんですけれども、結局そういっ
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た相手のあるものもありますので、今どこまで進んでいるんだということを言われても、なかなか

予算も伴ってくるので、まだそれが決まったわけじゃないので、当然予算は最終的には議会の議決

が必要になってまいりますので、まだその段階に至っていないので、そんな今の課長の答弁になる

のかなという感じをしているところであります。 

 したがって、今、最終的に事業概要を決めていただくのは実行委員会という組織がありますので、

恐らくそこで12月中には、中旬ぐらいには方向性も出していただきたい。それによって、予算化し

ていくというものは予算化していかなきゃいけないので、最終的には３月議会に新年度予算で計上

していくと。ただ、全て４月以降に事業を進めていては間に合わない事業もあるので、今進められ

るものは既に進めていると。それは当然今回の予算をもって、12月議会に、必要な予算をもって、

これから審議をしていただくということでございます。したがって、事業そのものは来年から始ま

るんだけれども、既に進めなければならない事業は、ここでお願いしていきたいということでござ

います。 

 したがって、私もできるだけ議会の皆さんにお話をしてほしいということは言うんですけれども、

なかなかその予算的なものもあって、すんなり話もできないと。だから、どこまでその経過という

ものを議員の皆さんにお話しできるかということにもなるんだけれども、またその辺が独り歩きし

てしまうと、まだ決まっていないのにできるような感じになってしまっても、それも困るので、本

当にある程度の段階に来ないとなかなかお話もできないかなというのが実情なので、いずれにしろ、

しかるべきといいますか、例えばこれから臨時会も、もしかすると国の今の予算の関係もあります

ので、その辺でもう少し具体的な話ができるかどうか、その辺もちょっと検討していきたいなとい

うふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────勝山正弘議員。 

○４番（勝山正弘議員） 

 今、村長が申されたとおり12月に方向性が出るだろうというのと、先行していくものについては

新年度予算のほうで見ていくと。事業として着手するものは単年をめどとしているということで、

分かりましたので、ぜひうまく進めていっていただきたいと願っております。 

 以上で質問を終わります。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で勝山正弘議員の質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 明日は午前10時から会議を開きますので、定刻に御参集ください。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 
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午後２時12分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年12月４日 

                 高山村議会議長  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  勝 山 正 弘 

 

                 署 名 議 員  滝 澤   聖 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 
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令和７年第６回高山村議会12月定例会会議録（第３号） 

 

令和７年12月５日（金曜日） 

                                  

    議 事 日 程 
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１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 
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１番 藤 沢 和 人 議員       ６番 黒 岩 清 道 議員 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 
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11番 梨 本   進 議員 

──────────────────────────────────── 
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──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 
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──────────────────────────────────── 
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    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（梨本 進議員） 

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に、８番 西原澄夫議員が所用のため早退する旨、届出がありましたので報告します。 

 テレビ中継のほかに、質問者のカメラ撮影を許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────８番 西原澄夫議員。 

○８番（西原澄夫議員） 

 改めまして、皆さん、おはようございます。 

 私、４年ぶりの一般質問になりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、通告に従い質問をさせていただきます。 

 前議会での議会報告会、「議会と村づくりを語る会」を令和５年度、６年度、７年度で開催をさ

せていただいております。今年の５月に行った「議会と村づくりを語る会」、ワークショップは村

の住みやすさについて、①住みやすいと思うこと、②住みにくいと思うこと、③住みやすくするに

はどうしたらよいかなどの意見交換をさせていただきました。 

 当然、災害についての発言があるのだろうと思っていましたが、ワークショップでは今回の質問
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事項、災害に強い村づくりに向けての発言はほとんどありませんでした。ただ、高山村は災害が少

ない村ということは、お一人からありましたが、確かに高山村では近年、大きな自然災害での人的

被害はありませんでした。 

 しかしながら、最近は多くの地域で、大きな地震、台風、豪雨による大災害が起きています。村

内でも数年前に台風による大雨での災害が起きています。山から流れ込む雨によって大災害が起き

やすいと考えます。近年、日本の台風以外は雨による水害や土砂災害の割合が非常に多くなってお

り、風の害よりも深刻化する傾向が見られます。 

 それでは、質問をさせていただきます。 

 災害に強い村づくりに向けての取組について伺います。 

 ハード、ソフト両面での対策について質問をします。 

 ①インフラの整備について。 

 ②建物の改修、建築について。木造住宅の耐震改修の補助制度。 

 ③ハザードマップの作成について。 

 ④避難計画、住民の防災意識の向上に向けた避難訓練について。 

 ⑤避難所の現状、備蓄品について。 

 ⑥消防団の活動について。消防団員の仕事は、火災、消火活動、大規模災害のときの救助、避難

誘導、平常時の防火指導、訓練、広報活動など多岐にわたります。そこで、消防団員の成り手不足

の解消について伺います。 

 その他の対策についてありましたらお願いをします。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 それでは、順次お答えいたします。 

 災害に強い村づくりに向けて、まずお答えをいたします。 

 近年の災害は、気候変動の影響により、全国各地の豪雨、台風及び土砂災害などといった気象災

害が激甚化し、度々発生しております。また、2024年元旦に発生した能登半島地震のように、地震

はいつどこで発生してもおかしくない状況であります。国内で発生した最近の大規模災害は、本村

における災害発生リスクがますます高まっているものと考えられます。 

 このため、本村におきましては、自然災害から村民の生命や財産を守ることを最優先として捉え、

今後起こり得る災害に備え、地域防災計画に沿った消防防災体制の充実強化や、地区防災計画の策

定支援のほか、日常の防災意識の醸成に努めるなど、村民及び本村を訪れる人にとって、安全・安

心な村づくりに取り組んでいるところであります。 
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 そこで、村が取り組んでいる防災対策のうち、初めにインフラ整備についてでありますが、村内

では令和元年の東日本台風災害で発生しました豪雨による水路や道路側溝からの溢水、さらには河

川への土砂流入などによる浸水被害の発生などを防止するため、農業用水路の最下流部に当たる千

本松区の排水路や、村道駒場５号線の道路側溝の敷設替えの改修工事を施工したほか、中山地区の

不動川においては、護岸改修工事を実施してまいりました。 

 また、土砂災害対策では、土石流を防ぐため、水中地区、天神原地区の砂防堰堤の整備のほか、

国や県と連携し、道路、橋梁、上下水道などの老朽化対策を計画的に実施するなど、災害時の機能

維持を図っているところでございます。 

 次に、情報伝達につきましては、防災行政無線のデジタル化に伴いまして、よりクリアに情報発

信できる有線による戸別受信機を村内全戸に整備したほか、本年10月からは、自治体公式ＬＩＮＥ

の運用を開始し、防災情報や生活情報、観光情報などをお知らせするなど、情報伝達手段の充実強

化に努めているところでございます。 

 次に、建物の改修、建築についてでありますが、村では防災拠点や指定避難所の機能強化を図る

ため、災害時における非常電源の確保に、平時の温室効果ガス排出抑制を目的とした太陽光発電設

備と蓄電池設備の導入を、令和元年度には役場庁舎に、令和５年度には保健福祉総合センターに、

さらに令和６年度には中学校に設置いたしました。 

 また、地震等による広域停電の発生や、長期的な避難所設置を想定した令和５年度には南部スポ

ーツパークの夜間照明設備の発電機設備を更新し、必要に応じて指定避難所である高井トレーニン

グセンターへの電源供給が可能となりました。 

 そして、各指定避難所の避難所運営に必要な備品を保管するため防災コンテナを設置し、各避難

所のＬＥＤ照明化改修工事のほか、北部トレーニングセンターでは避難時の安全を確保するため、

階段の急勾配の解消や手すりの設置、要配慮者専用駐車場を整備いたしました。 

 御質問の耐震改修の補助制度でございますけれども、村では平成21年度から個人所有の木造住宅

の地震への備えとして、長野県木造住宅耐震診断士によります耐震診断や、耐震性が不十分な場合

に耐震改修工事を行うときは村の補助制度を設けております。御活用いただければと思います。 

 次に、ハザードマップの作成についてでありますが、洪水や土砂災害を想定した高山村ハザード

マップは平成22年３月に作成し、その後、令和３年３月に改訂しております。ハザードマップの地

図面については、毎年、年間行事カレンダーに合冊して全戸配布しているところでございます。 

 このハザードマップの地図面には、浸水や土砂災害の想定区域を色分けしているほか、指定避難

所や風水害時に避難が必要な地区を隣組単位で掲載しております。情報面には、非常時持出品や避

難の心得のほか、自らの命や家族の命を守るため、いざというときの我が家の避難行動計画を事前

に考えますマイタイムラインにも触れ、災害に対して日頃からの備えの啓発を進める内容となって

おります。 
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 次に、避難計画、住民の防災意識の向上のための避難訓練についてでありますが、村では令和２

年度から自主防災会ごとに地域における避難のタイミングや避難経路を検討し、区の状況に合わせ

た避難の仕組みづくりを地域の皆さんが話し合いながら、地区防災計画を策定してきました。 

 この計画は、区の役員、地域の防災の要となる消防団や、地域の要配慮者に寄り添った活動をし

ていただいている民生児童委員の皆さんが中心となり、地域における災害時の避難方法や避難経路、

住民の皆さんへの声かけなどの対応について、あらかじめ決めていただき、地域の皆様に周知し、

実践に備えていただくものであります。 

 また、９月１日の国の防災の日に合わせて、村民参加による大雨や地震を想定した防災訓練の際

には、自主防災会、消防、警察、商工会、民生児童委員及び日赤奉仕団に参加いただき、改めてそ

れぞれの役割を確認していただくとともに、防災意識の醸成を図っているところでございます。 

 次に、避難所の現状と備蓄品の状況でございますが、村内14か所の公共施設等を指定避難所に指

定し、ハザードマップ上でもお示ししておりますが、災害の発生箇所や被害状況によっては、避難

先となる指定避難所が、あらかじめ指定したところへ避難できないことも想定できますので、ほか

の避難所の位置も御確認いただければと思います。 

 また、飲料水や非常食、紙おむつの備蓄を計画的に整備するとともに、簡易トイレのほか毛布や

ベッド、パーソナルスペースを確保するための間仕切り用テントなどの防災備品につきましても配

備しておりますが、引き続き避難所の環境整備に努めてまいります。 

 次に、消防団の活動、成り手不足の解消についてでございますが、消防団の皆様には正業の傍ら、

「自らの地域は自らで守る」という崇高な消防精神の下、火災や各種災害から村民の生命や財産を

守っていただくため、消火活動や災害防除活動、そして避難活動などに当たっていただいておりま

す。 

 そのような消防団及び消防団員が活動しやすい環境を充実させるために、計画的な可搬ポンプや

積載車の更新、活動服やヘルメットなどの装備品のほか、充電式のＬＥＤ投光器やデジタル無線機

などを配備しております。 

 しかしながら、近年は人口減少や就業構造の変化などから、消防団員の成り手不足が年々深刻化

してきております。地域消防力の低下が懸念されている昨今でございます。 

 そのようなことから、消防団活動のＰＲをはじめ、全ての消防団活動に参加できなくとも、特定

の場合に限り出動するという「機能別消防団員制度」を活用するほか、団員やその家族の福利厚生

事業として、村の施設を無料で利用できる「高山村消防団活動応援制度」の充実を図り、新たな団

員確保に努めているところでございます。 

 次に、その他の対策でございますが、大規模災害の場合、村だけでは対応が困難なことも想定さ

れます。村民の皆さんに対する迅速な支援が行えるよう、あらかじめ各種団体や民間企業、災害発

生時における災害復旧活動や医療救護活動のほか、物資供給や電気通信関係の協力など各種応急復
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旧活動に関する支援の災害協定を締結しております。 

 したがいまして、村といたしましては、村民の皆様とともに災害に強い村づくりに向けて、時代

の変化や住民のニーズに対応しながら、大雨や地震などによる大規模自然災害に備え、万全を期し

てまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────西原澄夫議員。 

○８番（西原澄夫議員） 

 今回は再質問はしませんが、提案をさせていただきますので、これから御検討をお願い申し上げ

ます。 

 インフラの整備については、災害が起きやすい地区からの防災の要望の重視をぜひお願いしたい

というふうに思います。また、避難所については、高齢者、障がい者、乳幼児ができる避難所の指

定をお願いいたします。 

 それから、消防団員の成り手不足については、大規模災害時に救助活動、避難誘導、災害防除活

動などを行います。災害に強い村づくりに向けて、最も重要な皆さんでございます。区長さん、企

業、団体からの推薦など、成り手不足解消に向けての御検討をしてください。 

 これで一般質問を終了します。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で西原澄夫議員の質問を終わります。 

─────９番 山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 ３項目質問します。 

 初めに、物価高騰対策について質問をいたします。 

 物価の高騰が続いています。10月の物価は3.0パーセント上昇で50か月連続上昇、一方で実質賃

金は９か月連続でマイナス、アベノミクス2012年以降、年額34万6,000円下がっているといいます。

国の補正予算は閣議決定をされました。経済対策の関係経費は17.7兆円規模で、リーマン・ショッ

ク後の2009年度の14兆円、東日本大震災後の2011年度の15兆円をも上回り、コロナ危機を除けば最

大規模となっています。 

 しかし、その中身を見ると消費税減税は拒否、最低賃金時給1,500円目標を取り下げるなど、物

価高から暮らしを守り、経済を立て直すという太い柱が何もないというものではないでしょうか。

しかも、その中には暮らしが大変なときに軍事費、防衛費の国内総生産ＧＤＰ比２パーセントの前

倒しを補正予算で行うということは重大と指摘するものです。さらに、物価高対応の中にＯＴＣ類

似薬の保険外しという国民負担増、労働基準法を破壊する規制緩和まで含まれているのです。 

 経済対策の第１の柱、物価高対応8.9兆円、その中身は高校生以下の子ども１人に２万円、自治
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体が自由に使える重点支援地方交付金、電気ガス代を来年１月から３月の３か月間補助などのメニ

ュー、しかし物価高対策としては一時しのぎにすぎないのではないでしょうか。 

 経済対策の第２の柱、危機管理投資成長戦略6.4兆円。簡潔に言うならば、特定の大企業への奉

仕となる財政支援、かつての安倍政権が進めた挙げ句、失敗した政策を繰り返すものと言えます。 

 第３の柱が、防衛力・外交力強化1.7兆円。防衛力の強化が経済対策の柱として掲げられるのは

初めてで、異常で重大と言えます。 

 この補正予算の財源では、11.6兆円を国債で賄います。財政悪化を懸念して、円安や長期金利の

上昇が進んでいます。大規模な経済対策の方針が報じられた11月20日には、円は１ドル157円とな

り、約10か月ぶりの円安水準となりました。債券市場では国債が売られ、長期金利は17年半ぶりの

高水準、円安の進行はさらなる物価高を招き、国際金利が上がれば利払い費が上昇し、財政を圧迫

することとなります。 

 財政法29条は、補正予算は特別の事情が生じ、緊急を要するもの以外は計上してはならないと定

めております。補正予算での軍拡は、この財政法に反するものと言えます。 

 さて、こうした点を踏まえた上で、村の物価高対策を伺います。 

 １点目、村として物価高に対応する事業はありますか。高齢者の皆さんや子育て世帯が暖かい部

屋で生活できるよう、灯油や電気代への補助は考えているのでしょうか。 

 ２点目、佐久市では燃料価格高騰による営農への影響が大きいとして、動力光熱費及び農業用車

両に係るガソリンや軽油代への補助を９月１日から申請業務を行っております。補助内容は、補助

対象となる経費の２割、上限５万円というもので、申請期限は９月１日から１月30日までとしてお

ります。こうした事業の導入を考えませんか。どうでしょうか。 

 ３点目は、消費税減税について伺います。この30年間に消費税は３度増税されました。消費税の

負担、これは年収400万円から500万円の世帯の税負担率は10.2パーセントですが、このうち所得税

は1.2パーセント、住民税が1.8パーセント、他の税、固定資産税、酒税、揮発油税等に当たります

が、これが2.4パーセント、消費税は4.5パーセントに上ります。今、中間所得層でも最も重い税負

担が消費税です。しかも、低所得層ほど収入に対する負担が重くなっていて、税全体の負担率は年

収800万円以下まで10パーセント程度と、ほぼ同じで、税負担の累進性がなくなっているのです。

消費税を、今、緊急に５パーセントに引き下げれば、世帯年収600万から700万円の層では、年12万

円程度の減税となると言われます。国に消費税減税を求めるべきと考えますが、その考えはありま

すか。 

 以上、答弁を求めます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 
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 物価高騰対策についてお答えいたします。 

 政府は、食料品を中心とした物価高が当面の景気下押しリスクとなっていることなどから、国民

の暮らしを守る物価高対策を早急に講じるとともに、日本経済の強さを取り戻すための戦略的な財

政出動を掲げ、去る11月21日に日本と日本人の底力で不安を希望に変えるため、強い経済を実現す

る総合経済対策を閣議決定いたしました。 

 そこで、今回の経済対策は、「生活の安全保障・物価高への対応」を始め、「危機管理投資・成

長投資による強い経済の実現」や、「防衛力と外交力の強化」から成る３つの柱で構成されており

ます。そして、第１の柱で地域の実情に応じて、物価高の影響を緩和するため、重点支援地方交付

金を拡充し、地域の実情に応じて生活者や事業者の支援に活用できることとしております。 

 そこで、物価高騰対策として計画している事業についてのお尋ねでありますが、村ではこれまで

子育て世帯や住民税非課税世帯に対する給付金や、高齢者世帯等に対する燃料券交付事業を始め、

広く村民の皆様を対象とした事業支援を行ってきたところであります。 

 そして、今後は、先ほど申し上げました拡充される重点支援地方交付金を活用するなどして、子

育て世帯や高齢者世帯、低所得世帯へ支援するなど、生活者や事業者への支援事業をスピード感を

持って実施してまいりたいと考えております。 

 なお、具体的な事業内容につきましては、今後、国の推奨メニューなどを参考に、効果の上がる

事業を選定してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、農業用車両に係る燃料代補助事業の導入に関する御提言でありますが、国ではエネルギ

ー・食料品価格の物価高騰に対応するため、地方創生臨時交付金を拡充し、令和４年度に物価高騰

対応重点支援地方創生臨時交付金を創設し、地方自治体が地域の実情に応じて、きめ細やかに物価

高騰対策事業等が実施できるよう支援を行っております。 

 このため、議員お話しのとおり佐久市におきましては、前年度からこの交付金を財源に、農業者

に対する燃料費の助成を行っているとのことであります。このような状況も踏まえて、今後、村で

は、交付予定の重点支援地方交付金を活用した事業メニューを検討する中で、農業に対する物価高

騰対策も検討の一つに加えて、生活者や事業者へバランスの取れた支援に努めてまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、国に消費税減税を求める考えについてのお尋ねでありますが、全国では一部の地方議会に

おいて、消費税減税を求める意見書や請願が提出、採択されていることは承知しておりますが、消

費税は税収のうち約４割が地方消費税や地方交付税として地方自治体の重要な財源になっておりま

すことから、仮に減税をしたとした場合、地方消費税等がきちんと確保されればよろしいわけであ

りますが、現時点においては、消費税の減税による地方財政への影響が懸念されておりますことか

ら、慎重な判断が必要であると思っております。 

 このため、現時点において国に消費税減税を求めることは考えておりませんので、よろしくお願
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い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。①、②も関連しておりますので、続けてお願いしたいと思います。 

 国が交付予定の重点支援交付金、メニューを示すわけですが、自治体が自由に使えるという触れ

込みです。これは裏返せば、国として何をやるかということが、そういうまともな政策がないとい

うことの裏返しではないかと私は思います。 

 国の経済対策が出た後の世論調査、国の物価高対策を評価する、これは33パーセントです。国の

重点支援交付金についてでありますが、本村にはどの程度交付されるのか国から示されているでし

ょうか。物価高対策を行うに当たり、国の支援金の範囲内で考えるのですか、それとも、さらに村

の資金を上乗せして対応しますか。その点をお願いしたいと思います。 

 県は、国の交付金、この重点支援交付金、これを受けて、この12月議会、本村と同じく会期は12

日までですが、補正予算を提出すると今日報道をされております。村の対応はどのようになります

か。その点お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 再質問にお答えをしたいと思います。 

 本当にこの物価高というのは、非常に今現在、今年ですか、２万品から物価高騰になっていると

いうことで、本当に消費者の家計を圧迫しているということでございます。そんな中で、重点支援

地方交付金、この交付予定額ということでございますが、ちょっとまだ国のほうからは具体的な数

字というのは村のほうに入ってきていないという状況でございます。 

 内容につきましては、それぞれ徐々に推奨メニュー等いろいろ出てきているようでございますが、

それに基づいて、村とすれば、いわゆる効果の上がるような事業に充てていきたいと、そんなふう

に思っております。 

 それから、また支援金の範囲でやるかどうかということでございますが、それは内容によりけり

で、やはり支援金の中で収まればそれでよろしいかと思いますし、それだけでは足りないなという

ことであれば、これはもう当然、基金とかそういうものを取り崩しながら、村民の皆さんのために

使っていきたいと、そんなふうに思っております。 

 そんなことで、いずれにいたしましても、今後の予定からしますと、やはり早く私も実施をした

いと思っておりますことから、今定例会では恐らく数字的には、予算的には計上できないと思いま

すが、でき得れば年が替わって早々に臨時会を開いて、そこの中で予算を盛り込んでいければなと
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いうふうに、私は今のところ考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 国の重点支援金の額、それがまだ不明確な中では、今の村長の答弁になろうかと思います。 

 そこで、佐久市の例も引きましたが、それについても含めて検討されるというお答えだったと思

います。これはやっぱり自治体としての政治姿勢の問題だというふうに私は受け止めるんです。単

独でも、農業者向けに、あるいは商工業者、観光業者に対しても物価高対応策というのは必要だと

思っています。この点について、重点支援交付金の額が確認された中で、十分検討される用意はあ

りますか。その点をお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 検討内容、事業内容のメニューにつきましては、やはりそれぞれ各課等で一応提案というか、そ

ういったものを出していただくようにしております。そんな中で、やはり幅広く村民の皆様方に使

っていただけるようなものにしていかなければいけないだろうと思っておりますので、先ほど申し

上げましたように、生活者あるいは事業者も含めて有効に活用していきたい。そして、支援金で足

りなければ、やはりやるべき必要なものについてはそれなりの対応をしていきたいというふうに思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 ３点目の消費税の問題について伺います。 

 もちろん、消費税が地方の中の税収といいますか、収入の大きな部分を占めているということは

承知をしております。 

 消費税５パーセント減税するためには約15兆円規模の大きな財源が必要となってまいります。こ

の間、消費税は３度引き上げられたわけですが、大企業減税というものは非常に増えております。

2013年、このときに大企業に対する減税というものは3.5兆円でした。それが10年後、2023年には

11.1兆円にと大きく膨れ上がりました。政府も、大企業を支援すれば賃上げや設備投資に回ると言

ってきたわけですが、これは意図した効果を上げられなかったと、このように認めざるを得なくな

ってきています。そして、石破前首相も効果を上げなかったことを深く反省するとまで国会で答弁

をしています。効果がない大企業に対する減税を続けることは、大義も目的もない大企業へのばら

まきそのものだと私は思います。 
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 そして、所得が１億円を超えると逆に負担率が減っていく、いわゆる１億円の壁ということも言

われています。こうしたことを改めていけば、国債を、借金をしなくても消費税減税、十分実現で

きると思うわけです。村長の言われるように、地方財政への影響を懸念する、そのことは十分分か

りますが、財政の在り方、税金の集め方を変えれば消費税５パーセント減税しても十分対応できる

と、このように思いますが、その点についてはどう思われますか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 消費税そのものは、やはり国税ということでございます。やはり国のほうもそれなりにお考えの

下で、そういう税率にしているということでございますので、ここで私がその国税に対して何ら申

し上げるという立場にございませんので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 物価高、物価高騰に対する根本的な解決策として、消費税減税が有効であるということを改めて

強く申し上げて、次の質問に移りたいと思います。 

 ２項目目、学校給食の単価改定について質問をいたします。この質問も物価高騰に対応するもの

の一つとなります。 

 11月28日、帝国データバンクは、国内主要食品メーカー195社が、今年値上げする飲食料品は２

万609品目に上るとの集計を発表しております。昨年の１万2,520品目から６割超増え、2023年以来

２年ぶりに２万品目を超えています。分野別では、香辛料などの調味料が6,221品目と最も多く、

清涼飲料水やビール、ワインなどの酒類、飲料が4,901品目と続いています。 

 値上げの要因は、原材料価格の高騰が96.1パーセント、物流費78.6パーセント、エネルギー63.8

パーセント、これが価格を押し上げているわけです。主食の米の価格はどうでしょうか。農水省が

11月18日、2025年産米の10月相対取引価格が前年同月から56パーセント上昇したと発表しておりま

す。スーパーなど小売店の販売価格、11月３日からの１週間で販売された米５キロ当たりの平均価

格は4,316円と最高値を更新したと報じられております。 

 こうした食料品の値上がりは、学校給食にも大きな影響を与えていると思います。本年度も価格

の改定を行っていますが、来年度においても給食の１食当たりの単価を大幅に引き上げ、学校給食

の質の確保と、おいしい給食を勧めることが必要と思いますが、価格改定についてどのようにお考

えか伺います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 
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○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 学校給食費の単価改定についてお答えいたします。 

 これまで、村では少子化対策及び子育て支援策の一環として、平成28年度から段階的に給食費の

保護者負担額を軽減し、令和６年４月から全額公費負担としております。 

 そこで、学校給食費の単価引上げについてでございますが、学校給食は子どもたちの健やかな成

長を支える大切な教育活動の一環であります。しかしながら、近年の給食材料費の高騰により、献

立を工夫するだけでは必要な栄養の確保ができない状況になりつつあります。 

 このため、令和７年２月に開催した「学校給食運営委員会」の議論を踏まえ、本年４月からは給

食材料費に係る単価を１食当たり25円引き上げたところでございます。しかしながら、今回の価格

改定以降も様々な食材の値上がりが続いていることから、令和８年度の給食費の単価についても見

直しが必要な状況となってきております。 

 そのようなことから、給食費の単価につきましては、子どもたちの必要な栄養を確保するため、

今後開催する「学校給食運営委員会」において、委員の皆様から御意見をお聞きした上で、必要に

応じて単価の見直しを図り、給食の質を確保してまいりたいと考えております。 

 今後も安全で安心なおいしい学校給食の提供に努めてまいりますので、御理解賜りますようお願

いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 国が小学校の給食について無償化の方向で検討していると報道されております。１か月4,700円

というようなことも言われております。本来、学校給食の無償化は国が行うべきものだというふう

に考えています。地方が先行し、大きく広がりを見せる中で、ようやく国が世論と運動に押され、

こうした方向が出てきていると思います。 

 小学校からということですが、これが実現するかどうかというところは、まだ未知数なところは

ありますが、実現すれば本村の財政的には大きな助けになります。こうした点も踏まえれば、単価

の改定が必要だと思っております。 

 手続的には、先ほど次長が述べられたように、運営委員会でそれぞれの意見を聴取、あるいは提

案して進めるということになると思いますが、この運営委員会にどういう形で提案するかと、意見

を聞くかということが大事になると思います。 

 いろんな資料を踏まえて、昨年４月から、令和７年度から25円引き上げたけれども、実際はどう

なのかと、そうしたデータも示して大きく引き上げる方向で運営委員会に提案していただきたいと

いうふうに思います。 
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 先ほど述べましたように、国が無償化の方向で、取りあえず小学校ですが進んでいる、そういう

ことを踏まえれば、大きく単価を引き上げても村の財政負担は一定緩和される方向にあると思いま

すので、そのような方向を求めたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────堀教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（堀 一生） 

 再質問にお答えをさせていただきます。 

 単価を上げるための資料の提供についての御質問だったかと思います。 

 これまで、この委員会の中におきましては、過去１年分の給食材料費にかかる金額を、データを

提示させていただいております。その時点の単価との差額をお示しさせていただく中で、今後見込

まれる部分について、なかなか見込めない部分あるんですけれども、これだけ必要じゃないかとい

うことで単価の見直しをしているというところでございます。 

 したがいまして、その点の積算の資料等につきましては十分精査した上で、御提出をさせていた

だきまして、委員の皆様からの御意見を頂戴したいというふうに考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 以上です。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 物価高が続いておりますので、必要な部分についてきちんと単価改定を行って、安全でおいしい

給食を提供していただけるように求めておきたいと思います。 

 それでは、３項目めの質問に移ります。国保の運営について伺います。 

 市町村が運営する国民健康保険、全国的には加入世帯の約４割が年金生活者などの無職、約３割

が非正規労働者で、低所得者が多く加入する医療保険となっております。こうした中、平均保険料

は、４人世帯の場合、同じ年収のサラリーマンの健康保険料の約２倍になっていると言われます。 

 全国知事会や全国市長会などは、加入者の所得が低い国保が他の医療保険より保険料が高く、負

担が限界になっていることを国保の構造問題だとし、これを解決するため公費投入、国庫負担を増

やして国保料、国保税を引き下げることを国に要望し続けております。こうしたことが実現できる

ように、共に力を合わせていきたいと思うところです。 

 さて、政府は2018年度から、それまで市町村ごとに分かれていた国保の財政を都道府県に集約す

る、いわゆる国保の都道府県化を行いました。この制度を変えた最大の狙いは、市町村が一般会計

から国保会計に繰り入れて行っている自治体独自の保険税軽減制度をやめさせ、その分を住民に転

嫁させる、そのことにあったと思うところです。 
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 そのため、標準保険料保険者努力支援制度など自治体独自の公費投入をやりにくくする様々な仕

組みが導入をされました。さらに、保険料の統一化の名で公費投入をやめさせる圧力を強化してお

ります。 

 今回の質問の第１、国保の課税方式の中での保険料、本村は税でありますが、長野県の国民保険

運営の中期的改革方針では、令和９年度に応益割額が著しく低い町村は標準保険料を目指し、段階

的に引き上げると明記をされております。県が目指している応能・応益の負担の割合は49対51です

が、本村の令和６年度あるいは令和７年度、どのような割合となるでしょうか。まずお聞きをしま

す。その上で、県が目指している49対51にすることを本村でも目標とするのでしょうか。目標とし

た場合、どのようなロードマップを考えているのでしょうか。お願いします。 

 次に、子どもの均等割について伺います。 

 子どもの均等割だけではなく、本来人頭税とも言うべき均等割、平等割、これは廃止されるべき

ものと私は考えています。厚生労働省は、国保の保険料について未就学児を対象に一律に実施して

おります軽減措置、これを高校生年代まで拡大する方向で検討に入ったと報道されております。 

 2023年９月末の加入者は、全国的には６歳以下は約50万人、７歳から18歳は約130万人というこ

とです。未就学児の５割軽減は行われていますが、これを拡大する方向というもので、早ければ

2027年４月の実施を目指すと言われております。 

 これらを踏まえて、未就学児は10割軽減を、７歳から18歳までは５割軽減を当面求めたいと思い

ますが、いかがでしょうか。国に先行して実施するお考えはありませんか。前議会で視察をしまし

た神奈川県清川村、2024年度から18歳以下の均等割額の全額を免除しております。埼玉県の小鹿野

町、ここも19歳未満の均等割額を全額減免です。こうした自治体を参考に減免に踏み切りませんか。

答弁をお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 国民健康保険についてお答えをいたします。 

 国民健康保険は、国民皆保険制度の中核を担い、地域医療の確保や地域住民の健康の保持増進に

大変重要な役割を果たしております。しかしながら、近年の急速な高齢化の進行による加入者数の

減少や、医療の高度化、高額な薬剤の保険適用に伴う医療費の増大等により、財政運営は大変厳し

い状況となっております。 

 そのような背景から、平成27年５月に国民健康保険法が改正され、平成30年４月からは都道府県

も市町村と同様に保険者に位置づけられ、県が財政運営の責任主体となって安定的な財政運営や、

効率的な事業の確保等に中心的な役割を担うこととなりました。 

 そこで、まず初めに、保険税の応能・応益割合を令和９年度に49対51にする目標に対して、村の
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令和６年度の割合と今後の進め方についてのお尋ねでありますが、本村の国民健康保険税は、所得

割額から成る応能割と、平等割額と均等割額から成る応益割によって課税されております。 

 しかしながら、今後は長野県が運営主体となるため、令和３年３月に策定した「長野県国民健康

保険運営方針」に基づき、保険料納付金の算定基準となる１人当たりの医療費について、人口の年

齢構成の相違分を補正し、全国平均を１とした医療費指数を、地域の実情を踏まえ、令和９年度ま

でに県下10広域から成る二次医療圏域単位で、まず一本化の統一を図り、さらに令和12年度までに

全県下を一本に統一することとしております。 

 そのようなことから、今後は負担割合の標準税率を応能割49に対して、応益割を51に設定する方

向で進められております。このため、本村におきましては、令和６年度決算ベースを見ますと、応

能分と応益分の割合は64対36ということで、県が示す応能分の割合とは15ポイントの差がございま

す。そのようなことから、村といたしましては、県が示す標準税率に向けて、今後、応益分の均等

割と平等割の課税額を引き上げなければならないものと考えております。 

 このため、来年４月からは子ども・子育て支援納付金制度の導入に伴い、その財源となる保険税

額の見直しが検討されていることから、国保制度を取り巻く状況を勘案しつつ、被保険者数の多い

世帯への影響額や全体のバランスを考慮しながら、必要に応じて激変緩和策なども視野に保険税額

の見直しを検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、均等割における18歳以下の子どもの５割軽減及び就学前の子どもの10割軽減に関する独自

減免についてのお尋ねでありますが、議員お話しのとおり国民健康保険に加入する就学前の子ども

の均等割につきましては、子育て世帯の負担軽減を図る観点から、令和４年４月以降、国・県及び

市町村の公費負担によって半額軽減する措置が講じられております。 

 このことにつきましては、さきに述べた保険料水準の統一方針を踏まえ、県内どこでも同じ保険

料で同じ住民サービスを目指すとして、現在、県内市町村の被保険者間の公平性を確保すべく、統

一に向けて検討が行われているところでございます。 

 このため、18歳以下の子どもに対する均等割の独自減免につきましては、県が目指す保険料水準

の統一方針と異なってしまいますので、議員御提言の村で独自減免することは難しいものと考えて

おりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 他の医療保険において、国保のように応益、つまり１世帯当たり幾らとか１人当たり幾らという

ようなことをベースにして保険料を決める、そうした例というのはありますか、他の医療保険にお

いて。ないとすれば、国保は異常だというふうに私は思うんですけれども、そのようなことについ
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てはどのように思われますか。 

 次に、県が示しています応能割と応益割の件ですが、今、現時点でどうすると具体的なことはお

示しにならなかったわけですが、県が求めている49対51という方向にしないとペナルティーを科さ

れるということは生じてきますか。この点お願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 保険の仕組みについてということでございまして、今の国保と例えば社会保険を比べた場合に、

当然、社会保険というのは所得割といいますか収入割といいますか、そういったもので算定をされ

ていると。そして、また国保は今言ったような応能・応益という形で算定をされているということ

で、当然違いはあるということでございます。 

 それから、今のその負担割合、応能・応益の割合49対51に関するペナルティーがあるのかないの

かということでございますが、今のところ私が承知している段階では、そのペナルティーというも

のは聞いておらないということでございます。 

○議 長（梨本 進議員） 

 山嵜秀治議員に申し上げます。 

 再質問は一問一答という形で、できるだけよろしくお願いいたします。 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 それでは、最初の質問の関係ですね。子どもの均等割云々じゃない前の段階の質問ですが、応

能・応益の関係で、令和６年度の関係でいきますと15ポイントの差があって、これを考えると世帯

割、平等割と均等割を引き上げざるを得ないという御説明だったんですが、どのぐらい引き上げる

か、どういう激変緩和措置をしていくのかということを示される時期はいつ頃になりますか、その

点をお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 先ほどちょっと答弁の中でも申し上げましたけれども、県の動きというのが非常にある意味、計

画はあるんですが計画どおりに進んでいないと私は思っているんですね。そんな中で、当初、私は

令和９年度を１つの目安としておったんですが、令和９年度といいますと、もうあと２年しかない

わけで、この２年間でこの引上げをしていくということは非常に難しいかなという考えを持ってお

りまして、できれば私の中では令和11年ぐらいを１つの目安として、そこの段階までで順次やはり

引き上げていけばいいかなという、そんなロードマップといいますか、考え方をしておりますので、
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よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 県が示している49対51、これと大きく離れている自治体というのは多数あるわけなんですよね。

そうした中で、今、村長の言われたようなことが生じてくると私も思います。令和９年度に統一し

ていくということになると、村長は２年と言われましたけれども、実質１年ちょっとしかないわけ

ですよね。その中でこれだけの差を埋めるということは非常に厳しいと思います。 

 もともと国保は、都道府県化されても、地方自治の本旨あるいは条例の制定権を定めた憲法の下

で、自治体が独自の集め方をする、そのことは可能だというふうに私は思っています。つまり、県

が示している49対51に、そこに縛られることなく村独自として、やはり県から示されてきている納

入金といいますか、県に納めるそのお金をどういうふうに集めていくかということは、村独自に考

えていけばいいことではないかと思いますが、その点をお願いしたいと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 今の納付金の負担の話でございますが、村独自で率を定めて必要な額を県に納めたらどうかとい

うことでございますが、やはり先ほど申し上げましたように、県はやはりどこの市町村においても

統一化をしていくんだというようなことを言われております。 

 そんな中で、今、現状、実は高山村の場合に、先ほど申し上げましたように、64対36という数値

になっております。ただ、この加入者といいますか、被保険者というのは、やはり事業者といいま

すか農家とか、そういった感じの方も多々おられるわけでありまして、今、ある意味、農業所得と

いうのは非常にぶどう等を中心にいいわけでありまして、これが今後どういうふうに推移をしてい

くかと、それによってもまた今の率というのが変わってくるかもしれません。 

 そんなことも考慮する中で、まだまだちょっと今の段階ですぐという話にはならないかもしれま

せんけれども、ただ、やはり村とすれば、これから県が運営主体になっていくわけですから、やは

りある意味、運営主体の方針に基づいていかなければいけないだろうなと思っておりますし、その

今の応能と応益の割合というのが本当にどういう形が望ましいか、できれば私はそれに近づけたい

とは思っているんです。 

 そんな中で、今後の推移というものも考えていかなければいけないなと思っておりまして、いず

れにしろ令和８年度以降、４年ぐらいの中で、いずれにしろ段階的にやっぱり考えていきたいと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 
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─────山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 いずれにいたしましても、国保税は高いというのが加入者の一般的な感想なんですね。そこを踏

まえて、たとえ僅かでも国保税を軽減して、負担の軽減につながるようなことを求めて、質問を終

わりたいと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で山嵜秀治議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。 

 ただいまから15分間休憩します。 

 会議は午前11時20分に再開します。 

午前11時06分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時20分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

─────１番 藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 よろしくお願いします。 

 通告に従い、２つの事項について質問させていただきます。 

 まず、山田温泉から山田牧場にかけての防災体制について質問させていただきます。 

 山田温泉から山田牧場にかけては、高山村の観光資源が集中している地域であります。山田温泉

には、大湯を中心に宿泊旅館や土産店が並び、高山村の観光における拠点とも言うべき場所になり

ます。その先に行きますと、村の指定名所である雷滝や八滝などがあり、秋には松川渓谷の紅葉を

見に、県内外から大勢の皆様が訪れます。 

 また、松川渓谷温泉、五色温泉、七味温泉とそれぞれ特色のある温泉が点在し、その先の山田牧

場へと続いてまいります。笠岳南西麓に広がる山田牧場は、春から秋にかけては牛が放牧され、昼

は上信越の雄大なパノラマを望むことができ、夜には満天の星を見上げるなど、大自然の景観を堪

能することができます。冬にはスキー場として活用され、スキー、スノーボードや様々なアクティ

ビティを楽しむお客様に大勢来ていただいております。 

 このように、大勢の皆様が訪れる山田温泉から山田牧場にかけての地域ですが、防災といった側

面から見てみますと十分ではないと感じる部分がございます。 

 まず、携帯電話の通話可能エリアについてですが、山田温泉から上の地域において、携帯キャリ

アによっては通話に支障が出ていたり、そもそも電波の届かないエリアが存在したりしています。
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今後は、衛星通信を介した通信サービスも利用可能になっていくようですが、今すぐ問題の解決に

はならないと思われます。電波が届きにくいという状況は、そこに住んでいる地域住民、また、観

光客への利便性や防災に対する備えとしては不十分ではないでしょうか。 

 ＮＴＴドコモ、ａｕ、ソフトバンクのいわゆる大手携帯３社について、村では携帯無線基地局が

どこにあるかということは把握していると思われますが、この山田温泉から山田牧場にかけて、ど

の辺りで電波状況が悪いかどうかを把握しているのかどうか、こちらをまず１つ目の質問としてお

聞かせください。 

 次に、山田温泉から山田牧場にかけては、電線や電話線が県道に沿って敷設されております。倒

木や災害などでの断線もありますし、大規模な災害に見舞われますと県道自体が通れなくなること

もございます。冬場に地震などの要因で県道が通行不能になり、電気通信が寸断されるような事態

が起きてしまえば命に関わることも想定されるわけですが、そういった最悪の事態に備えた避難体

制ができているのかどうか、避難体制の現状と今後の予定を２つ目の質問としてお聞かせください。 

 ３つ目の質問ですが、先月11月３日に発生した降雪による倒木で、五色温泉から山田牧場におい

て、午後６時40分頃から停電となり、五色温泉の宿泊客が避難するといった事態が発生しました。

22時ぐらいには復旧したとのことですが、今回は職員が役場に参集して対応に当たったとお聞きし

ました。このときの対応内容と改善点があればお聞かせください。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えいたします。 

 山田温泉から山田牧場にかけての防災体制についての御質問でございます。 

 議員お話しのとおり、山田温泉から山田牧場にかけては観光資源が集中し、特に秋の紅葉シーズ

ン、スキーシーズンには多くの観光客が訪れております。しかしながら、この地域は県道豊野南志

賀公園線の１本の道路で結ばれておりまして、特に冬期間は牧場から上が通行規制により山ノ内側

へ通り抜けることができないため、袋小路となってしまいます。このことから、これまでも道路へ

の土砂流出や倒木などにより、交通障害や停電が発生するなどの災害が発生しております。 

 そこで、この地域での大手携帯３社の不通エリアの把握についてでございますけれども、大手携

帯３社、ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、ソフトバンクにつきましては、ウェブ上で通話可能エリアが公

表されておりますけれども、これによればおおむねこの地域はカバーされているということに見え

ますけれども、実際には山の影や渓谷の中に入ってしまうと不感地帯があるということを確認して

おりますし、想定もしております。 

 次に、災害発生時の避難体制の現状と今後の予定でございますが、この地域で災害が発生した場

合ですけれども、山田牧場区につきましてはカリヨンホールを指定避難所としており、近くの備蓄
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庫には毛布、ポータブルトイレ、発電機、暖房器具などを備えておりますので、有事の際には活用

していただくことができます。 

 また、七味温泉、五色温泉につきましては、いずれも宿泊施設のため早急に避難することは想定

しておりませんが、ただし下流域で自然災害が発生し県道等が通行止めとなった場合を想定します

と、まずは防災ラジオや屋外無線機を使用し、随時、正しい情報を伝えることに努めていきたいと

考えております。 

 そして、夏期については村道鎌田入線を通行して下山していただくか、県道を通行し山ノ内側へ

抜けていただく方法が考えられます。県道が冬期閉鎖期間中の場合には、孤立状態となってしまい

ますが、ほとんどの村民は宿泊施設を運営されておりますことから、食料や飲料水、燃料などは一

定量保管されているものと考えられますので、直ちに避難を始めることはあまり適切ではないと考

えております。 

 また、日帰りのスキー客などにつきましては、一時的に宿泊施設などに身を寄せていただくなど

の対応が必要であり、この場合、まずは正しい状況の把握、道路等の復旧見込みを把握した上で関

係機関と対応を協議し、避難方法を検討してまいりたいと考えております。さらに、状況によりま

しては、ヘリコプターを活用した観光客や住民の輸送も選択肢として検討する必要があるものと思

っております。 

 次に、11月３日の倒木によります停電に対する村の対応、それから改善点についてでございます

が、去る11月３日、県道南志賀公園線の雷滝と五色温泉の間で着雪によると思われます倒木が発生

し、中部電力の電線が断線し、五色温泉から山田温泉の地域で停電が発生しました。 

 このときの対応でございますが、第１報は牧場区の区長から午後６時40分頃、「周囲が停電して

いる」との情報が役場に寄せられ、直ちに防災担当者が出勤し、中部電力のホームページで確認し

たところ停電情報がまだ出されていないため、中部電力に問い合わせたところ、中部電力でもまだ

停電を把握しておりませんでした。その後、中部電力では状況を把握し、午後７時頃に現場に向か

ったとの連絡を受けております。 

 このため、村では防災担当者から村長を始め関係職員へ情報が伝達され、初動対応として私も午

後７時頃には登庁し、関係職員と共に対応に当たったところでございます。特に、住民、観光客の

安全を最優先する立場から、孤立地域で取り残されている人員の把握を最優先しました。区長様の

御協力をいただくなどして、体調の優れない方や高齢で避難が困難な方がいるかなどの情報収集と

ともに、暖房をどのように確保しているかなどを確認したところでございます。 

 その後、孤立状態を解消するための対応として、県道を管理する須坂建設事務所へ状況を報告す

るとともに、倒木の撤去や除雪を行い、通行を確保するよう要請いたしました。あわせて、県長野

地域振興局や県危機管理部へは災害情報を随時連絡し、孤立状態が長引いた場合も視野に情報共有

に努めたところでございます。 
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 そして、午後８時頃には情報収集のため職員を現地に向かわせるとともに、さらに状況が悪化し

た場合に備え、役場内で灯油を小分けしたポリタンクや飲料水の準備をしたところであります。そ

して、午後８時12分には、中部電力から依頼を受けた電気事業者から、雷滝の上で直径30センチほ

どの倒木があり、通行できないとの情報提供がありました。 

 その後間もなく、県道の倒木は須坂建設事務所から要請を受けた事業者によって撤去され、午後

11時20分には停電も復旧したことから、村では午前零時に水道水源の復旧を確認した後、職員を解

散しました。翌朝には現地確認や各地区に赴き、問題のないことを確認した上で、この件に関する

対応を終了いたしました。 

 次に、改善点でございますが、まず１つ目は、道路等への倒木を未然に防ぐために、沿道への倒

木のおそれのある樹木につきましては、伐採をするなどの対応を進める必要があると考えます。 

 そして２つ目は、備蓄品の分散保管など、備蓄の在り方の検討が必要と考えております。 

 ３つ目は、村の災害対応としまして、職員参集の在り方や災害対応に必要な備品をさらに充実す

る必要があるものと考えております。 

 したがいまして、今後とも災害が発生した場合は初動対応が重要と考えておりますので、総合防

災訓練を始め、職員を対象とした訓練を積み重ねることが重要と考えておりますので、御理解を賜

りますようお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 まず、１つ目の再質問になります。 

 不通エリア解消のため、大手携帯３社等で、携帯基地局の増設などの計画は今のところございま

すでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 現時点において、村として大手携帯３社に基地局の増設を要望する考えはございません。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ただいま、携帯各社に要望することはないということでございましたけれども、それはどういっ

た理由になるのでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 
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○副村長（小林信彦） 

 大手携帯３社の基地局の位置については情報提供を受けておりますけれども、山田牧場以外にも

何か所か設置しておりますが、それ以上小まめに設置しても不感地帯を全部解消する状態には至ら

ないというふうに考えますし、万が一、災害が発生して、基地局等の被害、または停電等によって

通話ができない場合については、移動通信局を出動していただいて対応していただく、そういうこ

とを想定しております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 今、実際に山田温泉の地区において、住んでいる人たちはもちろん、何か用事があって山田温泉

のほうに携帯電話をかけてもつながらないということを役場職員の方からも聞いていますが、その

辺の改善はどのように考えていらっしゃいますでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 基地局の通話エリアですけれども、直線、見通しの利く距離では数㎞に及ぶというふうに考えて

おりますので、それと職員が現地に例えば災害対応で赴く場合には、防災無線を利用して対応して

いきたいと思っております。よろしくお願いします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 では、２つ目の質問についての再質問ですが、観光客に対する避難誘導は、職員等、災害が起き

たときとかは行けないわけですけれども、そういった場合は観光施設や宿泊施設の方に任せている

のでしょうか。それとも、村として何か施設に対してどういうふうな避難をするというような指導

みたいなものはしているのでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 お答えします。 

 観光地につきましては、宿泊施設というものは一般家庭と違いまして、先ほども申し上げました

とおり、食料、飲料水、燃料等については一般家庭よりも多く保管されていると考えるのが一般的

です。また、そのために早急に避難を開始するということは、今回は夜間の場合でしたから適切で

はないという判断に至っております。いずれにしましても、日頃からそういう宿泊施設、また、そ
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ういう区と連携を図っていくことが重要と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 先ほど答弁にもありましたが、牧場への道路が寸断されたような場合、ヘリコプターでの救助が

必要になるということを答弁されましたが、実際に毎年ではなくても、例えば県警のヘリコプター

や、消防の防災ヘリコプター、実際に来てもらって発着陸や避難訓練をするような計画はございま

すでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 冬期間のヘリコプターによる救助訓練につきましては、今後、検討の余地はあると思いますけれ

ども、県の防災ヘリにつきましては、冬期間はいわゆる車でいう車検に入っておりまして、なかな

か対応が難しいと思いますので、県警あるいはドクターヘリという部分については、今後課題とし

て捉えさせていただきます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ３つ目の質問に対する再質問になります。 

 今回は突発的な事案であったため、職員災害対応マニュアル等をベースにして臨機応変な対応を

取られたかと思います。ただ若干、不安を感じるのは、なかなか、村内に居住されている職員の方

が少なくなってきた中で、参集の即応性についてどうなのかということを、問題なく対応できてい

るのかということも、確認も含めてお考えをお聞かせください。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────小林副村長。 

○副村長（小林信彦） 

 議員御指摘のとおり、私も村内在住職員が少ないということは、いざというときに初動体制が遅

れるのではないかという危惧がございましたが、今回につきましては村内在住職員または村外の職

員も必要に応じて参集していただきまして、初動が遅れたということはございませんでした。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ありがとうございました。副村長におかれましては、危機管理や防災に関しまして長年携わって
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こられましたので、そのノウハウを生かして今後の防災に共に努めていっていただければなと思い

ます。 

 続きまして、２つ目の項目の質問になります。 

 ガソリン暫定税率廃止による村の財政運営への影響見通しということで、昨今の物価高対策とし

て、暫定税率廃止法が今国会、11月28日に参議院本会議で全会一致で可決成立し、ガソリン税の暫

定税率が12月31日に、軽油引取税の暫定税率が来年４月１日に廃止されることになりました。この

ことにより、家庭負担の軽減と物流、公共交通、また、企業、産業における経費の削減が大きなメ

リットとして期待されるところでございます。具体的には、１リットル当たりガソリン代は25.1円、

軽油代は17.1円の税負担が減るため、消費者や運送業者の燃料費が削減され、家計の可処分所得増

加や企業のコスト削減による物価抑制効果が期待されます。特に高山村での生活には車が必要不可

欠でありますから、燃料価格が低くなることは我々一般消費者にとっては大変喜ばしいことですし、

事業者の皆様も大いに恩恵を受けることになるのではないでしょうか。 

 しかしながら、暫定税率を廃止することにより、国の税収減は年間でガソリン税のみで１兆円程

度、来年４月１日に廃止される軽油引取税も含めると１兆5,000億円に達すると試算されておりま

す。そして、地方自治体に目を移すと、ガソリンの暫定税率25.1円が廃止されると、その一部を原

資としていた地方揮発油税の上乗せ分も消滅し、結果として地方自治体に配分される地方揮発油譲

与税が機械的に減少するということを意味します。 

 国はおおむね１年をめどに代替財源の最終案を決めるということですが、現時点では具体策は示

されていない状況であります。令和７年度高山村一般会計予算書には、地方揮発油譲与税として

1,300万円が計上されておりますが、来年度以降、この地方揮発油譲与税が大幅に減少されること

が予想されます。我々庶民からすれば、1,300万円という金額はとても大きな数字です。それが減

少することによって、行政サービスの低下につながるのではないかと懸念されるわけですが、今後

の見通しや想定される影響について質問させていただきます。 

 まず１つ目に、地方揮発油譲与税1,300万円が幾らほどの減収見込みとなるのか。 

 ２つ目に、地方揮発油譲与税は今までどのような事業に充てられていたのか。特定の事業に全額

充てられていたのか、一般財源として様々な事業に振り分けられていたのか。 

 ３つ目に、減収となった場合の代替財源の見通しは何かあるのでしょうか。 

 ４つ目に、行政サービスの低下につながるようなことはないのでしょうか。 

 以上について答弁をお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ガソリン暫定税率廃止による村の財政運営への影響見通しについてお答えいたします。 
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 ガソリンの暫定税率は、1974年、オイルショックによる財源不足を解消し、高度成長期に道路整

備を進めるため、本則税率に上乗せする形で、当分の間の措置として、いわゆる暫定税率が導入さ

れました。 

 このため、この暫定税率は道路整備を進めるための財源でありますことから、道路特定財源と呼

ばれており、毎年行われる税制改正で延長し続け、実質、恒久化しておりましたが、平成20年度に

一般財源化する方針が決定され、平成21年４月には道路整備特別会計が廃止されました。 

 これまでも、この暫定税率の廃止について議論がありましたが、今回は与野党６党の合意を経て、

11月28日に参議院本会議で可決成立いたしました。ガソリンの暫定税率は、本年12月31日をもって

廃止、軽油の暫定税率については来年４月１日に廃止されます。 

 なお、ガソリンの暫定税率は１リットル当たり25.1円、軽油は１リットル当たり17.1円の引下げ

となることから、急激な引下げを避けるため、補助金により調整を行うこととしております。 

 そこで、まず初めに、減収が予想される項目と金額についてのお尋ねでありますが、対象となり

ます地方揮発油譲与税は、県の試算によりますと、令和７年度、村においては1,076万9,000円と見

込まれております。この譲与割合は、本則税率分が4.4円、暫定税率分0.8円ですので、これを基に

試算いたしますと、約911万円の収入となりますことから、差引きで約165万円の減収が見込まれる

と考えております。 

 次に、地方揮発油譲与税の税収は今までどのような事業に充てられていたのかとのお尋ねであり

ますが、先ほども述べましたように、暫定税率が導入された昭和49年は、いわゆる道路特定財源を

確保する目的でガソリン税が引き上げられましたが、この間、村では多くの村道や橋梁整備などの

特定財源として活用してまいりました。 

 しかしながら、平成21年に暫定税率の存続意義を根底から覆す制度改正が行われたことにより、

長年の聖域であった道路特定財源制度が廃止されました。このため、廃止以降はガソリン税収が使

途を限定されない一般財源に組み込まれたことから、地方揮発油譲与税を村では特定の事業に充て

ていないのが現状であります。 

 次に、減収となった場合、代替となる財源は何か考えられるのかのお尋ねですが、本村が加盟す

る全国町村会など地方６団体等では、政府に対しガソリン税の暫定税率の廃止によって失われる財

源を確保するよう要請活動を行っております。今後は、国の動向を注視するとともに、本村におい

ては既に新年度予算編成に先行して取り組んでいる全ての事業の費用対効果の検証と、事務事業の

見直しを行うなど、影響の低減に取り組んでおりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、行政サービスの低下につながるようなことはないかとのお尋ねでありますが、全国町村会

等では、代替財源が確保されないまま廃止が実施されると、地方行政が機能不全に陥る懸念を表明

しており、ガソリン暫定税率廃止による減税効果は、特に自動車の利用頻度が高い地方ほど大きく

なりますが、同時に減収がインフラ維持に与える影響も大きくなります。 



－91－ 

 したがいまして、村といたしましては、国と地方の財源配分の在り方を根本から見直す機会と捉

え、町村会などを通じて要望活動に参加するとともに、減収が行政サービスの低下に直結すること

のないよう、事業実施に当たっては国や県などの補助金の確保に努め、最少の経費で最大の効果を

得られるよう努力してまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 質問１に対しての再質問ですが、来年度169万円ほどの減ということですけれども、例えば国か

らの代替財源がなかったとすれば、再来年度以降はゼロになるということでよろしいでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

 藤沢議員に申し上げます。 

 もう一度ちょっと明確にお願いいたします。 

○１番（藤沢和人議員） 

 減収の見込みが1,076万9,000円、来年度の見込みがそんな数字じゃなかったでしたっけ。それが、

再来年度以降、このまま地方揮発油譲与税の代替がなかったとすれば、再来年度以降はそれがゼロ

になるということでよろしいんですかね。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山﨑総務課長。 

○総務課長（山﨑久志） 

 ただいまの御質問の関係でございますが、数字の整理を一旦させていただきたいと思います。 

 先ほど答弁申し上げました地方揮発油譲与税1,076万9,000円と申し上げましたのは、令和７年、

今年度の収入見込みというか、現在県で試算されている数字となります。そして、その暫定税率分

を廃止に伴って試算いたしますと、165万円ほどの減収になるのかなという試算でございます。本

当に概算というところでありますので、およその数字という捉えで現時点では考えておりますが、

よろしくお願いします。 

 それで、その３年後にはゼロになるのかというところのお話でございますが、現時点の考え方と

しまして、試算した165万円の減収が見込まれる、この部分について代替の国の何か制度が加わり

ますと、この165万円の部分について減収にならないということになります。しかしながら、まだ

その国のほうの考え方も不透明でございますので、要望活動をお願いしていきたい。 

 その中で、現時点では来年度予算に向けまして事務事業の見直しをして、やはりこの減収となる

分をほかの事業に影響のないように取り組んでまいっているところでございますので、よろしくお

願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 
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─────藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 この減税措置によって経済がうまく好転して、それぞれ皆さんの所得も上がって、事業者の方も

経営が安定し、それぞれ安定した税収が見込まれれば大いに結構なことではありますけれども、村

の財政も厳しい状況かと思われますけれども、しっかりした安定した財源を確保して、できる限り

住民サービスの低下につながることがないよう要望いたしまして、質問を終わらせたいと思います。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で藤沢和人議員の質問を終わります。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午後１時に再開します。 

午前11時56分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

─────６番 黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 通告に従い質問をいたします。 

 私からは鳥獣被害対策についてお伺いいたします。 

 今年は、全国的に熊の人身被害や目撃情報が異常に多発している年だと思われます。昨日も野沢

温泉で雪かきのときに熊に襲われたという被害が報告されました。全国的に人身被害はもう200件

近く、死者も13人ほど出ています。県内の人身ももう十数名になっていると思いますが、死者も１

名、そんな形で今年は非常に多い年ではないでしょうか。 

 高山村でも昨年は熊の人身被害が堀之内であり、目撃情報など前年の２倍と言われました。しか

し、今年はさらに鳥獣被害や目撃情報が多いと感じます。併せて捕獲も多いと思われますが、やは

り村民の中では情報発信が不十分ではないかという声が、村民の間から私も聞かれます。また、問

合せもいただいております。 

 熊や猿など河川を利用して移動すると言われていますので、橋梁脇、やはり河川の脇の雑木や耕

作放棄地の雑草、荒れ地の木などのいろいろ、そういう荒れ地のところが動物のすみかになってい

ると思います。 

 先日の新聞でも、熊の生息域と人間の生活空間を分けるゾーニングについて、県は、導入してい

ない市町村に対して、来年度中に導入に向けた検討を求めるという新聞記事が載っていました。た

だ、地権者の問題や、その交渉、各ゾーンの線引きや、また、維持管理、予算、人員、住民の協力
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など、乗り越えなければならない課題は多く、一筋縄ではいかないんではないかということが書か

れていました。 

 高山村でも恒久電柵の周りの雑木も大きくなり、地区での管理も高齢化などで行き届かない問題

点などもあります。やはり動物との生活境界線を今以上に広くするなどの対策が必要と感じますが、

ここで質問いたします。 

 今年の熊や猿等の鳥獣被害や鳥獣捕獲は、近隣市町村も合わせて現状はどうなっているのでしょ

うか。 

 ２つ目、熊や猿の目撃情報の村民への注意喚起や情報発信が不十分と感じるとの声が、村民から

いただいております。情報無線の時間帯などの活用方法や、飯山でも進められていると思いますが、

スマホなどでの確認方法など対策が必要と思われますが、いかがでしょうか。 

 ３番目、玄関などに取り付けるセンサーライトは、人間の生活圏を動物に感じさせるものの一つ

です。また、防犯のためにもチラシ等の注意喚起や補助金なども対策が必要と思われますが、いか

がでしょうか。 

 ４つ目、高齢化により恒久電柵の管理が行き届かない、そんな地区も多くなっています。雑木も

大きくなり、地区での対応はできなくなってきている。村の対策が必要と感じますが、いかがでし

ょうか。 

 ５つ目、耕作放棄地や荒れ地の雑木や雑草は、動物の隠れ場所になっています。土地の所有者の

問題もありますが、一歩踏み込んだ対策が必要と感じます。これは行政だけではなく、地区や各委

員会、併せて村民との協力や連携が必要と感じますが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 鳥獣被害対策についてお答えいたします。 

 環境省の速報値によりますと、本年４月から10月末までの熊による人身被害件数は全国で177件、

被害者数は197人で、いずれも記録のある平成18年度以降の同期比で過去最悪であったと発表して

おります。一方、県内では15人が被害に遭うとともに、１名が亡くなっており、被害が深刻化して

おります。 

 また、熊被害などへの対策として「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」の改

正により、本年９月１日から緊急性、必要性が高い場合は、人の日常生活圏での発砲が認められま

した。この緊急銃猟により発砲に至った事例は、11月28日時点において全国で40件という状況であ

ります。 

 そこで、まず初めに、今年の鳥獣被害などの現状についてでありますが、本年４月から11月末に

おける村内での熊による農作物への被害報告は６件で、昨年より３件多く、猿は４件で、昨年より
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１件少ない状況であります。 

 捕獲頭数は、熊が13頭で猿は５頭でありますが、このうち熊については昨年の４頭と比較して大

幅に増加しております。また、本村と隣接する須坂市、小布施町にお聞きしたところ、須坂市では

熊の捕獲頭数が昨年より増加しておりますが、小布施町では例年と大きな増減はないということで

ありました。 

 次に、熊や猿の目撃情報の村民への注意喚起や情報発信についてのお尋ねでありますが、村では

集落付近における熊の目撃情報があった場合、村ホームページで情報を提供するとともに、住民に

被害が生じる危険性が高いと判断した場合には、速やかに情報無線により注意喚起を図っておりま

す。 

 また、県が公開しているツキノワグマ情報マップへの掲載や、スマートフォンのアプリ「けもの

おと２」への熊の目撃情報を提供しており、今後も様々な媒体を通じて情報提供に努めてまいりま

す。さらに、人への危険があると判断した場合などには、警察に通報し、警察を通じた情報提供を

行っていただくことも大変有効と考えております。 

 次に、センサーライトへの補助金などの対策についてのお尋ねでありますが、熊よけのためにセ

ンサーライトを設置している事例があることは承知しておりますが、専門家や他の自治体での事例

から、初見では驚かせる効果があるものの、熊は学習能力が高いことからすぐに慣れてしまうとい

う評価があります。したがいまして、自己防衛策の一つとして設置いただくことは差し支えないも

のと考えますが、センサーライトは大変安価で購入できるものもあり、村として補助制度を創設す

ることは考えておりませんので、よろしくお願いいたします。 

 次に、高齢化による電柵の管理についてのお尋ねでありますが、村では電柵を管理する団体に対

し、維持管理に係る身体や経済的負担を軽減するため、平成31年度から電気柵維持管理交付金制度

を創設し、支援を行ってきております。今後も、この交付金を有効活用いただき、維持管理に御協

力を賜りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、耕作放棄地や荒れ地への対策についてのお尋ねでありますが、村では耕作放棄地対策とし

て、国の多面的機能支払交付金事業や中山間地域直接支払交付金事業のほか、村単独事業である耕

作放棄地再生対策交付金事業や電気柵周辺の緩衝帯整備事業などを実施し、地域の皆様とともに有

害獣を寄せつけない環境づくりに努めております。 

 これらの対策を引き続き実施し、被害の発生を防止するとともに、国や県において人と熊との適

切なすみ分けの徹底や、人の日常生活圏に侵入した熊の捕獲の強化など、熊被害への対策が強化さ

れておりますことから、最新の情報収集に努め、有効な対策を講じてまいりたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 
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○６番（黒岩清道議員） 

 １つ目の①から再質問させていただきます。 

 現状は非常に増えているというのはあるんですが、これ１度、高山のホームページに載ったと思

うんですが、これが今確認できないんですが、それはどういうことでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 ホームページには、熊の出没状況や、その後の村の対策等について載せさせていただきました。

一旦、11月の14日か15日から狩猟期間に入りましたので、一旦そこをもって区切りとしてホームペ

ージでの提供はやめたといいますか、閉じたという状況であります。ただ、今後ももし野沢温泉の

ような事例があるとすれば、しっかり注意喚起を図っていきたいということで考えております。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 分かりました。 

 それでは、２つ目の質問でありますが、この情報発信というのが、やはり多くから聞かれるのが、

多分危険度があるときには早々に情報発信を情報無線でするとは思います。しかし、畑に行ってい

るとか仕事に行っている人たちが、あした畑に行こうと思ったら、その近辺に出ていたという情報

がその人には入らないので、できればこの時期だけでも、危険があるときには、いついつどこどこ

で出ましたということは、１日、２日の間には夕方でも発信してもらうことはできないでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 先ほども答弁で申し上げましたけれども、危険性が高い場合には速やかに情報無線で対応し、職

員や猟友会の皆さんの御協力をいただいて現地で対応しているような状況であります。今年寄せら

れた情報の中には、スマートフォンで写真を撮って、道路上を走っている情報等が寄せられますと、

これは確実に熊が出没しているということが分かるわけですが、なかなかその信憑性といいますか、

疑うわけではありませんけれども、熊かどうかが分からない情報も正直多い中で、職員が現場に行

って確認すると、どうも足跡を見る限り熊じゃないよというようなケースも正直あります。 

 その辺で、どんなふうに情報提供をしていけばいいのか、どういった形が適切なのかは、正直ケ

ース・バイ・ケースで判断をしておるわけでありますけれども、やはり熊に対する不安を払拭する

ためには、現状よりもやはり対策は強化していく必要があると思っておりますので、そんな中で、

どんなやり方がいいかは、また引き続き考えさせていただければと思いますので、よろしくお願い
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いたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 多分、例年より何倍も増えてくると、どういう対応が一番いいのかというのは非常に問題視され

るところでありますが、情報発信について横のつながりもしっかり持ってもらうようにお願いした

いと思うんですが、それは小学校とか中学校では「ｔｅｔｏｒｕ」がありますよね。ああいうもの

も保護者などに連絡するには、登校とか下校のときに危険があるというところも、やはりそういう

ところで注意喚起するということも１つの案だと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 ありがとうございます。 

 先ほども答弁で申し上げましたけれども、例えば県が公開をしているツキノワグマ情報マップで

すとか、そういったものも活用したり、警察への通報も有効だろうというふうに考えておりますし、

うちも小中学校の子どもがおりますので、「ｔｅｔｏｒｕ」で情報が来るのは非常に便利だなと思

っている部分もあります。 

 小中学校での運用方法等、ちょっと考えなきゃいけない部分はありますけれども、活用できるも

のは有効に活用していけたらというのが考え方でありますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 やはり、そういう情報発信というのは縦割りじゃなくて、やはり村民のことを考えたところで垣

根を超えて、横のつながりもしてもらいたいなということで思っております。 

 一つ、県の情報をスマホで見られるのは、意外と遅かったりとか、これ先月のことでしょうとい

うようなものまでがあって、今日も朝見てきたときには、ちょっと時期がずれているんじゃないか

と。だから、情報発信というのはすぐ、昨日、今日でもそうなんですが、その辺の情報の発信のこ

とも、あまり先月のことを書かれても何の意味もないというところもありますので、その辺はやは

り研究していただきたいなと思います。 

 ３番目の、センサーライトについては、慣れるということは正直分かっていますし、補助金は出

ないだろうというのは思っていますが、やはりこのライトがあるなしで動物との境界線とか、そう

いうものも、正直、動物も感じてもらえますし、住んでいる私たちも感じるわけです。 

 これ、なぜこういうこと言うかというと、私も毎朝、新聞配っています、50軒ほど。実際には、
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この日が短いときには非常にありがたいんです。自分でライトをつけていかなきゃならないんです

が、自分の前方しか見られないので、やはりライトがあると非常に安心です。これは新聞配達だけ

じゃないですけれども、広報「たかやま」を配ったりとか、区の役員さんたちが配っていることに

対しても、やはりライトがあるということがよろしいかなと思うんですが、これチラシの注意喚起

ということを書いておいたんですが、やはり先ほどの情報発信の仕方とか、また、情報の見方とか、

また、センサーライトとか、また防犯について、こういう形で注意喚起やそういうものをまとめた

チラシというものは発行してもらえることが検討できるのか、その辺ちょっとお聞きしたいです。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 チラシの発行についてでありますけれども、ちょっと熊とは異なりますが、今年、鳥獣被害の中

ではカラス被害に対する注意喚起というのを、農業者の皆さん中心にですが、村で独自のものを作

成して配布をした経過がございます。 

 そういった点から考えると、有効なものを作って配布をするというのは大変効果があるというふ

うに思いますので、また、ほかの部署、防犯ですとか、そういった関係も絡んでこようかと思いま

すので、その辺と検討できればというふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 ぜひともそのチラシなど、注意喚起というのは農業者だけじゃなく、全戸でやはり意識してもら

うということが大切だと思っていますので、その辺もよく検討していただきたいなと思います。 

 ４つ目の再質問に移ります。 

 やはり緩衝帯というので相当昔よりは、以前よりは広く持ってくださいということでやっている

んですが、やはりそこまでやるにはなかなか、人件費、また、業者を頼むには費用がかかる、正直、

牧の恒久電柵を全部管理して草刈りやると、見積もりしたときに200万超しているんですよ。 

 それを区の役員とかでいろいろやっているんですが、今現在、それ以上に、その先の雑木が大き

くなってきて、かぶさってきていると。こういうのはもう、正直なところ区の役員ではやりようが

ないと。業者を頼むという形になりますので、その辺も１つの岐路、この辺、管理費というのもあ

りますけれども、やはりその辺も含めて検討していただけることはできないでしょうか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 電柵の管理については、周辺の除草ですとか、支障木の除去、通電点検等に関する維持管理費と
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いうことを補助する目的で、先ほど申し上げました電柵維持管理交付金、平成31年度から制度を創

設しております。 

 支障木の除去も、この交付金の使用目的ということで交付させていただいておりますが、なかな

か大きな木ですとか、広範囲にわたるものは、今、１キロ５万円という交付単価ではなかなか足り

ない部分もあるかもしれません。そういったものについては、先ほど耕作放棄地の対策の中でも御

答弁申し上げましたように、電気柵周辺の緩衝帯整備事業というのを村の独自財源や森林環境譲与

税を活用して順次進めております。 

 あまりにも規模が大きいようなものについては、また個別に御相談いただければ、村としてどん

な対応ができるのか、また検討してまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 そのあたりも、区の役員さんも知らないというところもありますので、その辺もまたやはり逐一

教えていただく、役員さんも年々替わる地区もありますので、そういうところもやはり丁寧に説明

していただくことも必要かなと思います。 

 ５番目の再質問をいたします。 

 いろいろ、これ対策をしていきたいと、先ほどもありましたけれども、県のゾーニングとか、そ

ういう問題もありまして、やはり協力していく地区も、また地権者も、そういうこともあるとは思

います。ちなみに、私も南志賀から大前須坂線、そば屋さんから上100メートルぐらい、また私の

家に入るところ、大体、県の土地だったり地権者が須坂に移ってしまったり、そこでは、以前も一

般質問で出したんですが、熊が、今、音を出す機械をつけてもらっていますが、熊の寝泊まりする

場所であったりしたわけですよ。自分の腰ぐらいの草が生えていると、大体、草刈りをするとそこ

にこうやって穴が空いているんです。そういうこともあって、ここ10年ぐらいは年に２、３回、除

草剤を自分でやったりとか、今回も、景観の関係じゃないですけれども、県の補助金もなかなか出

なかったのか、県道の、意外と歩道が、草刈りが遅かったというので草刈り、除草剤、独自でやり

ました。 

 でも、これは議員さんがやればいいだろうと皆さん見ている人もいるんですよ。そうではないの

で、やはり皆さんと協力していかなきゃいけないので、その辺の対策をやはり地区と、また、おて

んま事業とか、そういう何かの補助金で区にも促すようなことを対策は考えていらっしゃいますか。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 地区と地域との連携というようなお話かなと思っております。 
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 村では、先ほど来申し上げている電柵の管理団体への交付金の交付ですとか、御意見をお聞きし

たりということはしておりますが、なかなかその全てをすぐ反映できているか、把握できているか

というところは、もしかすると足りない部分があるのかなというふうにも思っております。 

 ただ、全て村がやるというのは、なかなか現実的に難しいところもございますし、協働の村づく

りというと一言で終わってしまうわけですけれども、やはり村ができる部分、そして地域の皆様に

御協力いただける部分は、やはり御協力いただくということが基本なのかなというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 最後に村長に再質問いたします。 

 今の荒廃している荒れ地とか、また、昨日の答弁でもありました美しい村連合とか、ユネスコエ

コパークとか、そういう形で、やはり地域と一緒に協力していかなければいけないところが多々あ

ると思います。 

 これには、私たちも木を切ってくださいよと、ただ行政に言うだけじゃなく地域と連携するとか、

また、それを吸い上げる、何か形をつくらないとまずいのではないかなと思っています。それも含

めて逆におてんま事業で、2,000円やりますからやってくださいという、そんな単純なことではな

いとは思いますが、正直なところ、そういう持ちつ持たれつで村をよくしていきたいというところ

で、施策を今後進めていくことを村長としてはお願いできるかなと思って、再質問します。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 この鳥獣被害、特にこの熊の問題につきましては、先ほど来、話がありますように、今年は過去

最悪ということであります。死亡事故、あるいは人身被害と、そういった点で、村におきましても

やはり常々心配をしているところでございますが、幸い今年は村内では人身被害は今のところない

と。やはりその１つの要因としましては恒久電柵という、いわゆる農作物、そしてまた人を守ると

いうことで二十数年前に取り組んで、今に来ているところでありますけれども、やはりこの恒久電

柵につきましても、地域の皆さんの要望等々もあって、地域の皆さんも協力するからということで

多額な費用をかけて今にあるところでありますが、やはりこういった、先ほどちょっとゾーニング

というような話もありましたけれども、こういったことも一つ、これだけ人身被害が、熊が中に入

ってきていないと、人の住むところに入ってきていないというのが、１つの恒久電柵の効果かなと。

あわせて、それぞれ簡易電柵等も一生懸命、地元の皆さん取り組んでいただいております。こうい

った点もかなり効果が上がっているんじゃないかなと思っているところでございます。 
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 そんな中で、先ほども課長、協働の村づくりという話をしました。やはりこれからは、美しい村

もそうでありますけれども、やはり住民の皆さんと行政が一緒になって考え、取り組んでいくとい

うことが必要ではないかなと思っております。 

 特に、先ほど県の歩道の話も出ましたけれども、なかなか予算づけがされてこないという中で、

それを、じゃ、いつまでもほったらかしにしておいても、なかなか今度は子どもたちが歩道を歩け

ないというような状況にもなりますので、それぞれ一応、立場はあるんですけれども、できること

をやっていくということだと思うんですね。 

 それに対して組織づくりをしていくとかという話じゃ、またちょっと別の問題になるかもしれま

せんけれども、やはり基本的には協働、村民の皆さんと村が協働して取り組むべきものは取り組ん

でいくんだということを、これからいろんな広報も通じて、いろんな媒体等も通じて、そういった

形で協力依頼といいますか、周知といいますか、そんなことも含めてやっていければいいのかなと、

そんなふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────黒岩清道議員。 

○６番（黒岩清道議員） 

 やはり、鳥獣だけじゃなく、また、村も住みよいところにしていくということは、私たちも議員

として行政にお願いするところも多々あるわけですが、私たちも協力できるところはやっていくと

いうところで、やはりその辺の連携を取りながら、熊被害のことですが、今回は、やはり地域と連

携するように、できるだけいい施策をつくっていただくことを切に願って、質問を終わります。 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で黒岩清道議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

午後１時31分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年12月５日 

                 高山村議会議長  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  勝 山 正 弘 
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                 署 名 議 員  滝 澤   聖 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 
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午後１時31分  開 議 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって、許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議案第56号 

～  
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日程第３ 議案第58号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１ 議案第56号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例か

ら日程第３ 議案第58号 高山村火入れに関する条例の一部を改正する条例の３件を一括議題とし

ます。 

 議案第56号及び議案第57号について委員長の報告を求めます。 

─────滝澤総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（滝澤 聖議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託された案件は、議案第56号及び議案第

57号の２件です。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る12月９日午前11時から、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員外議

員の発言を許可し、慎重に審査いたしました。 

 議案第56号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例及び議案第57

号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の２件とも、特

段質疑もなく、討論を省略して、採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決するべきものと決定し

ました。 

 以上で、総務文教常任委員会に付託されました議案２件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 議案第58号について委員長の報告を求めます。 

─────勝山福祉産建常任委員長。 

○福祉産建常任委員長（勝山正弘議員） 

 ただいま議題となっております福祉産建常任委員会に付託されました案件は、議案第58号の１件

です。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る12月９日午前10時38分から、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員

外議員の発言を許可し、慎重に審査いたしました。 

 議案第58号 高山村火入れに関する条例の一部を改正する条例については、特段質疑もなく、討

論を省略し、採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、福祉産建常任委員会に付託されました議案１件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

○議 長（梨本 進議員） 
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 これから議案第56号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第56号 高山村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例を採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第57号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第57号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第58号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第58号 高山村火入れに関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 議案第59号 

～  

日程第８ 議案第63号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第４ 議案第59号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第４号）から日程第８ 議案第63

号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）までの５件を一括議題とします。 

 議案第59号から議案第63号までの５件について委員長の報告を求めます。 

─────黒岩予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（黒岩清道議員） 

 ただいま議題になっております予算決算常任委員会に付託されました案件は、議案第59号から議

案第63号までの５件であります。 
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 所管課ごとの審査の経過並びに結果を報告します。 

 委員会は、去る12月８日午前10時より、委員全員出席の下、所管課ごとの職員の出席を求め、慎

重に審査を行いました。審査は所管課ごとに細部説明を受け、各委員から質疑、意見、要望などが

ありました。主な質疑と答弁を申し上げます。 

 初めに、議案第59号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第４号）について、総務課では企画

費の公共サインは村の意見を取り入れてつくるのかの質問があり、美しい村連合やユネスコエコパ

ークのロゴをつけるなど、農村景観と調和の取れたデザインをするということを条件につけて、公

募型のプロポーザルで実施予定としている。なお、村内設置は16か所ほどを検討している旨の回答

がありました。 

 健康福祉課では寝たきり高齢者等家庭介護手当を増額した要因は、受入れ施設が足りないのかの

質問があり、自宅での介護は経費がかかるといった部分で増額させていただいた旨の回答がありま

した。 

 続いて、議案第60号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号）、議案第61号 令和

７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号）、議案第62号 令和７年度高山村上水道事業会

計補正予算（第２号）、議案第63号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）の４件

については、特段、質疑はありませんでした。 

 採決は、改めて12月９日午前11時40分より委員会を開催し、委員全員出席の下、討論を省略して

挙手による採決を行いました。 

 その結果、議案第59号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第４号）は全員賛成、議案第60号 

令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号）は全員賛成、議案第61号 令和７年度高山村

介護保険特別会計補正予算（第２号）は全員賛成、議案第62号 令和７年度高山村上水道事業会計

補正予算（第２号）は全員賛成、議案第63号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）

は全員賛成でした。 

 ５件の議案全て全員賛成で、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 この補正予算の執行の当たり、各委員より出された意見、要望などは、十分に尊重され村民のよ

りよい暮らしのために反映されますことを切に要望いたします。 

 以上で、予算決算常任委員会に付託されました議案５件の審査の経過及びその結果の報告といた

します。ありがとうございました。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから議案第59号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第59号 令和７年度高山村一般会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第60号について、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第60号 令和７年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第61号について、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第61号 令和７年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第62号について、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第62号 令和７年度高山村上水道事業会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第63号について、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第63号 令和７年度高山村下水道事業会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第９ 発議第10号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第９ 発議第10号 広く国民の意思を反映した衆議院議員選挙制度の実現を求める意見書を

議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第10号朗読＝ 

令和７年12月９日 

高山村議会議長 梨 本   進 様 

提出者 高山村議会議員 山 嵜 秀 治 

賛成者 高山村議会議員 沖 島 祥 介 

髙 井 央 葉 

 

広く国民の意思を反映した衆議院議員選挙制度の実現を求める意見書 
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上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

広く国民の意思を反映した衆議院議員選挙制度の実現を求める意見書（案） 

 

令和 年 月 日 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

総務大臣 

内閣官房長官  あて 

 

高山村議会 議長 梨 本   進 

 

地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出します。 

 

記 

 

 政府は、連立政権合意書を受け、議員歳費の縮減等を目的に、衆議院議員定数の１割削減につい

て検討を進めており、比例代表議席の大幅削減案を含め、今臨時国会での法案成立に向けた実務者

協議が実施されている。 

 しかしながら、国民の代表である国会議員の定数削減は、地方の議席が更に減少することに加え、

若者や女性などの政治参入にも影響を及ぼし、多様化する政策課題への対応力の低下等につながる

おそれがある。 

 また、民意をより正確に反映しやすいとされる比例代表議席の削減は、小規模政党やそれを支持

する国民の声を切り捨てることになるとの指摘もあり、さらには、東京の選挙区の議員定数が多い

現状は、地方の声が国政に反映されにくいため、東京一極集中に歯止めがかからない要因になって

いると懸念されるところである。 

 よって、本村議会は、国会及び政府において、選挙制度が日本国憲法が保障する国民主権及び議

会制民主主義の根幹であることを踏まえ、議員定数の検討を含め、広く国民の意思を適切に反映す

ることができる衆議院議員選挙制度の実現を強く要請する。 

 

○議 長（梨本 進議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 
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─────９番 山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています発議第10号 広く国民の意思を反映した衆議院議員選挙制度の実現

を求める意見書について趣旨説明を申し上げます。 

 政府与党は、衆議院議員定数の１割45議席削減の法案を国会に提出しています。国民の代表であ

る国会議員の定数を減らすことは、地方の議席がさらに減少し、地方の声が国会に届きにくくなる

おそれがあることに加え、若者や女性の政治参加にも影響を及ぼすおそれがあります。 

 小選挙区では25議席削減と言いますが、共同通信社の試算では、長野県も５から４になります。

また、民意を正確に反映しやすいとされます、比例代表の削減は20議席といいますが、小規模の政

党や、それを応援する国民の声を切り捨てることになるとの指摘もあります。日本の国会議員の数

は人口比で見ると経済協力開発機構ＯＥＣＤ加盟38か国中、下から３番目に少ない状況で決して多

くないのです。 

 こうした点から、本意見書は、選挙制度が憲法が保障する国民主権及び民主主義の根幹であるこ

とを踏まえ、広く国民の意思を適切に反映することができる衆議院議員選挙制度の実現を求めるも

のとなっております。 

 なお、本意見書は過日、長野県議会において全会一致で可決されたものと同様の内容となってお

ります。議員各位の御賛同をお願い申し上げ、趣旨説明とします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから発議第10号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第10号 広く国民の意思を反映した衆議院議員選挙制度の実現を求める意見書を採

決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第10 発議第11号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第10 発議第11号 暫定税率の廃止に伴う安定的な代替財源の確保を求める意見書を議題と

します。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第11号朗読＝ 

令和７年12月９日 

高山村議会議長 梨 本   進 様 

提出者 高山村議会議員 藤 沢 和 人 

賛成者 高山村議会議員 湯 本 辰 雄 

黒 岩 清 道 

 

暫定税率の廃止に伴う安定的な代替財源の確保を求める意見書 

 

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

暫定税率の廃止に伴う安定的な代替財源の確保を求める意見書（案） 

 

令和 年 月 日 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

総務大臣 

財務大臣 

経済産業大臣  あて 

 

高山村議会 議長 梨 本   進 
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地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出します。 

 

記 

 

 長期化する燃料油価格の高騰が住民生活及び地域経済を圧迫する中、特に公共交通機関が少なく

自家用車への依存度が高い地方において、その影響は極めて深刻である。 

 こうした状況を受け、国において、揮発油税及び軽油引取税のいわゆる暫定税率の廃止が決定さ

れたが、これに伴う地方財源の減少への対応策は未だ明確にされていない。 

 今回の措置により、市町村の貴重な財源である地方揮発油譲与税の減収が見込まれる。加えて、

都道府県の主要財源である軽油引取税の大幅な減収は、広域的な道路整備等の停滞を招き、本村に

おける生活基盤の維持にも重大な支障を及ぼしかねない。 

 将来にわたり住民サービスを維持し、健全な行財政運営を行うためには、これら減収分に対する

確実な補塡措置が不可欠である。 

 よって、本村議会は、国会及び政府において、燃料油価格の高騰から国民生活を守りつつ、地方

自治体の財政運営に支障をきたすことのないよう、暫定税率の廃止に伴う安定的な代替財源の確保

を図るよう強く要請する。 

○議 長（梨本 進議員） 

 本件について趣旨説明を求めます。 

─────１番 藤沢和人議員。 

○１番（藤沢和人議員） 

 ただいま議題となっております発議第11号 暫定税率の廃止に伴う安定的な代替財源の確保を求

める意見書について趣旨説明を申し上げます。 

 本意見書は燃料油価格の高騰が続き、特に自動車依存度が高い地方で、家計や事業者に深刻な影

響が及んでいる現状を踏まえたものです。国では暫定税率の廃止が決定されましたが、地方財源の

減収への対応がまだ示されておらず、自治体の健全な行政運営に支障が生じることが懸念されてお

ります。地方揮発油譲与税や軽油引取税は、地方自治体にとって重要な財源であり、必要な事業の

削減や将来負担の増大を避けるためにも、代替財源の確保は不可欠であります。 

 本意見書は国に対し、こうした地方財政の安定に向けた補塡措置を求めるものであります。議員

各位の御賛同をお願い申し上げ趣旨説明といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから発議第11号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第11号 暫定税率の廃止に伴う安定的な代替財源の確保を求める意見書を採決しま

す。 

 本件は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第11 発議第12号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第11 発議第12号 重点支援地方交付金の拡充を通じた地方創生の実現を求める意見書を議

題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第12号朗読＝ 

令和７年12月９日 

高山村議会議長 梨 本   進 様 

提出者 高山村議会議員 髙 井 央 葉 

賛成者 高山村議会議員 西 原 澄 夫 

篠 原 尚 光 

 

重点支援地方交付金の拡充を通じた地方創生の実現を求める意見書 
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上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

重点支援地方交付金の拡充を通じた地方創生の実現を求める意見書（案） 

 

令和 年 月 日 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

総務大臣 

財務大臣 

内閣府特命担当大臣（地方創生）  あて 

 

高山村議会 議長 梨 本   進 

 

地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出します。 

 

記 

 

 重点支援地方交付金は、エネルギー価格高騰対策、地域公共交通の確保等、その時々の社会経済

情勢を踏まえたテーマ設定の下、地域の実情に応じた政策展開に寄与してきた。 

 しかしながら、米に代表される食料品価格の高止まりで家計の負担が増しているほか、仕入れ価

格の高騰を商品価格に転嫁できず、事業者も資金繰りが悪化するなど、地域経済は厳しい状況に置

かれている。 

 物価高の克服による国民の安全・安心の確保に向けては、地域の活力増進が重要であり、国と地

方が一丸となって、住民生活及び事業経営等へのきめ細かな支援に取り組むことが求められている。 

 よって、本村議会は、国会及び政府において、重点支援地方交付金の拡充を通し、地方創生を図

るため、次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要請する。 

 １ 地方自治体が自立的に課題解決に取り組める環境を整えるため、重点支援地方交付金に必要

かつ十分な額を措置すること。 

 ２ 重点支援地方交付金を迅速かつ確実に配分すること。 

 ３ 重点支援地方交付金の効果的かつ効率的な運用のため、地方自治体に対して、制度の趣旨、

要件等について丁寧な説明を行うとともに、技術的支援を適切に講じること。 
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○議 長（梨本 進議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────10番 髙井央葉議員。 

○10番（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております発議第12号 重点支援地方交付金の拡充を通じた地方創生の実現

を求める意見書の趣旨説明を申し上げます。 

 重点支援地方交付金は、これまで、その時々の社会経済情勢を踏まえたテーマ設定の下、地方自

治体が地域の実情に応じた柔軟な政策を展開するために、重要な役割を果たしてきました。 

 しかし、現在、地域経済は複合的な要因により極めて厳しい状況にあります。米を始めとする食

料品価格の継続的な高止まりは家計の負担を深刻化させておりますし、各事業者は仕入価格の急騰

にもかかわらず、販売価格への十分な転嫁ができず、資金繰りが悪化し事業継続が困難になりつつ

あります。 

 物価高を克服し地域の活力を確実に増進させるためには、国と地方が連携し住民生活及び事業経

営へのきめ細やかで継続的な支援が求められています。 

 本意見書は国会及び政府において、重点支援地方交付金の拡充を通じて、地方創生を図るため、

特段の措置を講ずるよう強く求めるものです。 

 議員各位の御賛同をお願い申し上げ趣旨説明といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから発議第12号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第12号 重点支援地方交付金の拡充を通じた地方創生の実現を求める意見書を採決

します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第12 陳情第６号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第12 陳情第６号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上げを

求める陳情書を議題とします。 

 陳情第６号について、委員長の報告を求めます。 

─────勝山福祉産建常任委員長。 

○福祉産建常任委員長（勝山正弘議員） 

 ただいま議題となっております福祉産建常任委員会に付託されました案件は、陳情第６号の１件

であります。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る12月９日午前10時00分より、委員全員の出席の下、委員外議員の発言を許可し慎

重に審査いたしました。 

 陳情第６号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上げを求める陳情

書については、参考人として長野県医療労働組合連合会の八重田景子様に御出席いただき、説明を

いただきました。 

 特段質疑もなく、討論を省略して、採決の結果、全員賛成で採択することに決定いたしました。 

 以上で、福祉産建常任委員会に付託されました陳情の審査の経過及びその結果の報告といたしま

す。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから陳情第６号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから陳情第６号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上げを求

める陳情書を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 この陳情は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午後２時14分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時16分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま山嵜秀治議員外２名から発議第13号が提出されました。これを日程に追加し、追加日程

第１として議題にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第13号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第１ 発議第13号 

○議 長（梨本 進議員） 

 追加日程第１ 発議第13号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上

げを求める意見書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書記（槇田和子） 

＝発議第13号朗読＝ 

令和７年12月12日 
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高山村議会議長 梨 本   進 様 

提出者 高山村議会議員 山 嵜 秀 治 

賛成者 高山村議会議員 藤 沢 和 人 

沖 島 祥 介 

 

診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上げを求める意見書 

 

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上げを求める意見書（案） 

 

 国による医療費削減政策が推しすすめられる中で、公定価格である診療報酬は上がらず昨今の物

価上昇に対応していません。また、医療や介護・福祉従事者の賃金を他産業と同じように上げるこ

とも難しく、人員不足にもつながっています。救急の受け入れや入院の受け入れを制限する病院が

相次ぎ、開業医の閉院も起きています。お産ができる病院がない市町村も全国で1,042市町村を超

えています。 

 医療機関は過去最大の規模で倒産、廃業がすすみ、深刻な経営危機に陥っています。地域住民の

医療を受ける権利が困難な状況にあると言えます。日本医師会・６病院団体（日本病院会・全日本

病院会・日本医療法人協会・日本精神科病院協会・日本慢性期医療協会・全国自治体病院協議会）

は、「このまままでは、ある日突然病院がなくなります」「地域医療は崩壊寸前」と警鐘を鳴らし

ました。このままでは医療機関がなくなり、医療にかかれない地域が全国でさらに広がることが強

く懸念されます。 

 また、政府は看護師、保健師、介護士、障害福祉などのケア労働者の賃金引き上げを2021年に打

ち出しましたが、その効果は極めて限定的であり、長野県医労連の加盟する日本医労連の医療機関

や介護施設での賃上げ平均率は2.07％（5,772円）に留まり、2025年民間主要企業春季賃上げ平均

率5.52％（平均額１万8,629円）に遠く及びません。 

 私たちは、政府の責任による医療や介護・福祉事業の安定的な維持発展と、全てのケア労働者の

処遇改善のために、下記の事項について国に要望します。 

 

記 

 

一、2026年度の診療報酬改定と合わせ、１年前倒しで介護・障害福祉サービス等報酬改定を実施す

ること。全ての医療機関と介護・福祉事業所の物価高騰対策も含めて、各10％以上の引き上げ改定
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を実施すること。また、当面の支援策として、2025年度中に全額公費による賃上げ支援策を実行す

ること。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。 

 

2025年 月 日 

高山村議会 議長 梨 本   進 

 

内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、総務大臣  あて 

 

○議 長（梨本 進議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

─────９番 山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています発議第13号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％

以上の引き上げを求める意見書について趣旨説明を申し上げます。 

 医療機関は、過去最大規模で倒産、廃業が進み、地域住民の医療を受ける権利が困難な状況にあ

ると言えます。日本医師会などは、「このままでは、ある日突然病院がなくなります」「地域医療

は崩壊寸前」と警鐘を鳴らしています。今、病院の７割が赤字といいます。補助金と診療報酬の両

面から手厚い支援が必要となっています。また、ケア労働に携わる方々の賃金も他の民間主要企業

に遠く及ばない状況にあります。 

 そして、国立社会保障・人口問題研究所の社会保障費用統計によれば、日本の社会保障支出の対

ＧＤＰ比は日本より高齢化率が低いドイツ、フランス、スウェーデンより少なく、社会保障支出の

うち、政府拠出と保険料の事業主負担分が低いのが特徴といいます。日本の経済力からすれば、社

会保障は支えることができます。今、言われております保険料を下げるには、国民負担を増やすの

ではなく、政府と事業主の拠出を増やすことです。その際、中小企業への国の支援が不可欠です。 

 こうしたことなどを踏まえ、来年度の診療改定と併せ、１年前倒しで介護障害福祉サービス等報

酬改定を実施すること。全ての医療機関と介護福祉事業所の物価高騰も含めて、各10％以上の引き

上げをすること。また、当面の支援策として、今年度中に全額公費による賃上げ支援策を実行する

ことを求める内容となっております。 

 議員各位の御賛同をお願い申し上げ、趣旨説明とします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから発議第13号について質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第13号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上げを求

める意見書を採決します。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本件は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま可決されました意見書について、その条項、字句、数字その他整理を要するものについ

ては、その整理を議長に一任されたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 条項、字句、数字その他整理を要するものについては、その整理を議長に一任することに決定し

ました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第13 閉会中の継続調査の申出について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第13 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

 各委員長から所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配りました申

出のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 
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 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第14 議員派遣について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第14 議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（梨本 進議員） 

 本定例会に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 本定例会は、これで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 一言御挨拶を申し上げます。 

 去る12月２日に開会いたしました令和７年第６回高山村議会12月定例会は、本日までの11日間に

わたり開催されました。議員各位におかれましては終始熱心に審議を尽くされ、本日滞りなく全て

の日程を終了いたしましたことに、心より厚く感謝申し上げます。 



－125－ 

 今定例会に提案されました案件は、議案９件、陳情１件でありました。初日に上程されました高

山村公民館長寿命化改修工事変更請負契約の締結につきましては、即決にて御承認をいただいたと

ころです。 

 また、条例改正３件並びに令和７年度一般会計補正予算など５件の議案につきましては、各常任

委員会に付託をし、精力的な調査、慎重なる審議をいただき、ただいまいずれの案件も原案のとお

り可決されました。 

 また、本日最終日には、議員発議の意見書４件が上程され全会一致で可決されました。 

 一般質問におきましては、９名の議員が登壇し、16項目にわたり熱心な質疑が行われました。当

面する村の重要課題や村民の生活に直結する切実な問題、さらには将来を見据えた建設的な提案な

ど、多岐にわたり議論が交わされました。 

 村長を始め、理事者におかれましては、これらの質問に対し、真摯に御答弁をいただき感謝申し

上げます。議員各位から寄せられた意見や提言につきましては、今後の村政運営に十分反映され実

現に向け、御尽力いただきますよう強く期待するものであります。 

 さて、今年も残すところあと僅かになりましたが、12月８日深夜には青森県で震度６強の地震が

発生し、後発の大きな地震が予想され、心配が続いています。全国各地では、地震や豪雨災害、ま

た森林火災も多く発生し被害が拡大しました。 

 また、異常とも言える熊による人身被害が全国的に多発しており、深刻な問題となっています。

本村におきましても人身被害こそ発生しなかったものの多くの目撃情報が寄せられ、熊の捕獲が増

加しており冬期に入りましても不安の残る状況が続いております。引き続き、関係機関と連携し被

害防止に向けた警戒をお願い申し上げます。 

 また、時節柄インフルエンザが流行しております。皆様におかれましては、健康管理に十分御留

意いただき、健やかに年末年始を迎えられますようお祈り申し上げます。 

 そして、明日13日は待望のヤマボクワイルドスノーパークがスキー場開きを迎えます。今シーズ

ンも良質な雪に恵まれ、村内外から多くのスキーヤーや観光客が訪れ、活気あふれるシーズンとな

ることを願っております。 

 結びに、本年も議会運営に対し多大なる御協力を賜りましたことに深く感謝申し上げますととも

に、来る令和８年が高山村にとりまして、また皆様にとりまして、実り多き輝かしい年となります

よう心から祈念申し上げ、閉会の挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 12月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼申し上げます。 
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 本定例会は去る12月２日に開会し、本日までの11日間にわたり９議案を御審議いただきました。

議員各位には慎重に御審議いただき、それぞれ原案どおり議決を賜りましたことに厚く御礼申し上

げます。 

 今会期中に議員各位から賜りました貴重な御意見、御提言につきましては、十分にその意を尊重

いたしまして厳しい経済環境と財政事情ではございますが、今後の村政運営に十分生かしてまいる

所存でありますので、今後とも格別の御指導、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 今年も残すところ２週間余りとなりましたが、この１年を振り返りますと、記録的な猛暑や少雨

など、気候変動の影響を強く感じた１年でございました。中でも本年５月21日の夕方、長野県北部

を中心に大気の状態が不安定となり、激しい雨やひょうが降り、本村でも降ひょうが確認され、り

んごやぶどうなどの葉に穴が空いたり、一部果実に傷がつくなどの被害が発生いたしました。 

 一方、７月以降は記録的な猛暑となり少雨であったことなどから、果樹農業全般で日焼けや品質

低下、収穫量の減少といった影響が一部に出たものの、台風被害がなかったことなどから、総じて

実りの秋を迎えられたものと思っております。 

 さて、来週19日から広島県において開催される、第34回全国小学生バトミントン選手権大会に、

本村水中在住の小学５年生の内山陽太君が、都道府県対抗の団体戦と個人戦のシングルスに出場す

るため、過日、表敬訪問を受けました。内山君は昨年に引き続き２年連続で全国大会への出場とな

り、昨年は４年生以下のシングルスでベスト16に入りましたが、今年は５年生以下のシングルスで

４位以内を目指すと言われております。内山君には昨年の悔しさをばねに目標達成に向けて、ぜひ

頑張ってほしいと思っております。 

 先月18日に、大分市佐賀関で発生した大規模火災で被災された皆様に対しまして、慎んでお悔や

みとお見舞いを申し上げます。 

 このたびの火災による新聞報道等を見ますと、火が急速に燃え広がる中、住民の皆さんが声をか

け合い、助け合って避難し人的被害が最小限に抑えられたとの報道がありました。足の悪い方や高

齢の方が逃げ遅れることなく避難できたのは、周囲の方々の助けがあったから、そういう人間関係

が残っているところだったからと言われ、改めて、いざというときに助け合える地域コミュニティ

の大切さを痛感するとともに消防団員の活躍が大きかったとも報じられております。突然家を失っ

た皆さんの心中は察して余りあるものがありますが、佐賀関のまちの力、人の力を信じ、一日も早

い復旧・復興をお祈り申し上げます。 

 そうした中で、現在、本村では歳末特別警戒が実施されておりますが、村民の皆様にはくれぐれ

も火の取扱いに十分注意していただきますよう、お願い申し上げます。 

 さて、全国民の健康保険証従来型が有効期限を迎え、マイナンバーカードに保険証機能を持たせ

たマイナ保険証を基本とする仕組みに、去る２日から完全移行されました。しかしながら、マイナ

保険証を持っていない方は、自治体や健康保険組合などが発行した資格確認書で受診できますので、
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受診控えのないよう安心して受診していただきますようお願い申し上げます。 

 政府の経済対策を裏づける2025年度補正予算案が、昨日、衆議院本会議で賛成多数で可決され、

今日から参議院で審議され、早ければ16日にも成立する見通しと言われております。特に、補正予

算の中で、物価高対応では子ども１人当たり２万円の給付や来年１月から３月分までの電気・ガス

料金補助が盛り込まれております。 

 また、自治体が自由に使えるとされる重点支援地方交付金に２兆円が計上されておりますので、

国からの配分が決まり次第、物価高の影響を強く受けている子育て世帯や低所得者世帯などを中心

に、速やかに支援してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、来年は村制施行七十周年を迎えます。高山村のさらなる飛躍と発展につながる事業等に取

り組んでまいりたいと思っておりますので、議員各位を始め、村民の皆様のなお一層の御指導と御

協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 結びに、いよいよ年の瀬も迫り、寒さが一段と厳しくなってまいりますので、議員各位を始め村

民の皆様には、くれぐれも健康に御留意いただき、輝かしい新年を迎えられますとともに、さらな

る御活躍を心から御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 誠にありがとうございました。 

○議 長（梨本 進議員） 

 令和７年第６回高山村議会12月定例会を閉会します。 

午後２時39分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和７年12月12日 

                 高山村議会議長  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  勝 山 正 弘 

 

                 署 名 議 員  滝 澤   聖 

 

                 署 名 議 員  黒 岩 清 道 

 



 

 

 

 

令和７年第５回 

 

高山 村議会臨 時会会議 録 

 

 

 

 

 

 

令和７年10月１日 開会 

令和７年10月１日 閉会 

（１日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山村議会事務局 
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令和７年第５回高山村議会10月臨時会会議録（第１号） 

 

令和７年10月１日（水曜日） 

                                  

高山村告示第49号 

 令和７年10月１日、高山村議会10月臨時会を高山村役場に招集する。 

１ 監査委員の選任につき同意を求めることについて 

２ 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 

３ 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 

４ 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

５ 令和７年度蕨温泉新源泉掘削工事請負契約について 

          令和７年９月11日 

                 高山村長 藤 沢 敏 和 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 仮議席の指定 

日程第２ 議長の選挙について 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程（追加） 

日程第１ 議席の指定 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

日程第３ 会期の決定 

日程第４ 諸般の報告 

日程第５ 副議長の選挙について 

追加日程第１ 議席の一部変更について 

日程第６ 常任委員及び議会運営委員の選任について 

日程第７ 高山村議会報編集特別委員会の設置について 

日程第８ 高山村議会報編集特別委員会の委員の選任について 

日程第９ 高山村議会活性化特別委員会の設置について 

日程第10 高山村議会活性化特別委員会の委員の選任について 

追加日程第２ 議長の常任委員辞任の許可について 

日程第11 長野広域連合議会議員の選挙について 

日程第12 須高行政事務組合議会議員の選挙について 
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日程第13 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙について 

日程第14 同意第２号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 

日程第15 同意第３号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 

日程第16 同意第４号 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 

日程第17 同意第５号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

日程第18 議案第54号 令和７年度蕨温泉新源泉掘削工事請負契約について 

追加日程第３ 同意第６号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 

追加日程第４ 閉会中の所管事務の調査について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 仮議席の指定 

２ 議長の選挙について 

３ 議席の指定 

４ 会議録署名議員の指名 

５ 会期の決定 

６ 諸般の報告 

７ 副議長の選挙について 

８ 議席の一部変更について 

９ 常任委員及び議会運営委員の選任について 

10 高山村議会報編集特別委員会の設置について 

11 高山村議会報編集特別委員会の委員の選任について 

12 高山村議会活性化特別委員会の設置について 

13 高山村議会活性化特別委員会の委員の選任について 

14 議長の常任委員辞任の許可について 

15 長野広域連合議会議員の選挙について 

16 須高行政事務組合議会議員の選挙について 

17 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙について 

18 同意第２号～第５号 

19 議案第54号 

20 同意第６号 

21 閉会中の所管事務の調査について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（10名） 
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１番 藤 沢 和 人 議員       ２番 篠 原 尚 光 議員 

３番 沖 島 祥 介 議員       ４番 勝 山 正 弘 議員 

５番 滝 澤   聖 議員       ７番 湯 本 辰 雄 議員 

８番 西 原 澄 夫 議員       ９番 山 嵜 秀 治 議員 

10番 髙 井 央 葉 議員       11番 梨 本   進 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（１名） 

６番 黒 岩 清 道 議員 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 藤 沢 敏 和  副 村 長 小 林 信 彦 

総 務 課 長 山 﨑 久 志  
住民税務課長 

(会計管理者) 
島 田   誠 

健康福祉課長 黒 岩   慎  産業振興課長 山 㟢 隆 広 

建設水道課長 山 嵜 賢 一  定住支援室長 鈴 木 靖 孝 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
掘   一 生    

──────────────────────────────────── 

    欠席した者 

教 育 長 澁 谷 茂 夫    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 宮 川 洋 一  書 記 槇 田 和 子 

書 記 小 林 愛 菜    

                                  

 

午前10時05分  開 会 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 ただいまから令和７年第５回高山村議会10月臨時会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 改めておはようございます。高山村議会臨時会の開会に当たりまして一言御挨拶を申し上げます。 

 まず初めに、去る９月16日に告示されました高山村議会議員一般選挙におきまして、無投票で村
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民の皆様方の厚い信頼と負託を受けられご当選の栄誉を得られました議員各位に、心からお喜びを

申し上げます。 

 そのような中、本日は、めでたく御当選されました議員各位をお迎えし、令和７年第５回高山村

議会10月臨時会を開会できますことに厚く御礼申し上げます。 

 日頃は、村政発展のために多大な御尽力を賜っておりますことに、心から敬意と感謝を申し上げ

ます。 

 さて、我が国の内政を担っているのは地方公共団体であり、国民生活に密接に関連する行政は、

そのほとんどが地方公共団体の手で実施されております。 

 しかしながら、国と地方の税財源配分や地方交付税などの地方歳入の状況を見ましても、抑制や

縮減などにより依然として地方は厳しい状況にありますことから、今後とも村政発展のために議会

の果たされる役割は極めて大きく、議員各位に対しまして、村民の負託に応えご活躍されますこと

をから御祈念申し上げます。 

 総務省が、敬老の日にちなんで先月14日に公表した人口推計によりますと、65歳以上の高齢者は

3,619万人で、総人口に占める割合は29.4パーセントと過去最高を更新し、高齢者の就業者数も930

万人と21年連続で増加し、過去最多を更新したと言われております。 

 そのような中で、先月15日には、本年度中に100歳に到達される５名の方と最高齢となられた方

にお祝いを申し上げました。皆さんに長生きの秘訣をお聞きしましたところ、共通して言えること

は「好き嫌いをせず、何でも食べること」と言われておりました。お会いできた皆さんには、今後

とも体を大切にされ、なおー層の健康を保たれるようお祝いをさせていただきました。 

 村といたしましては、今後とも長生きしてよかったと実感できる、そして暮らし心地が一番と言

っていただけるような村づくりに取り組んでまいりたいと考えております。 

 さて、県内最大級と言われております大型商業施設「イオンモール須坂」が、いよいよあさって

３日の午前９時にグランドオープンいたします。店内には、グルメやファッション、雑貨や大型ア

ミューズメント、複合映画館など、約170店舗が入ると言われております。 

 本村といたしましては村の活性化を図るチャンスでもありますことから、須高地区で連携を図り

ながら、高山村へ１人でも多くの皆さんに足を運んでいただけるよう、しつかりと高山村のＰＲに

努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 去る９月28日に、今年も「信州高山ヒルクライムチャレンジ2025」を開催し、県内外から過去最

大となる400名近い皆さんに参加していただき、盛大に開催することができました。当日は爽やか

な秋晴れで、ＹＯＵ游ランド北側の県道をスタートして、笠岳登山道入口までの約20キロメートル

のコースに挑んでいただき、優勝された選手のタイムは１時間足らずで走破されました。沿道では

多くの村民の皆さんに旗を振って応援していただき、選手の皆さんからは、応援に対する感謝やス

タッフ、ボランティアの皆さんのおもてなしに大変満足され、ぜひ来年も参加したいといった声が
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多く寄せられました。 

 応援をいただきました村民の皆様を始め、終始大会運営に携わっていただきました実行委員会の

皆様やボランティアの皆様など、多くの関係者の皆様に改めて感謝を申し上げます。誠にありがと

うございました。 

 さて、本日の臨時会に御提案いたします議案は、人事案件４件と契約案件１件の合わせて５件で

ございます。 

 十分御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、議会招集の御挨拶といたし

ます。どうそ、よろしくお願い申し上げます。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 仮議席の指定 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 日程第１ 仮議席の指定を行います。 

 仮議席は、ただいま着席の議席とします。 

 しばらく休憩します。 

午前10時10分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時20分  再 開 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 議長の選挙 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 日程第２ 議長の選挙を行います。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入口を閉鎖します。 

（小林書記、議場を閉める） 

○議会事務局長（宮川洋一） 

 ただいまの出席議員数は10人です。 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第31条第２項の規定により、立会人に、１番 藤沢和人議員、２番篠原尚光議員及び３
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番 沖島祥介議員を指名します。 

 投票用紙を配布します。 

（槇田書記・小林書記、投票用紙を配付する） 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱の点検をします。 

（小林書記、投票箱を点検する） 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙に候補者の氏名を記入してください。 

 ただいまから投票を行います。 

 事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願います。 

（議席で記載後、演壇上の投票箱に投函する） 

（宮川議会事務局長、点呼） 

○議会事務局長（宮川洋一） 

 それでは、お名前をお呼びしますので、順番に投票をお願いしたいかと思います。 

 １番 藤 沢 和 人 議員       ２番 篠 原 尚 光 議員 

 ３番 沖 島 祥 介 議員       ４番 勝 山 正 弘 議員 

 ５番 梨 本   進 議員       ６番 滝 澤   聖 議員 

 ７番 髙 井 央 葉 議員       ９番 湯 本 辰 雄 議員 

 10番 西 原 澄 夫 議員 

 最後に11番 山 嵜 秀 治 臨時議長 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了します。 

 これより開票を行います。 

 １番 藤沢和人議員、２番 篠原尚光議員及び３番 沖島祥介議員、開票の立会いをお願いしま
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す。 

（槇田書記・小林書記、開票する） 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 それでは、選挙の結果を報告します。 

 投票総数10票。 

  有効投票10票。 

  無効投票ゼロ。 

 有効投票のうち、 

  梨本 進議員 ７票 

  山嵜秀治議員 ３票 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は３票です。 

 したがって、梨本 進議員が議長に当選されました。 

 議場の出入口の閉鎖を解きます。 

（小林書記、議場を開く） 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 ただいま議長に当選された梨本 進議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 この際、議長に当選された梨本 進議員の当選承諾及び挨拶をお願いします。 

─────梨本 進議員。 

○議 長（梨本 進議員） 

 梨本 進でございます。ただいま皆様方から厚いご支援いただきまして、議長ということで御推

挙いただきました。誠に感謝申し上げます。 

 この議会が円滑に進められるよう誠心誠意努めていく所存でございます。議員各位並びに行政の

皆様方、御協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○臨時議長（山嵜秀治議員） 

 議長に交代します。 

 しばらく休憩します。 

午前10時32分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時36分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 
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──────────────────────────────────── 

日程第１ 議席の指定 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第１ 議席の指定を行います。 

 議席は、会議規則第３条第１項の規定によって、ただいま着席のとおり指定します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、１番 藤沢和人議員、２番 篠原尚光議

員及び３番 沖島祥介議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 会期の決定 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第３ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日限りにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は本日１日限りに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 諸般の報告 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第４ 諸般の報告を行います。 

 本日の会議に８番 黒岩清道議員が療養のため欠席する旨届出がありましたので、報告します。 

 監査委員から８月、９月分の執行した出納検査について報告があり、別紙のとおり、お手元に配

りましたので、報告します。 
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 広報担当職員及び報道関係者による写真撮影を会議規則第102条により許可しましたので、報告

します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第５ 副議長の選挙について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第５ 副議長の選挙を行います。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入口を閉鎖します。 

（小林書記、議場を閉める） 

（宮川議会事務局長、出席議員数を報告する） 

○議 長（梨本 進議員） 

 ただいまの出席議員数は10人です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第31条第２項の規定により、立会人に、４番 勝山正弘議員、６番 滝澤 聖議員及び

９番 湯本辰雄議員を指名します。 

 投票用紙を配付します。 

（槇田書記・小林書記、投票用紙を配付する） 

○議 長（梨本 進議員） 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱の点検をします。 

（小林書記、投票箱を点検する） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異状なしと認めます。 

 念のために申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙に候補者の氏名を記入してください。 

 ただいまから投票を行います。 

 事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願います。 

（議席で記載後、演壇上の投票箱に投函する） 

（宮川議会事務局長、点呼） 
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○議会事務局長（宮川洋一） 

 それでは、お名前をお呼びしますので、順番に投票をお願いします。 

 １番 藤 沢 和 人 議員       ２番 篠 原 尚 光 議員 

 ３番 沖 島 祥 介 議員       ４番 勝 山 正 弘 議員 

 ６番 滝 澤   聖 議員       ７番 髙 井 央 葉 議員 

 ９番 湯 本 辰 雄 議員       10番 西 原 澄 夫 議員 

 11番 山 嵜 秀 治 議員 

 最後に５番 梨 本   進 議長 

○議 長（梨本 進議員） 

 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 これより開票を行います。 

 ４番 勝山正弘議員、６番 滝澤 聖議員及び９番 湯本辰雄議員、開票の立会いをお願いしま

す。 

（槇田書記・小林書記、開票する） 

○議 長（梨本 進議員） 

 立会人はお帰りください。ありがとうございます。 

 それでは、選挙の結果を報告します。 

 投票総数10票。 

  有効投票８票。 

  無効投票２票。 

 有効投票のうち、 

  髙井央葉議員 ８票 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は２票です。 

 したがって、髙井央葉議員が副議長に当選されました。 

 議場の出入口の閉鎖を解きます。 

（小林書記、議場を開く） 

○議 長（梨本 進議員） 

 ただいま副議長に当選された髙井央葉議員が議場におられます。 
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 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 この際、副議長に当選された髙井央葉議員の当選承諾及び挨拶をお願いします。 

─────髙井央葉議員。 

○副議長（髙井央葉議員） 

 ただいま皆様からの御支持をいただき副議長に当選させていただきました。これから、議長を支

え活発な議会となるよう全力で努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時51分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時40分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 お諮りします。議席の一部変更についてを日程に追加し、追加日程第１としたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議席の一部変更についてを日程に追加し、追加日程第１とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第１ 議席の一部変更について 

○議 長（梨本 進議員） 

 追加日程第１ 議席の一部変更を行います。 

 議長、副議長の選挙に伴い、会議規則第３条第３項の規定によって、議席の一部を変更します。 

滝澤 聖議員の議席を５番に、黒岩清道議員の議席を６番に、湯本辰雄議員の議席を７番に、西原

澄夫議員の議席を８番に、山嵜秀治議員の議席を９番に、髙井央葉議員の議席を10番に、私、梨本

 進の議席を11番にそれぞれ変更します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第６ 常任委員及び議会運営委員の選任について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第６ 常任委員及び議会運営委員の選任を行います。 
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 常任委員及び議会運営委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、お手元

に配りました名簿のとおり指名します。 

高山村議会常任委員会構成 

常 任 委 員 会 名 職     名 氏     名 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

委     員 篠 原 尚 光 

〃 滝 澤   聖 

〃 黒 岩 清 道 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 髙 井 央 葉 

〃 梨 本   進 

福 祉 産 建 

常 任 委 員 会 

委     員 藤 沢 和 人 

〃 沖 島 祥 介 

〃 勝 山 正 弘 

〃 西 原 澄 夫 

〃 山 嵜 秀 治 

予 算 決 算 

常 任 委 員 会 

委     員 藤 沢 和 人 

〃 篠 原 尚 光 

〃 沖 島 祥 介 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 黒 岩 清 道 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 西 原 澄 夫 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 髙 井 央 葉 

〃 梨 本   進 

高山村議会運営委員会構成 

職     名 氏     名 

委     員 藤 沢 和 人 

〃 篠 原 尚 光 

〃 沖 島 祥 介 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 髙 井 央 葉 
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──────────────────────────────────── 

日程第７ 高山村議会報編集特別委員会の設置について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第７ 高山村議会報編集特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、議会活動を広く村民に広報するため、５人の委員をもって構成する高山村議会

報編集特別委員会を設置し、これに付託の上、議会報発行のための調査、編集をすることにしたい

と思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、５人の委員をもって構成する高山村議会報編集特別委員会を設置することに決

定いたしました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第８ 高山村議会報編集特別委員会の委員の選任について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第８ 高山村議会報編集特別委員会の委員の選任についてを議題とします。 

 高山村議会報編集特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、

お手元に配りました名簿のとおり指名します。 

高山村議会報編集特別委員会構成 

職     名 氏     名 

委     員 藤 沢 和 人 

〃 沖 島 祥 介 

〃 滝 澤   聖 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 山 嵜 秀 治 

 

──────────────────────────────────── 

日程第９ 高山村議会活性化特別委員会の設置について 

○議 長（梨本 進議員） 
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 日程第９ 高山村議会活性化特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、先に行われた村議会議員選挙が定員割れとなったことなどを踏まえ、村民の皆

様に議会への関心を高めていただく取組を一層進める必要があります。 

 このようなことから、10人の委員をもって構成する高山村議会活性化特別委員会を設置し、これ

に付託の上、調査及び審査を継続することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、10人の委員をもって構成する高山村議会活性化特別委員会を設置することに決

定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第10 高山村議会活性化特別委員会の委員の選任について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第10 高山村議会活性化特別委員会の委員の選任についてを議題とします。 

 高山村議会活性化特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、

お手元に配りました名簿のとおり指名します。 

高山村議会活性化特別委員会構成 

職     名 氏     名 

委     員 藤 沢 和 人 

〃 篠 原 尚 光 

〃 沖 島 祥 介 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 黒 岩 清 道 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 西 原 澄 夫 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 髙 井 央 葉 

 

○議 長（梨本 進議員） 
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 髙井央葉副議長と交代します。 

 しばらく休憩します。 

午後１時44分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時45分  再 開 

○副議長（髙井央葉議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 ただいま梨本 進議長から、議長の職務に専念する理由によって、常任委員を辞任したいとの申

出がありました。 

 お諮りします。 

 議長の常任委員辞任の許可についてを日程に追加し、追加日程第２としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（髙井央葉議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長の常任委員辞任の許可についてを日程に追加し、追加日程第２とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第２ 議長の常任委員辞任の許可について 

○副議長（髙井央葉議員） 

 追加日程第２ 議長の常任委員辞任の許可についてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、梨本 進議長の退場を求めます。 

（梨本 進議長 退場） 

○副議長（髙井央葉議員） 

 梨本 進議長から、議長の職務に専念する理由によって、常任委員を辞任したいとの申出があり

ました。 

 お諮りします。 

 本件は、申出のとおり辞任を許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（髙井央葉議員） 

 異議なしと認めます。 

 梨本 進議長の常任委員の辞任を許可することに決定しました。 

 梨本 進議長の入場を許します。 
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（梨本 進議長 入場） 

○副議長（髙井央葉議員） 

 梨本 進議長と交代します。 

 しばらく休憩します。 

午後１時47分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時48分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 先ほど、各常任委員、議会運営委員及び議会報編集特別委員及び議会活性化特別委員を選任しま

したので、委員会条例第７条の規定により、委員長及び副委員長の互選を行っていただきたいと思

います。 

 委員会の招集場所の指定及び委員長の互選に関する職務を行う年長委員を指名します。 

 初めに、総務文教常任委員会は委員会室１で、年長委員は湯本辰雄議員、福祉産建常任委員会は

委員会室２で、年長委員は山嵜秀治議員、総務文教常任委員会及び福祉産建常任委員会終了後、引

き続き、予算決算常任委員会は協議会室で、年長委員は山嵜秀治議員、常任委員会終了後、引き続

き、議会運営委員会は委員会室１で、年長委員は湯本辰雄議員、議会運営委員会終了後、引き続き、

議会報編集特別委員会は委員会室２で、年長委員は山嵜秀治議員、議会報編集特別委員会終了後、

引き続き、議会活性化特別委員会は協議会室で、年長委員は山嵜秀治議員、以上のとおり指定及び

指名します。 

 なお、各委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を報告願います。 

 しばらく休憩します。 

午後１時50分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時52分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 日程に入る前に報告を行います。 

 各常任委員会、議会運営委員会、議会報編集特別委員会及び議会活性化特別委員会の委員長及び

副委員長の互選の結果をお手元に配りました名簿のとおり報告します。 

高山村議会常任委員会構成 

常 任 委 員 会 名 職     名 氏     名 

総 務 文 教 委 員 長 滝 澤   聖 
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常 任 委 員 会 副 委 員 長 湯 本 辰 雄 

委     員 篠 原 尚 光 

〃 黒 岩 清 道 

〃 髙 井 央 葉 

福 祉 産 建 

常 任 委 員 会 

委 員 長 勝 山 正 弘 

副 委 員 長 藤 沢 和 人 

委     員 沖 島 祥 介 

〃 西 原 澄 夫 

〃 山 嵜 秀 治 

予 算 決 算 

常 任 委 員 会 

委 員 長 黒 岩 清 道 

副 委 員 長 藤 沢 和 人 

委     員 篠 原 尚 光 

〃 沖 島 祥 介 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 西 原 澄 夫 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 髙 井 央 葉 

高山村議会運営委員会構成 

職     名 氏     名 

委 員 長 沖 島 祥 介 

副 委 員 長 湯 本 辰 雄 

委     員 藤 沢 和 人 

〃 篠 原 尚 光 

〃 髙 井 央 葉 

高山村議会報編集特別委員会構成 

職     名 氏     名 

委 員 長 沖 島 祥 介 

副 委 員 長 滝 澤   聖 

委     員 藤 沢 和 人 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 山 嵜 秀 治 
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高山村議会活性化特別委員会構成 

職     名 氏     名 

委 員 長 髙 井 央 葉 

副 委 員 長 西 原 澄 夫 

幹     事 沖 島 祥 介 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

委     員 藤 沢 和 人 

〃 篠 原 尚 光 

〃 黒 岩 清 道 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 山 嵜 秀 治 

○議 長（梨本 進議員） 

 以上で報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第11 長野広域連合議会議員の選挙について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第11 長野広域連合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって、指名推選にしたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 
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 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定しました。 

 長野広域連合議会議員に、私、梨本 進と髙井央葉議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま指名しました梨本 進と髙井央葉議員を長野広域連合議会議員の当選人として定めるこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 ただいま指名しました梨本 進と髙井央葉議員が長野広域連合議会議員に当選されました。 

 ただいま長野広域連合議会議員に当選された梨本 進と髙井央葉議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第12 須高行政事務組合議会議員の選挙について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第12 須高行政事務組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって、指名推選にしたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定しました。 

 須高行政事務組合議会議員に、私、梨本 進と勝山正弘議員を指名します。 
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 お諮りします。 

 ただいま指名しました梨本 進と勝山正弘議員を須高行政事務組合議会議員の当選人と定めるこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 ただいま指名しました梨本 進と勝山正弘議員が須高行政事務組合議会議員に当選されました。 

 ただいま須高行政事務組合議会議員に当選された梨本 進と勝山正弘議員には、会議規則第32条

第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第13 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙について 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第13 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって、指名推選にしたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定しました。 

 高山村外一市一町財産組合議会議員に、髙井央葉議員、篠原尚光議員、黒岩清道議員及び藤沢和

人議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名しました髙井央葉議員、篠原尚光議員、黒岩清道議員及び藤沢和人議員を高
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山村外一市一町財産組合議会議員の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 ただいま指名しました髙井央葉議員、篠原尚光議員、黒岩清道議員及び藤沢和人議員が高山村外

一市一町財産組合議会議員に当選されました。 

 ただいま高山村外一市一町財産組合議会議員に当選された髙井央葉議員、篠原尚光議員、黒岩清

道議員及び藤沢和人議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第14 同意第２号 

～  

日程第18 議案第54号 

○議 長（梨本 進議員） 

 日程第14 同意第２号 監査委員の選任につき同意を求めることについてから日程第18 議案第

54号 令和７年度蕨温泉新源泉掘削工事請負契約についてまでの５件を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 高山村議会10月臨時会の提案理由の説明を申し上げます。 

 同意第２号から議案第54号までの５件につきまして、一括して説明を申し上げます。 

 同意第２号 監査委員の選任につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、監査委員で識見を有する者としてお願いしてまいりました中村義忠さんの任期が来る10

月３日に満了となりますことから、後任に高山村大字高井2785番地２、宮本孝雄さんを選任したい

ので、地方自治法の規定に基づき議会の同意をお願いするものであります。 

 同意第３号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて申し上げま

す。 

 本案は、固定資産評価審査委員会の委員であります牧 秀美さんの任期が来る10月22日に満了と

なりますことから、後任に高山村大字牧567番地、黒岩 章さんを選任したいので、地方税法の規

定に基づき議会の同意をお願いするものであります。 

 同意第４号 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、教育委員会教育長であります澁谷茂夫さんの任期が来る10月23日に満了となりますが、
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引き続き教育委員会教育長に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第

１項の規定に基づき議会の同意をお願いするものであります。 

 同意第５号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、教育委員会委員であります黒岩千秋さんの任期が来る10月23日に満了となりますが、引

き続き教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項

の規定に基づき議会の同意をお願いするものであります。 

 議案第54号 令和７年度蕨温泉新源泉掘削工事請負契約について申し上げます。 

 本案は、蕨温泉の源泉を新たに掘削するため、去る９月11日に一般競争入札に付し落札した事業

者と契約を締結するため、地方自治法の規定に基づき議会の議決をお願いするものであります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分にご審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上

げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 しばらく休憩します。 

午後２時02分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時04分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 これから同意第２号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し、採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第２号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを、討論を省略し、採決すること

に決定しました。 

 これから同意第２号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを採決します。 

 この採決は起立によって行います。 
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 本案は、同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立９人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 起立全員です。 

 本案は、同意することに決定しました。 

 これから同意第３号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し、採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第３号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについてを、討論を

省略し、採決することに決定しました。 

 これから同意第３号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについてを

採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立９人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 起立全員です。 

 本案は、同意することに決定しました。 

 これから同意第４号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し、採決したいと思います。 
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 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第４号 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについてを、討論を省略し、採決

することに決定しました。 

 これから同意第４号 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについてを採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立９人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 起立全員です。 

 本案は、同意することに決定しました。 

 これから同意第５号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し、採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第５号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを、討論を省略し、採決す

ることに決定しました。 

 これから同意第５号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立９人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 起立全員です。 

 本案は、同意することに決定しました。 
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 これから議案第54号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

─────９番 山嵜秀治議員。 

○９番（山嵜秀治議員） 

 それでは、議案第54号に対して質疑を行います。以前、説明もありましたが、再確認も含めて質

疑をいたします。 

 まず第１に、入札予定価格の算定はどのように行われたのでしょうか。そして、この入札予定価

格、適正な価格設定というものは担保されているのでしょうか。その点お願いします。 

 ２番目として、工事内容について、掘削予定何メートルを予定しておりますか。また引湯管の布

設、この延長は何メートルになりますか。 

 ３点目、仮にですが、もし仮に温泉が湧出されない場合、出なかった場合ですね、この場合、掘

削場所の選定に当たった業者に補償の請求はできますか。その点お願いします。 

 ４点目として、周辺について整備をすることになっていますが、進捗状況はどのようになってい

るでしょうか。 

 以上４点伺います。 

○議 長（梨本 進議員） 

─────山㟢産業振興課長。 

○産業振興課長（山㟢隆広） 

 それでは、ただいまの御質問にお答えをいたします。 

 まず初めに、入札価格の算定についてのお尋ねでありますが、本工事に係る設計業務は、本村を

含む県内の複数自治体が会員となり、土木工事全般について設計、積算の知識と技術を持ち合わせ

ている長野県土地改良事業団体連合会に委託するとともに、積算には、農林水産省の土地改良工事

積算基準や一般社団法人全国さく井協会の温泉掘削工事標準歩掛資料などを使用していることから、

適正な価格が担保されているとものと考えております。 

 次に、工事内容のうち掘削予定につきましては600メートル、引湯管の布設延長は64.5メートル

を予定しております。 

 次に、補償の請求はできるかとのお尋ねでありますが、源泉掘削箇所を特定するための地下探査

はあくまで温泉湧出の可能性が高い地点を探る調査であり、湧出を確約するものではないことから、

調査時における明確な過失等が判明しない限り、委託業者に対し補償を求めることはできないもの

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、周辺整備の進捗状況のお尋ねでありますが、令和４年度から奥山田委員会、奥山田地場産

業振興組合、関係区長などで構成する奥山田地区活性化懇談会を開催し、昨年12月の懇談会では、

村から再整備計画案をお示しするとともに、御意見、御要望等をお聞きしたところです。今後は、
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いただいた御意見等の内容を精査するとともに、奥山田地域の活性化に向けて事業を進めてまいり

ますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第54号 令和７年度蕨温泉新源泉掘削工事請負契約についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 挙手全員です。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

午後２時13分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時28分  再 開 

○議 長（梨本 進議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 ただいま藤沢村長から、同意第６号 監査委員の選任につき同意を求めることについてが提出さ

れました。 

 お諮りします。 

 同意第６号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを日程に追加し、追加日程第３と

したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 
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 同意第６号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを追加日程第３とすることに決定

しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第３ 同意第６号 

○議 長（梨本 進議員） 

 追加日程第３ 同意第６号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、西原澄夫議員の退場を求めます。 

（西原澄夫議員 退場） 

○議 長（梨本 進議員） 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 追加提案を申し上げました同意第６号 監査委員の選任につき同意を求めることについて申し上

げます。 

 本案は、議会の議員のうちから選任する監査委員として、西原澄夫さんを選任したいので、地方

自治法の規定に基づき議会の同意をお願いするものであります。 

 十分に御審議をいただき同意を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（梨本 進議員） 

 これから同意第６号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから同意第６号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、同意することに賛成の方は、起立願います。 

（起立８人） 

○議 長（梨本 進議員） 

 起立全員です。 

 本案は、同意することに決定しました。 

 西原澄夫議員の入場を許します。 

（西原澄夫議員 入場） 
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○議 長（梨本 進議員） 

 お諮りします。 

 閉会中の所管事務の調査についてを日程に追加し、追加日程第４としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 閉会中の所管事務の調査についてを日程に追加し、追加日程第４とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第４ 閉会中の所管事務の調査について 

○議 長（梨本 進議員） 

 追加日程第４ 閉会中の所管事務の調査についてを議題とします。 

 各委員長から、所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配りました

通知書のとおり、閉会中の調査の通知がありました。 

 お諮りします。 

 委員長からの通知のとおり、閉会中の調査について承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長からの通知のとおり、閉会中の調査についてを承認することに決定しました。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（梨本 進議員） 

 異議なしと認めます。 

 本臨時会はこれで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に議長として一言御礼を申し上げます。 

 本臨時会は去る９月16日に告示されました高山村議会議員一般選挙を経て、私たち新たな議員が

初めて一堂に会した会議であります。定員12名のところ立候補者11名という結果は、村民の皆様の
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議会への関心や地域社会の在り方を改めて考える契機となりました。私たちは、村民の皆様に開か

れ信頼される議会づくりにこれまで以上に誠心誠意取り組んでまいります。 

 本日の会議では、同意案件４件と工事請負に関する議案１件を慎重に審議し可決いただきました。

また、正副議長をはじめ、各常任委員会委員、監査委員などの選任を終え、今後の議会運営に必要

な体制が整ったところであります。議員各位の御協力に深く感謝申し上げます。 

 さて、物価高騰やエネルギー価格の上昇など私たちの暮らしを取り巻く環境が一層厳しさを増し

ております。さらに、地震や豪雨など自然災害への備えも欠かせません。こうした社会情勢にあっ

てこそ地域の絆と議会の役割がより重要になります。村民皆様の声を丁寧に受け止め、未来へつな

ぐ政策を共につくり上げていく決意を改めて申し上げます。 

 季節は秋を迎え、村内では稲刈りや果樹の収穫など農作物が最盛期となっております。どうぞ体

調に十分御留意いただき、村民の皆様、議員各位のさらなる活躍を心よりお祈り申し上げまして、

令和７年第５回高山村議会10月臨時会閉会の挨拶といたします。ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────藤沢村長。 

○村 長（藤沢敏和） 

 初議会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本日は、御提案を申し上げました同意案件など全議案を慎重に御審議いただき、それぞれ原案ど

おり同意または議決を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

 監査委員の選任につきましては、このたび任期満了に伴い御退任されます中村義忠代表監査委員

さんには、平成29年10月から２期８年にわたり、村が保有する公金などの財産が住民の皆さんのた

めに適切に管理運用されているかなど、行政の公正性と公立性を保つために的確な御指導をいただ

いたおかげで今日の健全な財政運営が保たれているものと、心から敬意と感謝を申し上げる次第で

あります。 

 後任の指揮権を有する監査委員に御就任いただきます宮本孝雄さんには、長年にわたる行政実務

経験や行政運営に深く関わってきた知見を生かされ、その豊かな御経験を基に御指導賜りますよう

お願い申し上げます。 

 固定資産評価審査委員会の委員の選任につきましては、このたび任期満了に伴い御退任されます

牧 秀美さんには、平成25年10月から４期12年の長きにわたり激しい経済変動の中にあって委員長

として４年にわたり重責を担っていただきましたほか、４回の固定資産評価替えや税制改正に適切

に対応対処していただくなど、信頼ある税制確立に御尽力を賜りましたことに心から敬意と感謝を

申し上げる次第であります。 

 後任の黒岩 章さんには、前職のＪＡで培われた不動産や固定資産に関する豊富な知識と経験の

下、中立的、専門的な立場から審査いただけるものと御期待申し上げております。 
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 教育委員会教育長の任期満了に伴う任命につきましては、これまで教育行政に御尽力をいただい

てまいりました現職の澁谷茂夫さんに引き続いて御就任をいただくことができますことは、児童・

生徒の不登校の問題や学校の教育力等多くの課題を抱える教育環境の中で、学校教育の問題、村の

教育文化向上のためにこれまでの経験を生かして教育行政発展のために、ひいては村政発展のため

に、なお一層御活躍いただけるものと期待を申し上げる次第でございます。 

 また、教育委員会委員の任命につきましては、これまでの豊かな御経験を踏まえ、黒岩千秋委員

さんに引き続き、学校、社会教育向上のために御尽力賜りますようお願い申し上げます。 

 議会選出監査委員を御退任になられました柴田弘男前議員さんには、２年間にわたり的確な財政

運営について御指導賜りましたことに心から感謝を申し上げます。 

 そして、新たに御就任いただきます西原澄夫議員さんには、地方の行財政改革が迫られる厳しい

時期ではございますが、豊かな御経験の下に御指導賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 また、本日ご当選されました梨本議長さん、髙井副議長さんを始め、新たに各常任委員会の正副

委員長さん及び委員さん等に御就任されました議員の皆様方には、村政への一層のお力添えを賜り

ますようお願い申し上げます。 

 さて、いよいよ今日から新たな公共交通サービスがスタートし、これまでＹＯＵ游ランドを発着

点としていた幹線バス及び支線交通ふれあい号は役場に変更し、早速始発からふれあい号を利用さ

れておりました。中でもふれあい号はフルデマンドによる運行形態となりますことから、多くの皆

様に利用していただき、引き続き公共交通を支えていただきたいと思っております。 

 今月から来月にかけて様々な行事を予定しておりますが、中でも来る12日に開催を予定しており

ます第28回村民体育祭には、多くの村民の皆様に御参加をいただき、信州高山まつりと同様に大い

に親睦を深め、明日へつながる活力ある体育祭となりますよう御支援をお願い申し上げます。 

 また、11月２日には、ＹＯＵ游ランドで県の元気づくり支援金を活用した食の祭典を予定してお

りますので、村内でとれた野菜や果物を使った名産品、特産品などを、多くの皆さんに味わってい

ただき、高山村のよさを知ってファンになっていただきたいと思っておりますので、成功裏にイベ

ントが終了できますことを期待しているところであります。 

 その翌日の３日文化の日には、長年高山村発展のために御貢献されました皆様をお迎えし、村長

表彰式を予定しておりますので、村民の皆様と共に感謝を申し上げたいと存じますので、よろしく

お願い申し上げます。 

 結びに、これから秋も一層深まり寒暖の差が激しい季節を迎えます。議員各位にはくれぐれも御

自愛されまして、村政発展のために一層の御支援を賜りますようお願い申し上げますとともに、ま

すますの御活躍を心から御祈念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 誠にありがとうございました。 

○議 長（梨本 進議員） 
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 これで令和７年第５回高山村議会10月臨時会を閉会します。ありがとうございました。 

午後２時43分  閉 会 
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